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ゐ
終
日
を
明
ら
！
マ
け
に
し
、
公
文
弓
の
公
山
段
門
寸
政

枯
報
引
説
仕
い
半
寸
〔
L
4叫
し
必
要
な
小
平
ず
f
J
そ

J

止
め
る
一
一
ζ

に
よ
り
、
仇
市

の
保
去
す
三
和
刊
の
一
層
的
公
問
を
凶
行
、
も
ご
し
本
市
の
右
T
る

均
丸
山
品
市
司
一
去
っ
民
に

AkvfFる
e
H
務
が
三
つ
峠
れ
る
ぷ
つ
ト

rる

！
と
と
も
に
、

J

川
氏
川
市
此
事
引
を
抗
送

J

、
市
政
に
対
3
ゐ
市
川
の

M
M
m
と
信
頼
の
佐
保
を
一
同
る
こ
と
を
七
的
と
す
る

、J

に業日刊｝

市
二
朱

v

の
条
例
に
お
い
一
に
「
実
い
地
検
閲
」
と
は
、
市
長
、
殺
人
J
L
r

員
会
、
涯
学
戸
時
夫
人
r
只
ノ
胃
、
人
事
安
口
問
会
、
手
作
委
員
ー
主
主
安
い
一
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会
、
川
定
資
豆
一
「
制
寄
ん
い
委
員
会
、
八
刀
、
円
企
業
管
理
主
比
び
消
防
長

キ
」
け
ト
？

J

'Yr正 4牛lヲ平司J試股間;m

の
条
例
に
む
い
て
ヌ
マ
え
古
し
に
は
、
実
施
隊
関
心
牧
民
ρ
職

務
i
刊
此
し
、
ぴ
人
は
桁
抗
日
午
い
L
s
j
リ
人
秒
、
図
同
及
び
寺
側
的
仙
付
制
（
一
vmJ

，
十
的
方
式
、
議
気
合
方
式
そ
の
也
九
乃
司
J
L
に
よ
っ
C
L
H
認
イ
討
す
み

と
が
？
主
な
～
十
刀
式
で
口
、
つ
札
と
1
L
涼
王
い
ろ
ぺ
以
下
け
に
J

C
お
〆
亡
、

μ
i
J
丘
小
川
市
K
討
の
峨
r
R
が
組
織
的
い
け
刀
い
る
も
一
ω
〈
し

て
、
当
該
交
危
険
却
が
保
有
で
い
る
も
の
え
い
〕
一
一
主
た
1

、行同

地
、
公
布
小
、
仕
言
、
判
閥
、
名
門
言
語
そ
の
他
不
法
定
年
一
U

訟
の
も

の
ト
販
刈
寸
今
こ
ζ

え
目
的
乙
し
て
党
行
さ
れ
ゐ
J
O
の
b
h
n

除／＼ハ

ヘ
公
開
川
義
講
一

第
ト
し
条
主
拍
述
内
問
は
、
八
人
聞
記
求
が
た
J

た
と
ミ
は
、
ヘ
ヘ
間
話
ぷ
に

M

怖
い
る
公
正
吉
L

次
の
品
川
す
に
掲
げ
る
市
川
ば
刀
ト
i

一
非
公
山
川
市
松

ー
い
ろ
f

の
～

F
れ
か
が
J
出
HAさ
れ
て
い
る
助
会
子
除
き
、
八
ヘ
削

れ
一
ポ
普
い
い
討
し
、
リ
l
d八ム
v人
者
を
公
開
し
な
け
れ
弓
な
ら
な
い

出ん
H
fん
び
川
叫
の
条
例

md止
め
る
y

二
ろ
え
ほ
市
人
指
除
川
崎
が
汁
プ
作

従
う
義
務
を
負
う
凶
の
椛
問
；
向
指
一
予
」
よ
り
、
公
に
す
る
こ

こ
が
で
ぶ
な
い
と
認
め
ム
れ
る
叶
持

り

z
～山町－

引
込
人
そ
の
他
、
川
凶
休
一
凶
及
川
J

H

山

y公
共
同
体
を
除
く
い
い
υ

一

一
K
L八
与

y

一
い
う
）
い
討
す
る
情
刊
誌
又
ロ
字
文
ゃ
…
J
V
H

む
怯
へ

の
去
設
事
サ
ボ
に
悶
オ
ゐ
一
悩
刊
刊
で
あ
コ
一
＼
次
い
お
げ
み
も
の
f

h

だ
し
、
人
の

4Af円
、
健
康
、
牛
J
川
又
は
別
記
を
謀
議
す
る

r
め、

長
い
す
乙
こ
1
y

か
必
店
で
あ
る
と
認
め
り
れ
る
店
刊
を
除
く
一

ア
小
に
す
る
こ
J
ド

あ

J

B

いI
訟
法
人
《
寸
又
ピ
」
該
軍
人
の
什
？

利
、
前
苧
上
的
地
や
そ
の
臼
－

5
1利
子
ゲ
一
台

Jfで
一
ぷ
め
ら

イ

わ
る
も
の

実
践
絞

T
J山討し
1
E
F
V
什
亡
、
公
れ
よ
小
い
1

二
の
矢
八
件
ご
作

古
仁
科
供
三
礼
た
情
説
で
ェ
必
っ
て
、
比
政
条

rrrh付
す
る
一
レ

が
き
凶
片
山
一
川
刊
の
性
一
宮
、
、
り
コ
川
の
状
況
M

に
照
ら
し
て
什
詰
的
イ

あ
る
と
到
心
め
ら
れ
る
も
の

む
へ
昨

；

I42 

1

問
、

u

－MW
 

ヶ
ー
支
施
改
悶
J
へ
は
同
寸
町
市
ν

悶
が
行
、
つ
事
務
ァ
ん
は
事
業
九
悶
！
一

2
Q

情
報
で
あ
っ
一
一
、
公
に
寸
る
一
一
と
し
よ
り
次
に
品
川
げ
る
お
そ
れ

之
、
の
他
3
4
3作
事
務
又
は
事
主
の
刊
泊
「
、
治
川
市
予
持
ゴ
人
は
事
主
う

湿
っ
日
な
淫
行
に
文
明
を
及
～
は
す
ぷ
ぞ
L
7
4

が
あ
る
も
の

ァ

ト
4
A
r
、
掛
川
査
、
は
締
り
又
は
北
崎
山
lr
料
ハ
主
手
続
に
時
二
止

惇
な
山
す
突
の
把
握
を
同
町
に
す
る
お
そ
れ
又
ば
違
法
わ

J

く
は

ベ
げ
ー
な
／
打
為
を
川
竹
田
川
ト
し
、
事
し
く
与
で
の
古
見
を
杭
班
に

t

る
と
認
め
つ
れ
る
も
の

イ
か
り
メ
ー
で
へ
耐
附
）

肝ヰ第
一
Hhuu
ほ
一
払
い
附
す
る
手
続
）

仲川市

、i

～、

l
ノ

F2

ヘヘ閃
J

日間求

h
N
7
Q
八小山丈
144
一
に
本
市
、
白
、
他
的
地
j
A
公
共

（仮ノ＜iJi'tJ oG i:、189.・ •125 .?'106. 7: 



' 

同
付
現
び
r、
、
山
市
求
w
イ
ぶ
外
の

g
r
ι
f
cの
設

第

条

及

び

市

二
条
に
お
い
一
、
一
第
一

υど
こ
い
ト
1

J

に
だ
す
る
冶
杓
ヂ
記
鉄

三
れ
亡
t
る
シ
主
一
は
！
夫
池
際
関
川
山
、
公
開
決
山
本
J

を
ど
〆
る
に
当

た
っ
て
、
当
一
時
清
誌
に
係
る
第
二
七
日
ヤ
J
L
、
公
川
同
前
求
に
月
刊
る
ん
U

r
主
向
山
討
小
そ
川
旭
川
町
川

c
～
め
る
手
羽
か
一
連
川
三
↑
、
意
見
占
を

耕
山
「
る
桜
ム
μ
キ
f

d

ス
ゐ
こ
1
y

か
で
き
る
～

実
施
桜
町
川
辺
、
次
の
お
せ
の
い
グ
れ
カ
に
該
i
す
る
こ
き
は
、
お

一
一
条
誌
却
の
決
札
一
円
以
下
公
剖
比
定

y

）
い
う
r
）
に
先
立

ち
、
約
者
い
け
け
1
1
烹
見
舎
を
倍
山
け
」
9
る
機
ム
山
を
」
ご
ぺ
人
d

け
れ
ば

な
ら
戸
別
い
〕
た
だ
し
、
当
該
当
二
ず
刊
の
一
昨
什
九
J

判
明
し
な
い
峠
口
出
、

」
刀
限
り
で
ヘ
ザ
い
じ

1

加

者

t

閲
す
る
－
広
報
か
「
ニ
山
肱
ν
C
れ
と
い
心
公
？
メ
奇
ロ
を
ヘ
ハ
一
阿
川
上

ょ
う
く
す
る
場
八
円
で
あ
コ
て
、
斗
A
的
枝
子
計
七
条
第
サ
1
、

河
染
弟
一
万
え
だ

J
K
H
に
双
山
す
る
情
日
に
つ
凶
vー
す
る
と
認
う
ら

れ
る
と
ミ

日
片
山
者
し
は
す
る
情
報
が
記
録
3
れ
と
し
る
公
正
雪
を
涜

条
の
規
主
に
ふ
れ
九
九
閃
〆
よ
、

J

T
ゐ
と
ふ
け
叫

1

Y

1
火
弘
子
均
立
京
等
に
黙
す
る
川
担
日

ー
市
じ
い
よ
い
L

は
、
－
什
恥
去
川
北
r人
川
町
一
ハ
柴
山
五
に
L

J

f
立
入

検
査
を

I
Y出
ヘ
ル
乃
1
防
査
察
年
一
悶
ヘ
ァ
る
現
許
〆
以
h

一
木
川
恒

国れ

ζ

＼
3
u
）
に
u
ん
（
勺
ふ
さ
）
一
六
出
！
と
い
ん
コ

本
件
い
「
況
を
に
よ
れ
ば
、
吋
向
JP

条
二
一
収
に
一
戸
平
止
J
q
る
消
防
吋
仏
本
物

h
v
ち
人
り
、
ノ
て
の
ム
戸
商
、
清
治
、
は
常
及
げ
J

廿
f

却
の
状
川
主
総

E
L
、

巾
一
該
汁
象
物
の
問
係
書
！
L
H
け

J

て
が
仙
欠
陥
↓
下
助
手
の
足
止
吐
刊
リ
火
災

子百一

K
E切
な
白
川
を
一
引
っ
）
と
な
ど
ム
ゲ
一
人
4Lur－

Kι
わ
し
（
人
「
件
規

在
主
凹
「
之
そ
の
執
d

J

m

川
生
物
を
次
り
ょ
っ
仁
村
民
ハ
刀
／
ヘ
本
件

現
松
二
ん
末
、
別
表
第
二
一
円
区
分
ド
昨
一
、
弟
子
ト
極
査
点
一
rdヘ
象
物

に
つ
い
C
T
h

旧
小
川
、

7
千
一
日
以
l
、

第

佳
4
1
接
対
読
物
ー
二
い

て
は
司
川
引
の
状
況
、
世
山
口
、
海
陀
、
町
違
和
：
り
総
合
的
に
刊
断
〕
木
杵

現
松
立
主
及
川
以
一
ハ
条
に
基
づ
さ
消
防
長
又
は
山
防
d
p
h
ι

へN
u
r

「
出
初
長
宅
J
」

J

い
つ
f

）
い
が
設
定
5

ぬ
よ
？
宍
吉
一
刊
じ
某
つ
主
、
お
一
一

和
査
祭
川
家
吻
に
ハ

ρ
て
は

J4防
T
去
が
£
山
ノ
ム
に
f

比】

J
Eめ
る
も
の
に

甚
づ
さ
、
そ
れ
戸
、
れ
r
F
R
r
の
川
乱
行
を
す
ゐ
J

り
の
こ
ペ
れ
て
い
る
へ
本
件

荒
川
押
七
朱
－

Y
出
い
い
ρ

I

V

て
は
、
消
防
長
仏
寸
b
h
査
パ
七
川
靖
汀
を
人
川
じ
ら
れ
ど
職

員

以

f
一
査
察
戦
以
一
ハ
一

r

い
う
J

は
、
岩
出
一
社
主
物
的
存
店
を

／
仁
っ
た
と
主
誌
は
、
一
乙
乃
粘
浪
を
f
Iヘ
検
十
宜
結
果

J

叫
知
l
H
に
記
入
〕

恒いい戸町と
h

交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
だ
、

f
仏
有
察
を
行

J

七
結

果
、
河
町
渋
u
L
L
ど
は

Y
市
火
に
下
町
全
例
b
規
定
す
？
の
い
へ
災
〆
r
j
h
m
L

闘
さ
ヲ
ク
心
連
日
山
f
J宍
メ
は
法
問
を
必
更
と
一
ノ
る
↓
下
助
（
経
駄
な
む
の
は
除

く
〕
）
が
あ
る
「
守
、
円
以
、
対
派
ω
臼
ー
一
対
し
改
善
結
果
、
計
一
F…
～
吉
会
一
弘

山
す
る
よ
、
指
不
3

勺
も
の
と
さ
れ
て
い
る
、
本
打
渋
也
！
誌
と
じ

さ
ら
、
ん
い
戸
航
目
は

A
L
曜
を
終
f
L
7
と
長
は
、
そ
の
託
慌
を

守
人
検
査
結
県
段
告

kztTF消
初
長
生
J
L村
口
し
な
灯
れ
ば
な
ら
な

ρ
と
さ
れ
、
清
防
長
与
は
、
そ
の
存
祭
結
果
の
内
容
心
、
一
記
れ
日
一
比
斗
J

W
た

λ
T
U
改
J

吉
f

必
要
y

す
る
事
店
ハ
に
つ
い
じ
改
苦
〈
」
れ
－
＼
ド
な
3

1
ど
認
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め
ら
れ
る
と
ぷ
辻
、
砲
事
古
生
発
行

J

、
そ
の
和
明
辛
ド
ニ
ル
戟
ご
ノ
ほ

一
日
間
現
代
γ
在
法
、
問
中
勺
に
足
場
等
の
前
九
ー
を
行
い
円
、
H

町
責
辛
口
会
後
す
ぶ

も
の
と
－
、
山
防
皆
ハ
は
、
ぞ
の
両
告
の
計
一
京
、
違
反
事
T
ん
ん
は
改
」
十

を
必
ず
川
で
一
j
る
事
項

γ
つ
U

一
＼
改
古
さ
れ
て
ミ
な
い
y

予
記
比
九
れ
る
y

込
一
は
、
を
反
抗
歪
戟
’
ロ
喜
一
い
よ
ハ
r

消
＋
づ
庁
に
叩
叫
午
川

J

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
る
木
竹
混
在
七
条

V
畏
法
3

弟
一
向

υ
十
肝
世
治
校
長

民
山
七
ペ
ノ
条
に
却
で
、
以
！
の
小
山
に
岱
ズ
よ
。
な
お
、

井
小
間
は
狗
リ
の
間
で
あ
る
勺

品
川
古
片
山
規
定
が
仔

j

代
ー
な
い
と
わ
γ
定
4
9
ゐ
v
f

一、
R
z
p
d
A
代
の
示

以
刊
行
為
一
に

U
J刊

J

｝
わ
い
惟
刊
を
防
者
F
る
と
め
に
に
に
ー
一
士
44為

を
し
七
場
ム
ー
は
、
い
yr

、

Jn州
さ
れ
る
か
コ

む

U

ょ
に
お
い
ご
、
伯
k
q
y

け
が
な
い
f

仮
定

J

た
場
九
円
は
、
さ
つ

iβ 
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日

正

c
六
か
い
り
い
い
い
サ
ム
今
治
け
み
た
め
戸
他
人
に
品
J

害
者
加
工

μパf

は
！
？
1

判

ιさ
川
る
カ

J

川
干
物
か
ら
バ
ー
ド
た
危
K
T
4
及
け
る
七
め
に
凶
引
り
物
香
川
町
田
制
す
る
鵠

〈
U

ふ
と
う
判
断
ν
♂
れ
も
カ

？
お
唄
と
第
刷
で
は
、
防
宵
戸
汁

i

為
の
対
象
結
川
内
は
な
d
呉
な

る
の
み
ず
叫
吋
せ
に

J

第
四
て

X
は
、
イ
ン
々
、
不
J

ト
オ
ー
ク
：
ー
ン
で
、
病
対
佐
治
一
八

の
つ
り
刊
の
中
十
口
札
制
世
田
市
を
よ
凶
（
い
ら
け
刊
で
1

ノ

γじ
て
、

Y

か
い
り
購
入
じ
た

X
口
、
巴
門
川
ザ
イ

i
、
小
説
明
必
外
の
猿
－
一
（
ガ

々

f
ヤ
の
劣
化
、
直
陀
瓜
1

h

f

が
き
ち
λ
と
間
ま
ム
な
い
、
心
ワ
イ
〆
カ
の
火
落
、
ン
ゴ
ロ
ッ
ク
7

y
ソ
1
パ
ー
が
恥
間
続
レ
な
い
）
か
あ
る
と
や
党
」
U
I
、
そ
れ
や
一
閉
山

由
ト

yγ
対
し
て
お
害
出
引
詰
ょ
の
叫
え
を
松
一
r
K
L
f

な
お
、

Y

は
出
品
一
説
明
に
お
い
一
三
、

Z
山
川
町
物
が
お
章

c
F
の
で
、

5
礼
町
ぐ
れ

兄
刀
、
山
m
H
方
か
述
、
ー
し
一
同
L

い
E
J
F
川h
d
L

厄
年
式
、
巾
t
内
市
だ
シ

う
事
い
ご
山
山
中
肝
一
二

3
る
ん
一
け
み
入
札
し
一

L
J
J
い
こ
起
鮮
民
け
人
出

い
方
乃
入
札
、
ご
l

込
書
r
J
U

け
ま
「
よ
ち
恥
い
い
～
一

J

三
7

1

／

記
載

J

て
し
た

X
の
耳
一
ド
分
は
誌
必
り
れ
る
か

h

ロ

山

E
ょ
A
か
F
い
叩
十
地
を
購
入
し
た
ー
で
亡
に
賃
貸
L
、
引
法

キ
終
、
八
た
に
仁
は
川
γ
十
期
を
ム
リ
判
院
小
場
し
」
〆
司
、
利
用
〆
亡
い
と
が

な
か
な
か
中
、
約
者
か
主
ま
勺
な
い
た
め
収
、
わ
が
治
ら
ず
且
い
主

弘
3

べ
さ
百
科
月
一
行
（

i

）日川町内

L

屯
人
門
っ

7
1
M
人
を
得
ら
れ
去

い
状
主
が
枇
い
て
い
た
I

ぞ
の
従
え
が
口
い
主
謀
説

J
7
一し

D
は

げが伝苛一」叫
J
Y
A
1

ハ
怯
じ
た
が
、

C
は
賢
貸
信
の
パ
J

止
を
斗
一
付
惜
し
と
い
な

い
η
D
m
u川
記
具
備
は

r
J
J
H
R

八
月
末
、

B
、
仁
が
こ
の
干
実

予
知
J
F
の
は
、
日
の
一
同
知
元
E
、
仁
1

右
去
、
れ
た
同
宇
一
月
末

で
あ
る
仁
の
賃
料
支
拡
湾
問
は
毎
片
山
当
f
M
引
の
む
あ
ん
が
、
二

片
求
の
時
九
〕
一
＼
け
年
九
月
ハ
月
一
ヘ
刀
法
、
丸
に
U
D

に
支
払
わ
れ

七
が
、

B
円
ヘ
ム
昨
九
持
金
L

し
て
m
A
告
さ
れ
て
お

υ
、
一
円
、
一

一
一
品
分
江
ベ
れ
か
い
つ
状
怯
で
あ
二
九
日
江
、
辺
司
出
品
院
へ

B

ー
に
汁
ー
と
乙
か
な
る
開
山
で

υ
か
な
る
品
求
が
一
丸
、
一
、
白
、
（
）
は

い
ト
と
る
な
哨
が
一
子
き
る
ー
、
vrv
子
り
れ
h
v
h’

ワ
リ
ノ
タ
／
ク
の
ぷ
ソ
リ
ン
漏
れ
、
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持
凶
問

ι 

以
ト
の
ー
メ
＋
甲
子
託

f
J
よ
で
、
』
恥
絞
の
山
f

v

今
、
ハ
よ

以土
z
X
は
、
六
円
一
地

U
E所
付
し
て
い
ノ
υ

被
告
Y
は
、
本
件
ム
地
ザ
上
に
本
件
注
均
乙
山
一
ー
の
科
建
物
を

所
ゐ
L
、
ト
つ
本
丹
十
地
干
の
一
部
さ
あ
る

A
日
↓
分
町
教
地
を
時

川川
P
に
賃
貸
工
↑
、
太
刊
油
川
を
ト
川
合
L
て
い
る

いは告
X
は、

t
、
け
父
訴
外
亡
Q
に
対
し
て
、

A

U
分
の
渋
川
一
位

び
Q
所
有
の
本
司
法
物
内
止
門
丁
一
け
放
地
」
杭
Ji
ず
る
B
部
分
的

汝
地
元
一
J
L

れ
ぞ
れ
年
川
川
恒
三
、
代
目

J

河
川
川
一
以
ド
l

、
ミ
兆
八
乃
の
慌
用
貸

出
幻
ん
約
手
「
本
件
使
昭
貸
仙
F

」
ー
と
い
い
、
口
0
7
u
分
の
健
日
h
J
川口

児
約
を
一
や
丹
空
叫
川
口
浩
イ
と
い
う
に
｝
、
ま
た
、
出

E
X
ょ、

Q
及
び
穴
円
安
詳
外
t
L
U
R

に
刈

J

、
ノ
ぃ
河
名
所
有
の
下
作
建
物
乙

の
敷
い
た
ド
明
巾
ー
す
る
一
（
前
方
の
数

ιを
同
川
慣
で
貸
し
付
け
ド
〔
P

F
一
以
件
叫
究
明
貸
借
ワ
ご
い
つ
つ
九
ヘ
お
、
今
刊
一
四
肘
貸
借
？
な

通
〕
ヲ
キ
ま
と
め
て
本
件
再
村
川
貸
借
い
坑
約
」
と
略
み
す
る
こ

三
か
、
あ
る

Q
心
主
一
円

Q
は、

R
Aぴ
椛
吉
、
！
L
H
け

J

て
、
紹
和
五
一
J
ー
十
八
月
丘

汀
け
の
い
心
一
一
日
公
止
立
法
に
お
い
ご
、
ー
、
山
間
ι
u
y
に
対
l
、レ
A

作
住
勾
ア
〕
山
一
I
～
木
日
げ
見
切
乙
じ
つ
い
て
は
村
八
刀
分
的
）

辻
ハ
ノ
い
ふ
刊
怯
刑
公
川
口
ノ
の
松
沼
市
惟
及
び
本
内
伸
一
市
交
官
ウ

の
Q
m
悌
片
品
持
分
／
ん
の
一
乃
冊
目
白
山
山
市
Jj

そ
れ
P

礼
相
続

さ
せ
フ
ベ

2
、
同
民
主
H

革
凶
長
に

μ
い
て
「
法
歪
中
古
谷
条

に
一
日
戟
［
た
刊
以
外
の
別
出
は
す
べ
亡
遺
け
者
の
妥
R
に
山
続

V
A

J 

日
ゐ
L

、
と
の
遣
什
を
九
州

J

た

そ

J

一
＼
本
引
使
出
究
所
J
f

の
使
用
い
官
一
r位
以
右
「
当
一
門
書
店
主
い
し
条
に
は
め
記
さ
れ
て

2

2

し

i
u
d
b
 

Q
辻
、
出
羽
五
年
一
一
一
月
九

H
、
社
一
L
f
N
M
Q小

委
プ
あ
＼
被
i

リ

y
h
Q
の「
j
f
V丙
「
あ
ぺ

R
の
遣
口

R
辻
、
私
4

Y
に
川
L
C
、
山
町
私
有
h
i
〕
月
二

H
刊
け

小川ι
↓一市公ぃ
L

証
書
に
お
い
に
ぶ
刊
建
物
／
、
の
舟
守
分
乃
一
及

川
円
木
作
使
児
貸
出
ウ
川
町

R
の
い
一
勾
一
分
の
↓
の
使
rr出
作
並
び

に
R
の

ご

り
μ
円
。
怖
を
徒
主
Y
ド
相
続
X
H
乙
去
を
し
だ
o

l

R
は
、
附
相
互
九
L二
円
二
一
一
H

仁
社
f

」

γへ
怯

L
Yは

R
h勺
j

一～あ）心。

A
部
分
の
数
辿
L

つ
い
と
は
、
間
記
の
ニ
お
り
nr
に
j
J

山
建
物

mtノ【の
H
的
に
て
官
公
子
れ
点
存
右
吸
地
に
は
nr
一
町
方
円
建

物
が
存
し
－
一
、
い
4

ゐ

古
仲
上
地
U
ー
は
、
昭
和
二
有
一
日
月
つ
口
、

Q
が
l
ら
資

子
r支
出

J
r
k
Eリ
パ
円
五
名
義
一
ヤ
七

I
Yけや
A
2け
よ
も
の
一
℃
あ
る
o

Q
ょ、

k
E
X
がド
K
い
切
で
あ
り
、
川
川
山
肌
り
で
あ
る
こ
と
北
口

Q

b
一
ね
枕
す
る
際
に
か
か
る
授

t
m
q也
デ
大
変
に
な
ゐ
で
あ
ろ

う
と
：
ニ
シ
工
主
計
局
し
て
、
原
牛

X
い
対
し
、
年
斗
十
川
川
市

J
j
J
t
与
す
る
部
門
で
、
ー
の
工
お
ノ
原
口

X
E義
で
弘
い

F
け

を
一
五
日
、

z

d

に
つ
い
一
二
は
、
け
ハ
ペ
T
七
月
ー
へ
七
む

u
f
p

げ
を
以
凶

r
し
て
、
ト
ハ
止

X
弘
正
へ
所
F

旬
権
移
恥
ぺ
J

「一民
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さ
れ
、
そ
の
「
九
五
で
に
は
、
原
川
口
X
」
お
い
て
十
日
山
間
斗
工
え
り
、

苅
L
た

口

Q
は
、
ト
の
と
お
り
キ
件
十
地
中
を
断
ワ
一
え
の
ち
も
へ
Mm

f
ロ

J3川
川
町
告
X
は
仙
ご
凡
で
お
っ
た
υ
）
、
家
町
中
心
ノ

L

cf仇
糾
ふ
池
川
に
つ
い
て
も
÷
字
尖
！
の
支
紀
伊
乍
歩
一
右
〆
、
町
内

X
の
許
可
手
恥
に
件
る
こ
ー
な
〆
＼
他
と
レ
て
利
町

υ
ー
し
L
f
h
J

、

実
地
の
七
地
化
道
炭
に
山
中
川
ヘ

J

て
長
時
誌
を
相
続
し
と
い
う
り
ふ
υ
い

妹
に
な
っ
ム
）
と
、
町
内
山
二
と
う
吋
Q
泣
ぴ

R
Lゲ
ム
川
め
C
八

人
宅
科
的
人
↓
内
帝
℃
あ
れ
、
民
主
以
外
に
お
い

C
収
入
ハ
r
停
る

必
要
が
あ
り
L
7
こ
と
か
L

、
家
首
以
人
を
与
今
C

い
つ
目
的
の

も
と
、
年
目
l
地問
γ
引

J

軍
で
め
ゐ

B
部
分
の
敷
地
に
、
附

伺

二

r
I
4仕
建
物
防
止
口
丁
を
順
次
そ
れ
ぞ
わ
ら
丸
本
と
す
る

日
的
主
主
地
ょ
っ
ν
？
っ
L

、
Q
土
与
が
一
明
恥
’
l

吋
に
脳
川

訓
で
倒
れ
一
、
入
院
〆
、
J

リノプハ

leい
七
百
h

た
品
川
も
り
体
調
が
1
守

く
れ
士
か
っ
た
れ
／
め
ー

Q
止
内
J
R
f
去
f

い
f
A
l
、
本
刊
住
州
刊

丙
及
び

J
1
p
一UJ一一需
L
f
陀
町
内
川
ア
司
様
に
家
賃
収
入
少
一
符
マ
ル

た
め
い
、
附
利
一
斗
年
、
本
件
十
松
平
の
お
で
あ
る
C
何人
U

E引
地
仁
ト
大
門
誌
物
乙
を
一
r
パ
ト
と
し
仁
建
前
仇
し
九
こ

れ
ら
の
注
坊
の
建
凡
な
い
つ
い
ど
原
口
X
が
将

ι異
点
ヂ
一
差
ー
は

さ
む
よ
、
つ
な
十
と
は
ム
か
〉
必
ず
～

r

凶山寺
X
G

日
目
点
一
九
レ
ロ
バ
こ
ろ
ま
七
川
却
で
あ
る
Q
七

編
l
y

一パ
R
－－

u
た
（

他
刀
、
本
川
河
工
地
中
の
一
祁
一
三
あ
る
A
祁
八
？
の
扱
地
ド
〉
ド

亡
は
、
戦
災
に
よ
り
建
物
を
小
へ
い
、
行
主
均
ゃ
去
っ
た

F
に
同

冶
L
f
h
、川”一向

H

－
F

斗
F

す
し
九

h
Q
カ
ハ
し
は
波
地
を
ド
ド
賃
貸
し
、

右
mm地
い
山
ま
わ
せ
た
も
の
む
あ
コ
」
7
1
ご
の
μ

わ
け
に
つ
い
ご

も、

um

－－E
Xカ
特
に
異
議
を
持
べ
？
と
は
な
か
ハ
た
一

世
？
？
ト
で
あ
る
ぶ
件
建
物
〈
L

日
以
八
部
周
J

めり
r

、日
M
d
h

J

州
市
が
人
η

て
右
り
！
士
三
、
品
交
京
ご
古
の
ふ
木

f
u功
河
川
父
ぴ

ー
は
以
切
h
r

い
一
庁
予
入
れ
る
と
こ
乃
、
現
引
一
げ
花
入
っ
て

い
吋
ハ
w
o

円b
L

↓
の
で
、
右
事
た
悶
係
れ
も
と
で
、
問
、
川
口
V
A

が
被
告
、
人
付

J

、

ぶ
件
戸
地
叩
の
所
有
法
い
H
r
円
一
芸
一
、
同
地
ー
に
存
サ
三
抗
心

Y
一昨ノム刊

の
半
円
建
物
一
／
勾
下
を

ZL十日
J

f

L

U

－
－
地
の
明
浪
会
主
め
亡
い
る
一

X
は
V

3

か
な
品
川
仰
に
い
お
っ
く
一
）
レ
一
が
で
占
、

Y
パ！日戸
J
h

ん
ら
れ
る
反
論

は
こ
の
よ
｝
な
も
の
カ
を
附
芯
せ
よ
な
お
、
萱
向
当
分
減
税
L

コ
い
と

苓出一一
y

る
巴
支
は
な
い
れ

V
J民
法
4

松
川
r
t
設
教
授

十
午
記
の
円
い
に
詳
え
よ

U

同

長

判

T
中
川
六
乍
リ
八
「
に
内
民
八
へ
一
円
コ
八
一
一
区

小川
E

略）

ー
判
決
に
閃
係
す
る
事
実
を
支
約

J

一
｜
去
し
ι

2

円
以
付
故
は
と
の
よ
、
な
判
決
を
！
ま
f
J寸

か

ま
h
J

一口一判

決
ロ
ど
の
よ
う
に
い
日
付
行
ゐ
一
工
一
ぃ
7
7
h
ま
イ
リ
か
n

ス
判
決
に
は
、
伝
統
的
な
山
川
械
の
叫
前
と
は
皿
、
な
Q
T
J

か
あ
り
ま

ー
か
あ
ゐ
戸
す
れ
h

、
v

小
。
一
つ
な
行
て
す
か

f

（仮ノ＜iJi'tJ oG i:、lG{'<12'! '2'106' 7 : 



c 

' 
小
法
む
川
り
の
甘
久
和
と
の
間
連
で
、
川
刊
が
間
出
1

右
り
ま
す
か
っ

完
慌
の
波
一
士
山
た
の
間
程
と
は
な
く
一
t
忙
了
方
パ
ト
ナ
が
花
亡

〕
た
川
崎
ム
い
に
は
、
こ
の
よ
っ
な
判
決
の
iv
時
に
た
ゲ
ば
、
と
の
よ

1
J

な
杯
前
y

」
挫
請
が
y
f
r
h
お
し
ま
宇
治
c

伝
統
的
七
川
日
前
ド
も
科

意
三
三
A
べ
C
下
勾
い
、

J

取判円
μ
成

一

年
f

山
月
一

liiJ 

ー
民
軍
吉
川
二
υ
古
川
リ
ヘ
九
八
宍

（
害
時刊

決
に
羽
以
咋
可
ぬ
平
ず
突
を
要
約
三
L
h
L
判一い

乙
伝
高
裁
は
ど
の
よ

y
な
判
伏
を

J

ま
L
た
か
汁
土
た
、
こ
の
判

決
一
川
ど
の
r
で
つ
仁
位
間
山
川
け
ノ
る
こ
と
が
で
戸
ま
す
か

3

刊
h
い
で
は
、
遣
詐
分
討
を

r
の
」
う
に
さ
ふ
ん
し
い
ま
オ
か
f

相

続
投
主
と
比
較
し
て
託
叫
に
ず
、
ν
C

ド
3

1

m

r
川
町
八
ん
午
一
一
か
詐
乍
円
行
為
川
川
市
山
詳
の
対
象
己
な
る
か
ど
っ
か
に
つ

J
＼
と
の
よ
う
に
与
え
三
す
か
c

長
川
ギ
成
一
斗
ハ
ト
d

日
の
で
川
も
山
情
景
し
つ
つ
一
山
ベ
じ
て
き
I

）

5
被
凶
作
湾
人
町
長
仏
昨
日
必
引
が
、
主
産
分
割
協
議
そ
ば
消
す
一
一
ζ

は
理

も
一
川
？
戸
山
田
で
す
か

wv
民
事
訴
訟
法
ー

池
円
民
卒
、
故
以

十
村
口
、
克
校
校

時
本
利
同
数
ω江

川川

F
の
T4揺
す
べ

cに
つ
い
て
昨
一
件
し
企
さ
い
υ

ー
処
分
権
下
去
の
私
拠
い
れ
い
で
鮮
荏
1
J
h

一勺ノ
J
i

、
処
分
権
、
主
義
じ

間
「
る
H
H
ハ体
M

川
の
投
開
を

J

作
成
し
な
さ
U
J

π
U

】

J
A
可
寸

A

t
ア一

ν
一
じ
、
ァ
？
、
u
リ
こ
明
正
心
柄
を
リ

L

キ

E

一日ヲ
5
一札

v

；
4
H
1
1
H
f
一
U
Y「

｛
設
削
｝料

、
永
久
郎
は
、
白
約
次
郎
ド
ド
対
工
＼

γ成
四

佐

川

一

九

ωフ

叶

T

ぃ
地
一
悼
川
ム
十
一
一
太
郎
所
有
一
を
駐

v
Z
T一
（
て
伎
唱
イ
ヲ
ツ
ハ
ド
的
三
代
H

h

J

L
f
J
 

判
什
ャ
カ
比
五
万

i
、
照
向
l
t
i
m
約
成
で
賃
貸
1

／、

J

ヲ
）
ろ
が
、
1

h
情
次
郎
は
、
咋
い
え
の
隔
に
水
量
処
物
を
建

t
て
、
駄
荒

P

十
の
町

Q

完

41hめ
れ
そ
三
一
一
、
待
荒
！
人
川
仰
は
、

H
H
的
外
笥
羽
一
じ
あ
る
と
工
ケ
／

一K
J
f＼
ア
川
橋
次
況
に
け
川

1
7叫
ん

4

l

i

u
、
上
記
賃
貸
出

川
円
予
断
除
寸
ゐ
一

σ九
三
川
長
一
七
を
｝
た
っ

w
f

L
Lナ
れ

て
の
で
、
持
主

ι郎
は
、
甲
l

地
fa
山
小
け
校
U
3

な
い
七
信
次
郎
以

キ
被
告
し
」
〆
て
、
品
、
え
ヰ
一
保
住
ず
る
p

！
と
し
」
〆
た
c

情

リ
待
兼
太
郎
は
、

ru信
次
郎
に
J

刈

1
c、
ど
の
よ
「
な
－
A
2初

手一

y
C
こ
、
と
の
よ
う
な
江
川
小
そ
寸
7
4
F

こ
が
Z
Zん
ム
れ
る
か

J

山
内
山
兼
太
郎
が
J
U
橋
次
郎
主
一
被
告
と
て
一

rん
を
提
起
ス
肪

訴
！
？
そ
の
山
吉
川
が
時
｛
七
し
な
い
あ
い
た
に
、
訴
ヘ
ム
外
主
計

J
A
h

－－一
J

J

u

t

九
、
「
J
咋
1

h

へt
J
ぃh
f
も
占
f

』つ弘一七
J
界
一
二
、
！

mM
乃

イ

l

I

3
；

J

E

－
－

5
1
1
〉

i

t
っ
1

b

j

〈

辺
抑
制
川
内
か
品
川

f
す
Q
F
J
H
山内
J

7
る
が
、
ぞ
れ
主
で
は
駅
東

ム
主
と
し
て
怯
叶
ず
る
－

Zζ
ぺ
認
め
る
た
バ
、
以
伶
民
和

ぞ

れ

ru一
六

M
円！／一

3
ゐ
r

こ
と
て
一
泊
が
ま
と
ま
っ

P
T

メ
と
て
、
待
υ

一昨h
k郎
ょ
、
訴

X
3収
り
て
げ
に
か
、
心
情
次
郎

う

れ
H
M什
支
主
を
む
と
よ
3
に
な
っ
た
待
兼
士
却
は
、
I
Y

の

よ
う
な
十
リ
法
令
一
l
h
v
～
－
ょ
が
で
h
る
カ
じ

J

ぷ
事
訴
訟
制
皮
カ
よ
リ
ピ
信
頼
－
謀
仙
台
～
付
る
ん
／
め
の
ん
法
九
一

匝



り
い
r

、
、
仏
州
｝
一
人
少
去
、
、

J

W
V

刑
法
時
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件
久
間
修
投
川
収

J

河
川
ま
な
山
川
紋
長

火
山
仲
村
へ
い
山
校
長

A
株
r
孔
ん
託
行
の
代
表
イ
で
あ
九
川
は
、
人
法
と
日
飢
行
仁
ぃ
一
又
一
店
何
回

7
4－
昨
勘
定
収
f
J
J
ケ
開
始
ノ
ん
J

役
、
ー
二
世
岱
、
法
相
究
川
町
手
控
忙
殺
J

て
運
次

同
明
会
、
を
受
け
て
ん
一
た
刀
、

A
円
札
の
札
H
民
績
が
信
用
仏
ソ
ワ
の
似
庭
料
以
お
よ

ひ
一
一
了
間
に
i
午
人
れ
」
い
た
什
4

保
の
滋
U
川
府
組
え
は
る
か
に
刊
一
ス
ゐ
宮

崎
と
な
り
、
叫
T
成
一
（
け
り
年
間
れ
に
は
、
か
り
に
約
束
手
形
を
掛
け
出
、
〆
ト

ど
し
て
も
、
じ
し
ら
こ
れ
え
決
叶
す
る
ん
K
Aを
欠
〈
状
態
仁
川
つ
一
、
い
人

｝
か
＼
制
古
川
、

Z

J

た
が
況
に
も
か
か
わ
、
J
ι

一
一
ヘ
ギ
或
伝

日
い
は
、

B
が
行
仁
支
店
長
で
一
ふ
る
乙
i

刀
、
仮
に
へ
什
が
限
綻
l
てい川

叶
I
L
対
よ
る
ん
P
常
T
一
培
が
間
収
不
能
に
7
凸
れ
は
、
ぐ
の
辿
付
宇
一
併
カ
れ

ム
V

－
と
に
な
る
弱
み
仁
つ
け
こ
人
で
、

H
Eヘ
に
強
く
問
誌
か
げ
咋
の

発
案
戸
基
つ
札
昔
、
ミ
凡
打
仮
出
ー
の
お
京
子
mw
＼
鉱
川
ハ
八
八
へ
一
万
円
一

L
H
川
L
、
ぉ
知
れ
ト
ヰ
－
m
F
V
認
を
さ
せ
、
そ
の
了
引
か
保
J
！
）
川
川
枚
え
人
、

川
手
形
の
組
司
’
C
抱
と
同
組
の
立
金
を
、

E
摂
む
（
，

I

ん
は
凶
に
一
む
る
A
社

名
烹
の
う
山
m
h
mふ
J
U
Eに
へ
主
た
が
、
－
）
礼
ら
廷
の
行
私
J
h
、
A

刈ーの

B
銀
七
に
汁
刈
J
q

る
巾
」
叫
清
川
町
一
特
務
の
が
ハ
治
に
光
一
＼
川
川
7

川一じ
λ

川
町
民
私
残
高
を
減
少
ミ
付
て
、

A
門
店
は
ま
時
汗
汁
能
力
が
あ
る
こ
j

を
一
川
上
川
河
町
出

Jf咋
一
ノ
山
し
、
も
コ
て
、

B
銀
行
に
引
き
続
h
A
d」
町
間
d

止

以
引
を
継
続
さ
せ
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
入
社
＼
の
融
命
一
手
ソ
わ
や
d
ゐ

こ
p

な
」
を
け
的
y

一（

t
れ
わ
れ
た
J
C
J

の
「
内

4

た

た
が
っ
て
、
日
ぶ
行
に
が
～
ゐ
入
村
句
、
川
売
の
出
照
国
民
主
y

出
L
一叶

人
令
さ
孔
た
川
川
ア
形
ηFJI回
全
性
と
同
窓
山
浩
人
口
元
出
、
そ
の
一
通
同
校

じ
は
、
川
！
日
、
つ
の
ー
に
よ
う
一
二
什
き
出
さ
れ
る
J
y
k
I
r
r
i

勺
た
と
ご
今

村

r
ふ10
、
ミ
A

ノ
え
守
山
J
2
4
J

一J

一
J

Y

一
r
i－
－
、
ア
孝
弘
」

同

寸

が

l

グ
五
払
カ
川
J

J

J

4

旬、
y

一ア
L
h
r
i
f
j

ま
」

出
一
昨
的
手
め
仁
文
作
引
を
叫
1
1い
J

た
機
会
を
利
附
J

f
＼

成

一

一
r
L
i

一
一
月
京
H

、
日
銀
〆
勺
（
十
ペ
ャ
山
川
市
当
附
tYA－
－
同
一
に
あ
っ
L
J

三一心一パリ〈ハぷ

円
ナ
ケ
人
口
銭
れ
の
五
支
出
に
あ
る
甲
の
帯
両
い
の
r
門義守、刊日山け
h

吉
司
市

主
汀
有
ー
一
に
振
替
苧
主
た
卜
子
、
い
れ
中
H
J

支
店
弓
引
き
山
川
戸
、
丙
1／

と

ι
ぃ
間
外
に
返
）
す
る
こ
と
を
去
二
た
汁
1

d

か
／
、
出
は
、
送
金

T

h

続
の
vwめ
に
窓
U
r
w
A
長
ふ
H
A
不
請
が
ら
れ
た
↑
」
ζ

を
あ
、
作
JJ

一
送
金

依
取
吉
に
記
人
？
に
L

結
果
、

H
M
J

て
口
銀
行
の

F
土
Jf

に
あ
る
苛
レ

同
姓
い
プ
ー
の
別
人

JRP／
」
の
昔
忌
預

t
じ
庄
送
ヘ
ム
一
ヲ
マ
ω
手
続
を
L

j

、
ノ
土
ゆ
っ
f

仰
τ
力、

J

ロf
R

d
ド
戸
ト
D
狽／
F
i
I
A

〕を
J
d

札
一
＼
通
私
記
入
を

J

と
「

F
2
一
は
、
ー
七
y
い
の
元
帳
一
「
一
子
パ
峠
か
旬
、
本
？
ぷ
じ
あ
れ
ば
、
叫
使

二
力
十
世
（
ノ
／

J
O円
f
あ
る
は
「
の
卦
己
小
説
全

U
叫
に
、
七
よ
ノ
ベ
一
人

〈
心
さ
れ
る
子
定
の
な
、

A
仕
か
り
六
、
j

f

川

J
U
Hの
訟
振
込
み
か
あ

J

た
こ
と
や
知
〉
た
し
う
し
、
一
一
門
2

－μ与
も
も
サ
一
ソ
主
治
ら
叫
資

宇
一
堂
け
た
金
一
円
い
の
じ
込
町
に
事
ゾ
一
三
上
り
、
れ
や
円
己
の
借
令
町
一
Z
A
J併

に
だ
亡
ふ
う
と
草
、
ん
て
い
同
じ
日
に
D
円以行
H
F
支
店
に
お
ド
て
、
川
村

に
出
た
窓

U
怜
自
に
対
し
、
ぷ

J

た
振
込
み
が
あ

J

た
日
を
ヨ
一
る
」

ー
と
な
く
、
乙
の
向
T
i
…
で
残
山
川
f

ハ
円
、
ム
川
町
刊
九
j
り
と
な
一
ツ
て
い
た
到
主

的
、
っ
ち
へ
＼
、

C
T
J
川
の
払
一
一
し
を
一
詰
求
し
て
、
何
気
民
一
刀
ら
川
時
」
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玖
令
一
、
（
J

）
万
川
、
ど
父
μ
刊
を
受
け
た
ち
の
了
一
あ
ん

巾、

r
」
お
よ
び
門
2
のい千二
μ
に
つ
い
C
3一山例会
J

な
さ
い

V
公
法
4

松
井
長
記
仁
氏
絞

る
よ
う
な
J
d
仲
北
町
を
民
間
L
な
3
い

T
品
等
荒
川
川
の
判
断
、

一

木
ι

川
ー
す
ら
Jη
芝川辺

一

；

i
i
F
（

1
1

一ム

H
4
J
定
は
、
山
山
山
刊
珂
ノ
「
剖

r
に
旬
以
宗
教
民
人
N
の
ム
寸
涜

と
L
て
一
ポ
リ

5
れ
、
い
批
枯
い
一
品
人
カ
ー
包
一
指
宗
教
法
ヘ
K
の
山
一
品
の

管
長
ド
r
？
っ
主
峨
J
Y
A
J
M
h

ご
h

れ

x
e
D
4
hは
、
出
J
引

4

ん寸

七
円
、

N
キ
包
括
凶
体
L

一主ノる

y
救
世
J

へ
と
な
っ
た
c

ニ
内
宗

教
社
ー
へ
い
か
起
訴
へ
一
、
あ
）
心
。
ま
た
、
お
れ
い
伴
い
、

μ
位
打
訴
人

が
拝
訴
人
の

LF純
兼
代
長
役
員

ι九
ヘ
三
つ

2

宗
川
、
宗
説
泣
び
日
寺
院
双
則
は
包
日
宗
教
法
人
刊
の
代

f
t
v
E山
地
作
、
れ
訴
人
の
思
決
は
れ
の
任
免

d

t

つ
い
て
、

か
八
心
よ
し
一
疋
め
こ
い
る

U

邑
口
宗
教
法
人
官
の
代
表
役
h
〈
は
同
寸
J

り
規
刊
行
わ
る
IA規
に

r
E

るん官

μの
聴
に
あ
る
か
告
を
も

J

て
ん
れ
て
行
一
円
八
八
条
パ
川
一
二

管
誌
は
法
土
の
机
に
あ
勺
お
を
も

J

て
光
一
L

る
、
下
由
一
条

一
一
泊
二
。
法
は
、
十
仙
川
以
来
の
古
市
長
一
ー
へ
の

1
脈
を
村
『
ふ
す

る
足
、
規
川
一
条
場
）
臼
ム
弘
土
は
、
バ
心
要
J
J
4
灼
三
と
台
は
、

能
化
の
Ey
ち
が
ん
次
加
の
法
を
選
定
J

〉ゐ
r

と
が
で
さ
て

た
だ
L
、
緊
急
や
む
を
得
な
い
為
ん
は
、
人
情
ぷ
の
っ
ち
法
九

涯
定
ず
る
こ
と
も
f
A
L
r
M
A沢
一
一
事
）
法
＋
に
か
了
リ
を
持

久
住
い
一
ず
川
川
に
よ
一
次
煎
い
は
÷
を
足
以
寸
ゐ
こ
」
が
で
き
な
い

r

き
は
、
総
析
、
重
役
戊
ぴ
柁
化
が
協
議
7υ

之
、
わ
叩
じ
平
ヒ

C
次
刻
法
ー
を
選
定
j
お
へ
同
長
二
沼
恒
〆
な
ベ
む
！
一
脈
拍

及
一
の
川
科
目
、
小
紋
卜
乃
郎
伝
y

一
さ
れ
ご
い
る
、

仲

U
R人
に
は
、
凶
人
の
ι一λ
刊
役
員
ナ
γ
宣
A
、
そ
の
ろ
ち
一
月
ヘ

キ
代
女
役
r
R
と
す
る
わ
十
リ
ド
伝
説
山
ん
F

一条－
c

代
表
A
q
h
H

ぺ

包
括
宗
教
比
人
N
F
h
長
か
仔
入
品
川
3

K

L

正
統
を
も
っ
て
充
て
る

f

市
制
四
一
条
一
項
↓
J

規
七
一
全
点
、
日
一
「
川
忠
則
八

条
辺
一
代
～
一
六
な
E
（
以
外
の
百
什
山
況
に
（
給
代
〆
は
、
」
μ
従

？
っ
ノ
ち
か
己
代
表
役
員
三
巴
宏
、
i

ゐ
一
り
I
寸
伝
叱
則
人
朱
一

世
山
て
こ
川
進
化
に
う
ど
L

は、

5
4
指
｛
一
ハ
技
法
人
vn
の
代
表
し
日

去
の
承
認
を
受
り
な
げ
れ
ば
九
%
っ
2
い
一
む
引
同
三
条
項
、

宗
規
二
斗
張
、

D
寺
院
反
則
人
条
一
一
mFη

紙
代
か
犯

rそ

の
他
ん
良
心

h
為
が
J

め
J

た
と
主
江
、
住
川
附
叫
は
、

a
F
2教
法

人
災
の
代
主
役
員
同
け
承
認
を
安
打

A

－
、
渦
ふ
っ

μ
こ
れ
を
削
引
に
i

ず

る
二
↓
午
現
二
八
条
一
項
＼
包
括
｛
了
対
日
山
r
ヘ
γ
刊
の
管
長
川
川
、

仕
聴
の
出
品
川
そ
の
仇
の
懲
戒
弘
↓
j
f
f
♂
す
ゐ
け
品
川
村
民
会
一
有
す
る
へ
い

川
比
々
木
七
号
示
溺
二
ム
二
条
〕
ベ
ロ
ム
寸
戸
川
規
則
を
変
更
L

Tノ
と
す
る
と
き
は
、
主
任
m
河
口
F

パ
イ
お
い
て
責
任
役
目
の
定

数
円
～
一
同
か
故
の
決
議
を
梓
亡
、
包
括
示
以
K
人
Y

人
の
代
十
一
主
役

「
只
の
承
訳
ナ
リ
ス
け
辛
け
れ
ば
主
ら
な
い
～
市
民
斗
二
条
項

D
寺
院
規
山
久
木
）
な
お
、
包
括
宗
投
法
人
N
の
規
町
中
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3 
件
訴
人
い
問
係
が
広
げ
る
乍
以
に
悶
f
る
規
定
け
、
控
訴
へ
に
ハ

い
ご
も
、
て
の
刈
り
を
有
す
る
｛

U
F可
視
点

T
J
条）

句
｝
川
川
宗
説
法
人
N
m
じ
い
法
は
昭
伺
力
判
匂
レ
ぃ
ト
J

J

、

か…

1
た
一
川
口
、
松
本
山
に
Jρ

ミ
て
同
併
さ
れ
丈
緊
昌
平
性

会
誌
の
町
l
、
斗
一
同
門
前
社
〈
川
刊
日
市
ぷ
教
以
人
K
L
お
い
仁
科
長

に
ん
山
く
μ
川
和
）
で
あ
η

h

一
九
か
ら
昭
和
利
一
七
i

凶
月
一
斗
1

L

れ
に
右
日
子
三
荷
役
会
議
に
川
n
ア
〕
た
判
官
抗
女
立
小
川
札
ヘ
責
任

役
員
）
ば
、
昭
和
斗
同
宇
七
リ
一
日
の
通
代
hw
席一一＼

L
h
の

次
ロ
テ
止
べ
て
九
円
上
旬
城
ド
ァ
を
品
川
～
l

衣
し
、
罰
論
争
砂
川
い
な
治
っ

た
に
穴

V

J

＼
包
括
宗
教
法
人
N
万
議
院
は
、
川
円
「
い
い
け
よ
広
げ

色
二

H
刊
げ
で
、
久
的
法
、
i
’
管
長
就
任
f
f
h

院
内
に
昌
運
ー
ん

と

川

4
へ
月
ヘ
口
に
は
、
総
ふ
刊
に
土
い
て
、
川
の
品
川

侶
一
信
徒
勾
代
士
一
が
参
H
Jて
、
九
の
法
、
一
就
江
い
の
供
八
で
あ

る
悦
也
廿
犬
が
挙
行
さ
れ
、
引
き
ψ

刊
さ
、
八
の
法
三
民
江
を
机

っ
く
リ
ハ

L
A
〆
）
の
締
弟
の
川
県
り
を
同
め
る
山
川
仁
川
4
の
慌
が
ノ
汀
わ
れ

た
P
M
H
六
円
、

A
J

－4
悼
の
さ
は
l
u
t」
が
附
和
4
同
宇

7

4

九
二
一

H
γ
包
括
三
枚
世
人
X
一
吋
代
育
児
員
、
就

Y
l
u
uけ

の
登
配
が
さ
れ
」
べ

A
は
、
行
法
－
十
小
J

皿
脈
相
承
J
P

一
そ
人
け
首

長
に
流
作
L
7
旨
、
日
午
八
日
一
口
引
い
け
訓
布
子
市
内
に
発

し
と
匂
そ

m
技
、
一
日
一
自
i
L
五
年

j
江
ヘ

U
及
び
七
円
に
位
、
松

本
山
叫
に
お
い
J

、
多
数
の
信
明
信
徒
の
参
加
を
刊
一
＼
御
代

詳
ー
や
止
法
出
力
学
れ
ミ
れ
、

A
の
法
－
土
成
妊
が
披
泌
さ
れ
ム
ド
し

Fι
括
f

点
数
山
人
川
内
は
、
ヲ
イ
の
信
淀
川
休
て
あ
る
Q

か
急
成
長

斗
y
A
V

に
打
い
、
日
ず
れ
l
一
年
一
〕
人
か
り
信
徒
花
i
b
と
ト

J

げよ

る
で
に
な
コ
ル
工
ぶ
V
7
1
p
l
i肉
体
S
ぷ
附
相
立
二
J
L

一

月
〕
口
に
え
か
宗
教
L

山
人
目
ぃ

K
L
J
Aゆ
告
の
意
T

主
主
T
る
〉

H
ハト
h

お
詫
び
を
ス
↑
日

f
l
川
之
刈
ユ
川
河
一
日
に
は
、
信
徒
店

休
U

ろ、け

I
ム
山
誌
か
会
一
？
玉
砕
レ
た
た
め
、
山
一
1

川
町
在
三
ム
竹
「
勺

祁
L

て
ん
口
徒
川
体
芯
と
協
詞
時
総
会
苧
も
ご
と
〈
L
h
A
d
U

4
訴
の
立
川
崎
を
採
コ
に

L
か

J

、
包
括
市
教
法
人
N
乃
棺
ウ
コ

料
黙
の
僧
侶
は
、

A
の
協
調
路
線
い
反
汁

1

信
徒
同
体

s
m敦

ア
刊
の
訊
を
正
す
べ
き
で
あ
ゐ

r一
の
リ
？
へ
ば
り
、
同
お
れ

育
毛
七
戸
ん
町
刊
、
川
山
山
集
ま
り
で
あ
る
L
七
ム
一
台
粘
い
比
三
に

氏
A
の
立
場
主
凶
一
め
て
ド
っ
た
）

H
F
h
＼
山
に
向
一
ヲ
マ
ω
一M
L
h
u
、

川
世
話
ホ
救
出
九
一
八
x

尖
訪
日
J

の
巾
斗
ん
叩
令
に
v札
わ
ず
、
一
山
川
ト
む
引
h

f
ら
八
日
問
、
第
力
河
九
h
M
門
恒
徒
大
〆
才
を
間

V
r、
伝
夜
間

体内ち
JYA

批
目
す
る
伏
訟
を
一
片
山
択
し
た
ま
た
、
止
七
会
戸
高
よ

る出石川
J

は
、
問
杓
日
j
t
L

二
月
一
円
、

A
に
対
u

、
肌
一
仇

円
四
五
士
父
山
j
f
こ
L

にい
A
問
が
み
る
JFの
問
問
川
川
、
之
江
作

J、

何
ら
の
戸
祥
も
な
ふ
ん

J

七
の
で
、
て
の
／
修
、
入
会
一
日
ど
ぷ
め

な
い
旨
の
泊
三
乞
い
え
を
伝
一
た
ま
た
、
ミ
は
血
脈
判
示
を
交
け

亡
、
十
h
f、
立
脈
氾
承
は
断
絶

1
c
v
z…
JE
の
論
J
K
を
党
主
L

J
I

右
元
事
掌
土
丁
の
け
職
F

O

い
ず
一
）
の
よ

7
な
同
で
、
一
忙
恒

三
に
属
す
る
抑
制
は
入
の
代
上
九
役
日
の
地
位
不
ん
す
叩
鵠
7
M
一附

、刊を抗一
ruLsr

紋
ん
、
包
括
宗
教
法
人
一
代
は
、
止
信
会
ワ
尚
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J 

f
る
仰
わ
い
！
？
汁
〆
、
ド

d
八
，
ム
！
円
、
仕
わ
ど
ノ
市
五
い
判
全
国
一
同
徒
い
へ

ん
品
を
お
催
し
た
こ
己
、
之
教
ト
乃
問
パ
説
を
叩
ヶ
ス
た
十
一
ν
」
恰
寸
を
主

山
に
υ

L

態
戒
処
J

？
と
れ
一
い
、
」
れ
に
判

J

一
タ
ぶ
れ
の
訴
訟
デ

提
起
さ
れ
た

f

そ
の
校
、
芦
徒
冗
特
%
が
μ
成一

E
i
k
H
七
円
に
包
括
日

教
法
人
日
刊
キ
批
判
守
る
発
丙
を
に
一
一

l
y
一
吾
川
人
保
」
ば
て
、
い
五

毛
主
小
校
法
人
N
刊
行
部
ど
市
計
同
体
S
ζ
内
科
げ
カ
再
燃
激
化

L
、
包
打
川
宗
教
示
人
N
U
、
I
ほ
一
丘
一
万
八
日
、
七
徒

凶
体
S

いけけ
1

d

絞
れ

J

組
問
を
発
戸
一
。
こ
仁
川
寸
右
拾
世
に
い
は

だ
j
L
件
仙
川
ハ
ド
ヘ
が
、

υ
山
山
年
一
月
二
日
、
包
括
一
五
弘
法
人

N
か
ら
の
詐
院
が
決
青
、
そ
h
v
後
れ
の
何
人
か
の
住
北
も

一
わ
に
い
制
L
T

戸
々
の
ょ
っ
な
動
き
の
巾
で
、
被
控
訴
人
は
、
包
括
一
心
教
は
人

ー
の
す
丙
僧
ご
あ
っ
た
父
か
ら
れ
抗
団
体
と
を
人
切
に
す
る
よ

7

い
と
攻
、
ス
い
つ
才

T
Z
〈
、
台
俳
同
体
一
三
日
、
包
括
示
投
法
人
N

の
教
去
を
広
め
る
に
ψ
」
に
つ
ご
事
ぷ
の
一
口
献
が
あ
り
、
人
fω
慨

も
t
J
K
な
十
川
げ
を
て
広
げ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
、
い
記
科
へ
の
七
沌

の
多
数
が
辛
口
抗
I
－体
b
f－
百
円
筒
マ
」
ザ
ー
、
て
の
士
ノ
な
じ
信
徒
か
ら

勺L
M
M
占
一
小
技
法
人
刊
か
つ
の
離
脱
を
求
め
J

札
た
と
告
と
み
ど
考

え
て
、
日
寺
院
民
間
川
を
文
史
L
て
包
括
宗
教
法
人
ば
と
の
絞
J

己

評
J
F
W
斗三定

ιし
、
包
げ
川
小
校
法
人
X
か
ら
球
担
寸
と
こ
ー
と
乞

J
叫

4
3
u

た
r

〆｝岳、

ο
r、
打
訴
へ
の
平
成
年
当
時
の
r
R
仔
仙
ワ
ー
民
は
、

ず
れ
も
信
徒
川
体
い
ろ
ん
Z
i
H（
了
一
志
叫
ん
併
！
時
託
様
、
っ
一
引
で
が
～
ァ
ド

チ
ー
工
れ
ら

η
げ告の

ι
引
が
半
「
山
崎
一
今
月
に
刊
p
l
L
P
た

め
、
被
於
訴
人
は
、

M
L
二
月
一
口
円
、
包
M
m
宗
技
法
人
N

ド
ペ
1
、
七
徒
同
体
S
A
、H
一
で
主
h
v

信
沈
一
色
を
い
え
任
七
1
v

し
す

る
十
と
に
つ
い
ご
め
承
認
原
い
や
い
虻
川
ぷ
I
D
L
カ

九

包

括

宗
教
決
人
河
台
務
院
か
ら
、

p
t役
日
は
法
王
議
員
（
一

E
K団

体
ヨ
へ
u
b
H
一d

一
な
い
信
徒
）
カ
ら
選
ぶ
よ
う
に
い
わ
れ
、
波
控
訴

人
が
弘
山
山
L

／
ペ

J

品
川
相
い
は
た
務
定
の
心
主
に
へ
己
的
正
な
い
1／

円
四
片
か
品
川
、
J

Y

J

訂
山
さ
れ
た
c

そ
f
↓じ、

PF本
人
い
品
、
干
山
内

ノ
リ
［
門
司
川
、
や
む
む
ノ
、
法
1

川
市
品
川
川
口
と
あ
三
柑
尽
ら
こ
も

キ
官
庁
役
員
に
足
任

J

、
旬
糾
宗
教
法
人
刊
幻
卓
司
会
一
得
ん
一

ケ
の
よ
ろ
な
経
緯
カ
ふ
っ
た
た
除
、
長
控
訴
人
は
抽
出
ら

は
斗
括
：
ゐ
抗
仙
人
X
Y
の
判
包
店
向
日
悼
の
実
？
に
賛
成

J

な
い

も
の
と
与
え
、

l
r
吠
凶
与
口
ド
片
山

i
h
、
包
H
h
宗
教
法
人
ー

の
代
衣
役
員
の
不
ぷ
を
叉
け
る
こ
こ
な
＼
横
目
も
ら
二
名
を
立

汗
役
円
か
一
J
U
併
に
j

）
、
被
勺
A
j川凶
d
f併
の
－
経
ヲ
十
官
民
同
り
げ
坊
を

採
る
ム
f

貯
ら
一
玄
を
L

八
打
役
員
い
選
仔

J
h
r

、
／
マ
野
り
レ
一
斗
ハ

ト
肯
什
役
員
会
を
院
催
し
て
、
弘
前
宗
投
法
人
N
K
の
恨
ん
刊
同
市

川
川
係
会
民
ー
す
る
片
山
一
キ
件
近
則
交
正
ゃ

γ
J
7
L
f
pぞゾ一三、

れ
い
臼
訴
へ
は
、

J
訴
八
円
代
表
役
員
j

「
て
、
与
が
れ
教
法
人

＼
何
代
江
口

qpど
A
ど
し
て
同
人
あ
て
に
被
包
括
関
係
徒

iν

泊

M
1
ω
旨
の
け
υ

付
け
書
一
H
L
Y
送
付

υ
丈
三

な
お
、
私
一
－
同
汁
恥
子
、
同
機
｝
包
摂
宗
れ
へ
法
へ
一
代
一
そ
り
の
州
脱

G 
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を
、
中
川
州
た
件
帆
は
、
ド
以
内
年
一
月
ま
で
1

有
名
い
よ
っ

そ
の
う
九
、
六
円

tm様
、
土
寸
J

花
乃
建
物
hUHTリ
波
守
求
訴
訟
を

提
起
さ
札
た
の
は
六
わ
で
あ
り
訂
一
J
M
に
お
い
＼

A
m
血

脈
桐
棋
や
訂
正
す
る
土
張
を

L
て
ミ
る
の
は
い
悦
也
一
誌
へ
を
や
め

て
↓
わ
で
あ
り
、
そ
の
’
京
の
一
二
泊
リ
山
ポ
倍
率
ぷ
川
一
史
的
毛
忠

一乞
I

二
、
い
b
h
u

い
v

包
川
市
宗
救
法
人
一
以
止
、
ぬ
将
一
仙
人
向
包
γ

日
宗
投
決
人
一
民
代
主

役
員
の
ふ
べ
認
を
一
一
ん
げ
ず
に
杭
尽
ら
を
解
任

J

た
一
と
は
、
己
規

二
六
朱
一
攻
、

D
マ
院
荒
川
問
八
’
長
一
広
い
違
反
1
今
川
町
プ
つ

を
遺
作
し
た
十
ご
ro
、
山
川
山
ニ
久
人
二
尻
、
宗
規
一

4
条、

D
J
院
荒
川
則
八
条
一
一
附
に
造
反

J

、ム凸ん～、

4
P
刊
現
則
変
更
は
、

入、J
引
h
u
m
N
1
R
粁
役
目
で
な
い
か
勺
、

D
r
院
疋
則
一
一
条
に
注

伏

L
、
挫
折
川
で
ふ
的
ゐ
と
主
マ
之
、
七
つ
そ
一
一
で
、
包
打
J

ホ山附円
C
Z
t
A
八トヘ一

｛
一
ぺ
持
院
は
、
被
れ
訴
人
に
汁
三
松
it九
千
、
違
法
に
叫
川
江

f

一
と
そ
礼
す
た
め
、
了
成
五
年
汀
二
今
川
利
け
吉
区
、
何
年

月
一
什
吋
け
い
骨
川
、
川
作
八
日
日
一
U
H
り
け
雪
耐
及
び
同
千

八

月

八
H

付
け
古
川
に
よ
り
、
回
同
」
わ
た
九
州
附
加
す
る
よ

ミ
召
喚
じ
た
が
、
被
作
語
人
は
、
日
程
の
都
什
が
つ
か
な
い
μ
ぞ

の
別
出
カ
ら
川
…
叩
ν

な
か
う
た
べ
一
れ
を
受
け
JT

、
h
Z
M
拍
宗
教

H
I八
ぶ
辻
、
絞
れ
訴
八
九

M
L、
干
成
ム
行
午
九

H
四
日
目
「

書
刷
会
も
つ
プ
↑
、

h
解
任
行
為
斗
を
撤

M
L、
み
迎
会
改
め
み

ょ
っ
訓
出

J

え
が
、
被
怜
話
人
は
に
わ
な
か
「
ナ
r

そ
こ
で
、

包
似
宗
教
法
J

へ
N
円

札
H
J

じト
A
ち
で
、
均
出
廿
r叶
f
f
h
E
E
h
事
出

p 

？
あ
右
半
汁
の
法
出
に
庄
一
民
、
訓
戒
ゃ
受
け
て
わ
改
め
bpr

い
長
（
｛
一
川
崎
叫
二
六
一

J

条
九
川
す
に
u
i
当
ダ
る
こ
引
先
ム
円
か
ら
、

巾
i

成十九

4

ご
い
均
一
一
川
山
口
付
け
立
小
計
書
や
も
っ
て
、
彼
校
一
て
へ

や
也
前
へ
の
ヨ
峨
か
ら
罷
免
j
る己

h

本
汗
制
的J

4

烈
fk
へ
刀
を
行
J

手
主
主
、
包
折
小
紋
防
人
五
官
K
A
は
、
何
日
川
り
で
悔
E

J

ケ
仲

U
R人
的
判
戦
に
伴
λ
t
v
I

〕とど

海
岸
を
代
ム
子
ぜ
r
口
と
ど
る
拝
副
人

L

民
、
叫
村
山
訴
人
乍
ai洋
建

物
の
1
1
ゐ
注
京
を
ル
ス
ワ
ゼ
と

L
て
ふ
内
達
物
の
却
材
〆

ν
を
や
ム
め

れ
が
、
い
ほ
衿

F

品
八
は
木
作
い
懲
門
店
机
～
「
吋
の
川
刈
H
1
h予
I

＼
聞
い
H

L
寺
市
－
ん
ど
九
j

め
、
必
訴
人
は
、
後
控
訴
人
に
だ
、
ト
九
件
一
一
住

物
の
明
浪
L

を
求
め
る
本
詐
士
提
起

J

た
c

法
押
出
子
ぷ
性

十
正
弘
パ
山
仏
ー
い
お
け
る
小
説
抗
！
の
救
英
司
ビ
円
山
に
閉
す
る
干
羽

に
ら
二
、
辻
、
な
法
「
回
の

l
込
う
つ
の
白
川
h
け
が
保
降
三
）
れ
ぐ

い
ん
り
こ
れ
ら
の
事
訟
に
つ
ー
で
江
、
必
引
所
は
、
み
だ
け
に

介
入
す
べ
き
f
は
な
／
寸
古
川
壊
を
よ
れ
判
〆
会
い
J
f
が
J

宗
孜
法
人
1
y

七
の
作
職
レ
一

h

山
内

ω建
物
同
校
訴
一
出
L

v

、九月九体

汚
な
権
利
義
務
に
府
択
す
ろ
詐
去
で
あ

3

一J
u－
－
れ
守
中
体
れ
部

ア
主
れ
た
注
械
の
れ
此
処
甘
辻
角
Jm効
ー
一
デ
請
求
の
当
行
を
た
ず

る
桝
税
問
忠
と
な
〉
て

U
り
、
そ
の
効
力
の
台
血
カ
中
「
市
下
七
阿

川
紛
争
の
み
質
出
争
点
C
あ
る
こ
H
ハ
＼
号
礼
が

J

川
救
卜
乃
救

託
、
信
仰
の
内
、
什
に
い
ん
咋
く
か
か
わ
二
い
ゐ
ず
め
、
設
託
、

計
仰
の
門
ノ
汁
九
J
V

ふ
り
↓
へ
る
一
一
こ
な
し

γ
そ
の
効
h
心
的
有
刺
を
豹
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附
ヲ
ふ
こ
と
が
て
き
ず
、

J

か
ち
、
ヲ
イ
の
判
断
が
」
荘
一
訟
の
帰
坊

を
左
十
円
寸
る
ゐ
ぃ
Z
A
可
欠
な
J
U

乃
ぐ
ふ
る
場
ふ
い
h

は、

lhz＃
止

は
、
日
待
ト
の
争
訟
己
主
七
う
な
い
と
い
E
j

べ
き
で
あ
る
仁
以

ー
は
、
法
川
与
や
咋
に
閉
す
ア
一
旬
以
京
区
故
判
所
キ
成
ん
年
九
月
八

日
立
二
小
法
活
河
決
民
史
』
二
巻
八
号
八
八
九
到
の

4
示
す

る
と
干
ろ
で
た
っ
J

＼
主
裁
判
所
の
見
慨
を
れ
昌
、
な
ら
な

決
ヘ
K
ー
と
の
年
比
ト
関
係
元
つ
な
お
弁
リ
続

J

て
必
ハ
、
怜
必
訴
人

ロ
ー
進
出
な
れ
為
を
し
と
し
こ
字
選
白
と
す
る
ふ
十
件
撚
此
処
分

じ
立
、
本
件
店
内
切
山
一
行
令
枠
一
江
を
丈
、
ご
れ
に
刈
ゾ
、
同

控
訴
へ
の
ギ
エ
張
す
る
一
小
川
ノ
に
横
尾
ら
h

断
打
、
今
野
ら
の
選
打

い7
品
川
明
d

あハ
r

、
一
手
｝
M
V
J

亡、

km
判
担
別
後
叉
が
泊
法
布
十
凡

な
b
、
け
℃
あ
れ
ば
、

Mt訴
人
l
y
一
弘
抗
宗
紋
法
人
Y
J
じ
の
dJ
日
開

店司

L
C
r消
し
一
一
五
リ
、
被
提
出
人
は
、
包
括
宗
技
法
人
N
どの

ほ
山
包
括
司
係
が
な
い
ほ
一
万
人
の
住
総
と
ぷ
、
A
Y
J
f

一
品
人
が
汚
白

寸
る
木

f
任
坊
の
与
似
住
M
f、
在
行

2
1ぜ
ゐ
と
い
こ
と
に
な

る
c

そ
し
て
、
こ
の
」
荷
台

P

）
は
、
ふ
λ
パ
規
山
中
リ
笈
主
投
び
そ
の
前

提
F
d
h
H
－
て
あ
一
勺
山
内
イ
ら
の
辞
任
、
今
野
ら
の
選
任
は
尚
法
で
あ

る
か
ら
、
時
点
主
佐
も
な
い
こ
と
一
な
る

F

の
よ
う
ヘ
ボ
件
訴
訟
の
紡
一
一

L
M

司
被
雨
uv主
人
が
弘
括
ぷ

教
法
人
ー
か
ら
離
収
T
る
た
め
に
口
千
寸
院
良
川
会
変
山
礼

ν
J
7

ご
！
？
過
程
に
お
い
じ
、
被
梓
副
人
が
包
括
宗
封
一
法
人
N
代
衣

役
討
の
承
認
を
受
け
ず
い
横
足
つ
を
相
戸
川
！
？

J

ヌ
二
法
ぴ
被
控

訴
ヘ
が
F

込
山
相
汁
救
法
人
一
円
れ
よ
れ
役
員
、
川
承
認
を
受
け
ず
に
久
f
野

らた
η

青
、
江
役
員
に
誌
に
し
た
一
〕
Y

一
向
司
州
に
カ
か
ん
の
ご
」
？
ー
、

被
佐
市
人
山
一
伴
一
れ
へ
の
ん
多
数
の

r’L
心
土
一
凡
等
を
ヰ
志

J

一二

包
括
ホ
校
法
人
K
か
り
れ
峰
脱
を
川
内
、
苧
I

、
こ
れ
を
に
W）「ハ

く
D
F寸
山
一
規
却
を
廷
内
ん
ト
ヲ
る
た
め
h

怖
い
尽
一
え
を
解
任
し
と
京
件

の
場
合
い

b
、
匂
折

f
以
l
t
r
g
ヘ
V
一
代
支
役
I
R
の
本
認
が
必
妥
か

ど
う
か
、
責
任
役
r
口
の
明
江
事
由
い
川
以
が
ち
る
一
刀
？
と
1

元、

T
－
で
、
木
内
に
つ
い
ご
み
る
と

I
j
主
力
建
物
芸
什
有
一
9

る
日
戦
乙
午
、
罷
免
寸
る
制
戒
処
分
川
町
効

υが
山
出
と
右

J

て
い
る

こ
ζ

は
、
法
廿
？
寸
yh一ナ刊
C
Uハ
沖
し
て
い
る

J
L
か

な

が
F
b

、

前
半

1
事
刊
と
は
、
次
川
町
で
問
7
な
っ
て
い
ゐ
r

4
な
わ
弘
、
絞
村
上
訴
人
は
包
括
宗
教
仏
人
K
か
ら
の
離
脱

久
平
一
ぷ
め
ご
い
与
の
と
あ
コ
一
三
、
り
品
括
宗
教
凶
人
K
1
に
印
」
ま
り

な
が
ら
懲
一
此
処
分
の
け
切
れ
ぺ
ふ
さ
ず
う
ご
い
る
の
ご
は
な
い
被
附
壮

一
前
人
出
キ
ぷ
ぷ
J
K
v
、
本
件
川
胤
旦
～
変
更
は
直
法
：

J土
一
有

刈
4
ら
の
プ
ふ
り
、
し
に
が
っ
一

L

芥子市
1
h八

ζ

包
J

屯
一
九
似
技
庁
γ
へ

K
と
の
包
括
悶
Mmは山町
d
さ
れ
た
カ
ー
そ
の
後
に
さ
れ
よ
本

件
懲
式
処
分
ょ
、

mm戎
事
白
が
な
い
疋
け
で
江
な
＼
そ
も
そ

も
包
川
同
体
J

ゐ
ゐ
注
目
主
投
法
人
N
ゾ
官
山
に
は
独
立
ー
ム

宗
教
仏
へ
と

4
ハ
ト
一
衿

J

市
人
の
ハ
い
職
円
あ
ゐ
飢
起
訴
へ
に
対
す

る
懲
円
以
〕
印
私
が
な
い
と
い
つ
の
で
一
め
る
内

札
を
別
ヰ
一
円
寸
札
ば
、
陵
高
人
の
土
一
仮
づ
る
よ
、
J

に
木
戸
ハ
筑

町
変
山
に
が
逗
法
相
骨
川
刈
J

ド
ド
も
の
ご
あ
れ
ば
、
出
廿
r叶
f
、
と
包
括

1
救
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ー
と
、
ム
I

野
ら
の
退
紅
に
ノ
ι折
ド
教
社
人
ド
代
表
校
討
の

4
d

T

店
授
か
〆
て
つ
か
に
よ
っ
て
決
汁
一
ム
れ
い
る
も
の
？
あ
る
そ
し

て
、
子
札
ら
の
ー
は
、
い

F
札
も
市
川
れ
！
の
説
去
、
い
仰
の
内

作

C
は
蛙
関
係
に
、
足
技
法
人
中
山
一
三
h

仙
れ
の
法
規
円
岨

J

百に出向、

、
J
L
て
者
逝
持
拡
す
る
こ
L
Y

が
一
で
き
る

必

の

と

れ
H

t
あ一
J

て、

4
fに
お
い
f

懲
戒
処
公
的
効

々
が
川
口
ザ
一
去
っ

τハ
二
一
手
、
本
i

件
訴
訟
の
本
定
的
な
宇
山
ML問、

句
話
州
市
伴
内
－
…
会
口
川
J
t’
る
行
為
一
円
一
計
官
と
率
ム
の
な
力

的
有
能
い
必
h

（
泊
、
戎
乍
庄
の
い
行
ヴ
ヒ
防
止
の
効
古
と
は
、

わ
ば
一
市
内
川
隠
の
収
却
し
あ
る
〔
）
、
〈
の
判
出
は
ー

λ
が
に
採

判市小
J

て
全
げ
た
か
否
か
L

一
い
う

y
教
の
山
起
と
は
九
十
、
間
枠

合
＼
新
制
て
4
A

る
の
で
ふ
G
C

枝
川
T
4人
L
M

、
A
は
、
山
凶
か
、

J

胤
択
山
開
設
手
交
打
一
い

な
い
か
勺
決
工
て
は
な
く
、
ン
た
カ
っ
て
昔
（
で
も
vw
い
、
一
乙

ス

4
ゐ
〆
一
、
本
河
徴
」
対
処
分
は
込
元
住
限
れ
な
い
右
い
戸
士
干

さ
れ
た
川
古
川
M
な
も
の
と
あ
弘
、
」
の
山
を
判
昨
ず
る
に
日
、
粘

句
、
八
の
vjh
脈
州
車
の
者
年
宏
事
四
川
附
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
、
ぷ
件
亦
訟
て
泣
律
L
L

一
吋
争
去
t
江
訟
J1
し
な
い
レ
し

主
張
す
る
r

Z

T
い
こ
、
態
以
処
分
を
し
と
昔

ι処
分
推
限
仰
な

け
れ
半
、
そ
の
訳
語
J

U

～’
J
カ
蛙
効
で
あ
る
こ
と
ま
被
控
訴
人

慌
の
と
お
ノ
で
の
る
、

｝
〕
か
く
F

訂
以
の
乍
ヤ
ハ
に
J
れ
日
、
初
控
訴
人
の
し
〕
血

脈
相
喰
一
州
出

Lh
核
抑
昨
人
人
J

包
括
宗
教
仏
l
、
一
民
か
ら
の
離
脱

ζ、

を
決
意
工
人
理
由
れ
一
円
一
に
J

ヲ
ぎ
な
い
号
三
＼
怜
必
訴
人

い
か
包
括
小
川
紅
一
千
ヘ
U
A
J
d

ム
斜
現
し
で
つ
と
花
、
ス
ム
一
こ
と
は
、
伝

説
の
円
山
内
世
綜
で
あ
る
が
つ
、
被
控
訴
人
か
主
折
｛
f
d
F↑

九一
N
か
h

の
躍
脱
を
企
図
し
七
↑
、
Y

一
h
b
q
U打
、
斗
版
沼
志
向
区

比
差
以
k

れ
ろ
被
作
羽
人
の

A
l
h
日刈寸
J
J
ω

日
征
以
、

r

ム
件
現
叩
川

変
史
、
け
川
刈
ぷ
を
1
江
ア
叫
す
る
も
〉
で
は
主
い
れ

ま
れ
、
法
L

命
活
長
が
誰
か
の
千
い
よ
、
法
一
P

J

戸

μを
お

く
一
ん
派
何
部
に
川
川
一
三
三
日
り
は
、
利
害
羽
J

似
合
牛
ん
わ
な
い
し

か
1
1
木

r
uね
持
主
人
、

ydう
与
市
川
か
ら
離
脱

u

d

；

す
る
沿
ノ
口
に
は
、
，
口
v

の
U
m
r叩
い
か
な
く
な
乙
ぺ
出
の
法
↓
－

p
官
只
が
一
九
円
で
あ
る
か
ド
つ
い
て
、
刊
害
関
係
会
認
め
る
こ
と
が

V
L
4
A
P
M
V
 

F

れ
、
つ
の
山
川
を
考
、
こ
る
亡
、

A
の
処
分
生
町
民
的
ム
相
川
祉
、

tλ
伝

わ
ち
、

A
の
！
山
菅
尽
の
か
お
九
日
｝
ム
メ
一
d
w
T

は
木
刊
J

一
昨
ょ
う
本
川
貝

的
争
円
一
で
は
な
く
、
」
の
川
に
燃
す
か
ヱ
刈
が
卒
斗
訴
訟
一
吋
帰

還
会
十
比
十
十
一
3

る
必
ωタ
ヂ
リ
欠
た
も
の
で
あ
ハ
ω
ζ

は
認
め
ら
れ
長

な
わ
ぶ
川
汁
J

ほ
一
ば
同
慌
の
μ
U
F也
丈
何
世

J
d

、2
1
一
川
明
記
昨
日
山
内
慾

成地八刀ムゲ一一
T

丸
山
ノ
、
事
均
則
投
J

品、
d
を
提
起
さ
れ
b
L

者
円
多
J

＼は、

え
が
脈
川
叫
川
マ
ポ
シ
一
長
け
と
い
な
い
J

「
n
h

主
川
抗
争
し
て
お
り
子
、

ー
町
市
ハ
判
rベ
の
出
n
一
認
は
、
ド
ノ
式
d

門
人
保
争
山
に

ιな
つ
ぐ
い
な
い

「

F
d
J

乱
立

J

羽
吐
い
、
本

f
E
M棋
の
汗
討
を
わ
ワ
一
d
F

る
位
の

リ
、
つ
か
の
時
f

に
い
Jρ

ミ
ピ
は
、
市
脈
引
『
阜
の
れ
包
は
争
巾

r
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な
け
よ
o
y

、
本
業
判
決
か
v

れ
て
い
命
。

4

h

m

士
1
r
A
の

怯

了

情
r
K
F
d
地
村
山
山
布
挫
カ
T

品店
t
H
J
与一

戸
は
な
い
場
合
、
べ
、
公
ぃ
山
人
が
梓
r

人
と
ム
同
拍
宗
教

iμ
人
N
ど
の
也
括
関
係
を
聴
け
し
、
へ
f
後
辻
、
長
信
不
投
法
人

民
と
は
ふ
i

了
＼
保
守
点
刊
に
独
リ
の
店
社
活
動
t
v
d
c
い
二
一
つ
L

一二、

yM4料
、
り
均
台
に
は
、
H

掠
刊
一
附
と
レ
て
は
、
伝
説
の
回
出

日
見
地
か
ら
、

A
の
法
L

命
活
艮
の
地
ゃ
い
つ
い
て
は
告
が
校
同

札
で
あ
る
包
括
一
ぷ
礼
法
人
N
が
つ
律
的
に
判
断

J

た
計
忠
を
附

提
と

J

一
＼
木
質
的
予
1

白
子
あ
る
木
作
視
は
変
叫
の
効

M
ヘ換

一口
j
れ
ば
、
住
弐
yh一
ナ
山
川
の
有
世
）
レ
門
戸
春
巡
判
刑
す
て
ミ
一
で

あ
る
じ
そ

J

＼

包

M
3投
法
人
N
山
部
に
い
心
ぃ
、
は
、

A
bど

川出土
e

M

守口

K1p一
認
め
、
ヲ
一
れ
を
削
桜
レ
一
ー
し
て
宗
帖
引
の
儀
式
を

羊

h
J、
川
主
泣
い
誌
の
登
記
七
三
、
い
る
の
？
あ
る
か
、
つ
ヘ
削

記
一
】
士
、
本
件
が
か
以
に
お
い
て
は
、

A
が
注
指
宗
教
注
入
河

内
山
廿
長
で
あ
ん
り
と
の
前
舟
に
U
J
て
、
帝
μ
一
託
制
す
べ
与
も
の

一P
J
m
L

ヘ
ふ
れ
、
被
斗

yrt計
九
J
身
一
心
、
ぷ
刊
担
問
後
十
工
荷
役
人
、

え
が
仏
↓
丁
管
長
の
地
川
U
V
L

に
あ
勾
一
戸
一
を
認
め
て
い
川
へ
あ
て
に

保
包
γ

山
政
係
完
円
山
4
h
山
吉
を
送
付
し
て
い
る
し
」
一
一
ろ
む
あ
ん

～、＝日」問、。て

E

W
払ぃーのし
Y

一、わり

t
ふ一

J

で
ん
約
九
出
十
e
M
官
k
k
m
w
v
山
立
川
有

m
、
d
な
わ
ち
、
川
比
訳
町
村

J

パ
の
問
題
か
一
見
出
ζ

し
ご
、

T

八
日
が

法

仰

の

H
訟
に
該
J

叶
て
な
い
じ
寸
の
械
情
「
「
掛
人
心
土
振
は
、
川
村

羽
j

L
↑

Y

一
カ
で
当
た
い

主
お
、

14平
子
市
事
件
に
問
、
一
ヲ
人
ハ
最
古
川
北
判
ι

川
の
合
一
戸
判
決
は
、

別
注
の
山
午
、
ぶ
件
ど
思
ハ
仕
る
ば
か
、
戸
崎
一
の
出
品
が
礼
括
ぷ
教

法
人
刊
の
十
令
市
尚
北
ぴ
川
服
州
市

ι悶
づ
：
ω
敦
義
、
一
f
仰
を
白

牛
す
る

M
F此
川
あ
る
一
と
を
事
由
y

了
す
る
絵
戒
込

U
の
効
力
ム
ハ

hfわ
れ
れ
、
懲
戒
処
分
乃
一
一
ハ
ル

H
を
刈
寸
断
寸
J
J
ω

に
つ
い
て
は
、
ド
殺

の
う
一
叫
が
川
共

F

耐
い
ヰ
77～
る
か
と
2

ノ
か
の
判
断
ぃ
刊
M

不
可
欠
よ
り
よ
事
業

い
お
す
る
も
の
一
で
あ
け
、
本
刊
と
は
事
業
会
祥
三
4
9

る
も
の
イ

あ
る
o

Z
九
九
、
い
わ
W
／山以
5
ん
だ
り
市
内
川
に
苅
一
o
i
u
平
片
品
以

判
町
附
利
立
六
年
凶
片
ヒ
ー
－
清
一
小
法
活
判
決
民

t
二
百
人
〕

門
り
［
門
店
一
内
い
川
、
信
徒
凶
体
お
い
か
ぶ
専
と
し
て
い
る
仮
主
ん

だ
ら
が
木
物
か
く
つ
か
の
刊
附
が
不
ロ
欠
私
事
案
に
関
す
る
も

切
と
あ
ゐ
九
の
代
主
代
目
及
乙
谷
口
伝
の
也
生
不
ケ
布
時
♂
一
占

ー一臥
r
m
m
J
9
今
日
時
川
批
判
所
有
氏
土
作
九
け
七
日
お
三
小
説
廷
判

吋
e

M

人
集
同
じ
本
七
J

凹
六
六
七
自
は
、
九
円
代
仁
氏
役
民
投
ぴ

A
q
A
R
の
地
位
の
有
r、
川
口
外
が
訴
ぷ
物
レ
一
な

J
f
f
n
h
、
A
がいい

山
相
承
を
受
け
て
氏
i
L
就
円
I
J
f
一
刀
と
か
の
出
匹
が
ヂ
4

欠
右
山
玄
米
に
問
ー
す
る
一
一
小
山
広
教
会
↓
下
件
に
問
匂
ゐ
最
川
裁
判

所
、
成
［
十
寸
一
バ

i
口
汚
小
池
出
仕
判
決

E

也市川氏一

7
L
C

「
勺
凶
七
立
点
以
、
勾
崎
市
款
は
人
N
宗
務
民
的
巾
命
令
に
反

し
て
治
4
一
也
八
平
岡
村

f
jパ
ミ
キ
々
木
濯
注
営
し
に
こ
Lr

が
在
立

川
哩
門
な
、
て
小
務
41
のん叩ノ甘
h

徒
わ
な
い
布
じ
『
と
る

と
ふ
γ
事
占
1
y

す
hv
引
い
戒
処
一
分
の
効
力
が
争
恥
れ
、
平
山
当

の
周
一
問
L

の
有
川
止
を
軒
町
ず
る
い
は
、
示
以
！
の
救
式
、
信
仰
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の
内
祥
い
j

v

て
で
の
♂
引
を

f
る
こ
と
を
主
け
る
こ
と
カ

ぐ
き
な
い
宇
奈
に
一
疋
甘
ん
す
以
卜
乃
と
お
ノ
、

l
記
の
い
版
z

阿
武

判
バ
は
、
い
ず
れ
も
本
件
L

は
事
案
を
災
に
J
1

る
も
の
で
£
ゐ
し

6

対
控
一
叫
人
は
、
法
規
仁
注
「
f
入

1
訓
企
ー
や
弓
け
て
さ
認
め
な

ザ
っ
た
こ
工
↑
も
、
こ
れ
は
、
被
M
L
一
今
五
、
山
教
友
、
信
仰
に
比
h

a

一つ＼

ihk↓
な
埋
町
い
よ
G

も
の
で
ふ
り
、
こ
の

fhb
有
円
山
の

ん
付
虹
は
、
救
五
、
信
仰
の
｝
一
村
い
い
ち
人
ゐ
↑
」
〆
一
な
し
ド
山
崎

一9
る一

ζ

は
守
↑
き
な
い
と

f
日
す
る
ハ

1

－
か
え
山
批
判
訴
へ
は
、
弘
山
町
一
J

敦
リ
μ
ヘ
rn
か
ら
副
院
す
る

と
め
ド
や
ペ
ー
位
弐
処
分
の
札
パ
ム
デ
円
／
一
さ
れ
と
い
る
行
為
を

た
も
の

r
あ
る
が
、
日
寺
院
羽
則
を
変
更

J

し
包
括
不
技
法
人

K
7
h
離
脱
す
る
に
は
、
そ
の
周
t
引
の
い
か
ん
を
川
刊
行
ず
、
宗

教
一
位
入
店
マ
の
也
の
は
却
を
－
寸
ら
九
ヘ
け
れ
ば

2
ら
f
m
u
o
二
の

二
と
は
、
一
庁
院
の
川
h
叶
か
険
除
一
W
E
へ
の
宗
教
「
の
信
念
に
よ
ゐ

も
の
で
あ
り
、
山
川
村
れ
訴
人
元
ら
み
て
止
i
な
経
ー
一
が
あ
る
と
考

え
る
ら
の
プ
あ
っ
こ
も
、
変
わ
わ
は
な
い
一
被
J
エ
一
一
司
人
の
手
一
｛

設
は
、
採
閉
す
る
こ
1
y

カ
で
き
な
い
。

7

い引持

4
人
ょ
、
太
什
懲
点
処
分
は
、
弘
↓
j
f
t
T

円
以
の
な
い
布
に

よ
る
辺
効
～
な
も
の
〕
Y
あ
勺
か
う
、
校
訂
t
へ
の
作
戦
は
人
一
ー
で
も
性

作
訴
人
で
あ
り
、

I
h人、

A
」
斗
仕
恥
山
任
合
杯
以
が
な
い
か

ら
、
明
い
出
ロ
控
訴
人
の
代
表
お
で
は
な
い
こ
十
一
K
寸
と
っ
こ
の

土
張
は
、
長
J

9

7

叫
い
、

A
が
法
じ
管
長
で
な
い
）
と
を
い
ち

J

J

C

〉
日
ペ
ベ
ポ
甘
い
3
る

一

、
J

で
4

な
い
こ

4

A

d

L

一
P
れ
る
チ

r
J

、
7
ア

ヨ

一

ば
、
古
記
。
で
述
べ
た
と
お
り
で
お
る

L
J

ふ
同

jψ

平

丙

E
ノ
J

1

7

ゆ
と
、
故
件
一
斗
マ
へ
の
キ
索
、
↑
灯
、
一
広
は
、

t
ず
れ
も
探
川
ず

る
ト
、
と
が
で
v

な
い
住
叫
ヘ
約
十
小
川
1
J
叶
え
は
、
法
口
市
上
町
午
訟
い
当

人L
r
h－
、
不
適
沃
な
も
の
で
は
な
い
内

υ
た
が
、
て
、
斗

ιれ
の
上
小
説
的
手
」
で
は
主
い
山
脈
川
相
阜
の
問
混
在

日
um
と
L
一
二
、
本
主
的
F

て
門
一
、
あ
る
本
叶
規
山
主
計
一
y
－
の
効
川
に
つ
き
草

刈
判
断
一
9
る
一
一
炉
、
な
、
花
一
4

俳
人
の
」

λ
を
却
下
1

之
、
原
判
決
i
h
、
央

笠
と
d

？
に
取
市

J

主
冗
れ
な
ド
。
そ
こ
で
、

f
れ
か
取
市
L
、

4
件
規

則
変
に
の
効

U
に
コ
い
て
審
理
叫
一
昨
さ
せ
る
f
J

め
、
大
引
を
地
1
川
氏
判

所
に

Z
Jパ
人
す
ご
と
L

一－一色ノる
υ

V
商
法
2

作＇ ,, 

' ':' , n 
b ＂ 》 11i1で、

統机 る ,, －同の
す~ lit ；：：混合の 手4
L i;・ i土 定 Y上 ＆， 七間
工等止は：去 τ 1r cl; 
いの h な I 甘 はに
み千示 、いよコの f十つ
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"f }:: L 、 、、
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制社 j上 り？
;',. UJ 乏し ）成
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民起がも 月ii

止な λI IJ '・" '!' 
し i! f:I o ，ヒ
ナ iC: で判断！刊

がお おみ 百
し＇ ,, f ' 

勺 口 ＇，ハ
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株
式

A

什
が
P
H
Z株
式
を
処
分
f
る
と
主
？
も
、
山
川
崎
川
却

に
ぷ
ゐ
場
什
じ
は
、
募
生
株
式
乃
パ
ん
行
勺
ボ
絞
き
J

令
官
ー
な
い

d

j

ぺ
L

の
科
止
公
社
に
お
い
一
二
て
の
取
探
役
に
与
ザ
人
心
掛
ス

ち
は
、

p
h
州
コ
に
〈
い
ま
れ
る
か
ら
、
定
よ
い
を
め
な
い
こ
与
は

妹
二
品
ム
三
円
決
ι
J
が
必
要
で
あ
る

c

え
引
法
で
は
、
と
ん
な
議
銅
山
会
社
ご
も
、

ー
と
：
；
〉

J

し

3

、O
H
t
v
u作
品
ん
じ
日
ゲ
ド
オ
ミ

ノ

、

今
げ
に

rづい

同ヘ入品叫山ふアロ日山

q

け
と
い
U

（？ミノ

Lυ
／）

e
 
,, 
，，ノ

引け

l
J
A
U

＼
川
ノ／巳

↑
ノ
の
与
ヌ
平
山
川
市
で
、

J
L
l
い
も
の
の
組
み
什
わ
せ
よ
ど
れ
カ
心

a
z
m株
式
公
仕
の
パ
ん
わ
d
I

一
色
ノ
る
外
式
の
祁
に
コ
い
て
謀
波
制

肢
が
付
け
ら
わ
ト
て
v

ゐ
会
什
は
、
ち
は
介
、
公
開
余
什
一
＼
は
な
い
c

b

刷
令
λ

常
の
配
当
に
1
J
U

てi

一
討
の
J

九
%
る
株
式
優
先
株
）

JZ百九一一
J
Q場
合
、
そ
の
但
の
一
伐
の
ほ
式
一
普
通
抹
－
も
積

歌
株
式
〆
一
い
え
ツ
今

C

会
札
自
立
1
1
4
J

ゐ
州
日
行
主
h
d
一
、
い
る
味
式
会
什
に
汁
一
q

る

債
権
一
令
、
そ
の
ん
れ
吐
か
刊
で

N
t株
八
を
す
る
阪
行
、
状
物
山
山
内
〔
一
リ

る
門
叫
〈
口
（
デ
サ
ト
一
ク
日
J

－
ス
ワ
ヴ
nγ

ノ
＼
検
査
伎
の

調
査
手
続
き
は
、
ー
則
l

》
レ
ピ
必
要
な
い
c

d

取
前
円
司
会
ょ
、
古
川
判
決
4

一
中
川
や
中
口
百
中
止
が
認
め
h

れ
る
い
い
て
ム

口叫ナ
2

ト
刊
怖
い
プ
↑
行
J
ム
ヰ
ピ
目
、
与
に
切
も
位
催
寸
と
心
要
は

利
主
人
p
m
配
当
を
事
業

γ
肢
の
途
中
て
わ
う
山
戸
叫
ん
門
に
は
、
中

,, 
c 

c
と
ピ

c 

間
配
巾
川
一
一
一
除
与
、

f
f臨
時
計
什
科
書
羽
子
竹
成
ノ
な
け
れ
ば
士

J

主
、

y
し

('' 、J

~ 
' Lノ

λ3、
、く〆J

d
と
と

rヘ,,, 
、ン

a
し

7
b

ー
と

' 〈〉

ヵ 4く
グ】

井
丈
ぎ

のをJ

,:" d 

、ー
し、

' ,, 
ρ3 

U〕

主li

＇今b
w 

オフ

方し

' にH
K
同
裁
は
、
製
鉄
会
社
を
代
ー
衣
し
て
ノ
わ
っ
た
取
締
役
の
件
、
%

に
吋
可
る
政
治
献
金
ド
つ
し
て
、
に
款
川
去
の
リ
り
の
範
苅
円

円
行
為
一
一
に
あ
る
一
、
金
討
が
ム
理
的
ご
あ
る
限
川
、
古
川
吾
、
日
げ

月
九
必
・
主
義
務
い
も
主
反
し
と
い
と
河
不
l
人

U

恥
い
ィ
裁
は
、
相
恥
川
柏
市
日
仙
台
に
お
け
ゐ
代
表
取
討
伐
の
併
任
へ
堺

肢
）
再
孟
に
つ
い
ず
、
さ
該
代
先
取
締
役
ι
刀
な
引
を
去
っ
亡
公

汁
に
対
1

3

山ん
L

議
決
権
を
JH仙ァ
J
7そ
こ
は
湿
惟
だ
か
～
〔

J

、

特
別
利
士
関
係
P

ケ一方

T
主
肯
に
レ
r
1

た
り
、
説
ム
寸
ヘ
惟
を
打
品
川
一

5
5

士
い
と
し
日

収
品
或
は
、
力
投
ー
一
円
資
信
ろ
一
有
一
Q
P
L
V
官
十
九
正
日
ァ
特
t

に
の
布

市
市
下
引
に
つ
、
て
会
社
か
っ
委
任
を
す
泣
け
て
訴
一
山
代
理
人
L

一士

る
v

と
は
、
首
ム
ハ
パ
ボ
に
に
り
ゴ
た
ゐ
と
血
小
し
九

政
局
裁
は
、
訊
株
ヘ
募
集
株
式
の
）
発
行
事
肘
の
公
正
小
を
か
八

r

、
？
と
は
、
判
的
党
一
汀
壬
止
の
漣
へ
で
勺
央
門
付
る
」
L

」らゆ

る
円
♂
二
株
d
q
「
当
を
吟
き
、
例
外
な
く
叫
対
事
出
と
な
る
f

判
示
υ
た
（

新
刊
r
ペ
ム
日
比
手
が
ボ
中
i
て
あ
ゐ
と
［
て
も
ー
ム
パ
許
水
認

h tア
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日
議
い
h
はけ川

J
J株
土
は
会
刊
に
対

J

株
式
買
収
♂
求
権
を
行

使
て
♂
る
か
ら
、
古
川
比
交
の
ポ
う
ま
え
は
す
人
公
A
f－－仇げは、

合
併
辺
効
尽
川
に
な
つ
な
い
と
ゾ
た
し

い－

3
J
Y

、一J

C

パ

い

じ

《

Y
一ヒ

／ 

' lノ

九

Y
」
（

~I 

／ 

にらノ

ど
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｛第内
U

間｝

ワ

F
C
η
1
4

つ
ベ
ド
亡
、
松
山
火
山
L
h
a
さ、

ず

〔

j

v

i

R

f

；
：

t

：

Y
2引
は
、
発
ノ
ペ
υ
ヶ
〆
吋
作
町
一
＼
コ
パ
j
J
株
の
株
寺
芸
拾
わ
〆

t
u
侍
式
会
付
一
に
あ
川
、
収
耕
い
役
人
EJγ
」設中戸

J
C
い
な
い
Y
会

社
－
一
刊
、
寺
弘
fa
後
一
王
て
、
発
行
ナ
る
持
式
内
全
品
に
つ
い
て
〈

刀
株
式
キ
六
時
渡
仁
主
り
取
得
ー
す
る
γ

片
山
主
主
引
の
一
本
n
d
や
ま
3
ι
勺

旨
を
定
め
る
v

と
に
し
、
林
1
総
会
を
問
M
V
L
た
u

い杯！上山総ム二、

は、

Y
Aバ
什
の
川
賞
間
人
ご
あ
る
味
：
ド
対
す
る
茶
店
に
り
い
一
は

会
社
が
ぶ
時
引
を
承
認
〆
Z

ド
ド
ヲ
ケ
一
以
め
」
フ
と
た
r

～
の
主
）
な

｛
ん
め
は
ら
れ
さ
L
7
4

る
か

日
目
沖
士
松
ム
μ
一J
例
外
を
定
的
v
h
L

こ
y

な
く
｛
汗
Jm
変
止
の
忍
認
を
持

七
絞
に
、

Y
訳
付
の
株
土
々
の
州
市
ド
円
株
＋
↓
λ
か
コ
株
山
戸
γ

謀
れ
受

け
七
日
は
、
株
ベ
限
付
の
糸
認
を
会
仕
に
か
め
で
つ
と
し
九
ど

の
馬
台
、
わ
り
は
と
の
よ
う
な
手
続
を
ー
ら
れ
い
げ
れ
ば
缶
、
つ
な
い
か
し

引

Y
会
付
辻
株
主
総
ヘ
λ

山
氏
議
ご
ふ
り
、
B
の
収
符
！
九
一
株
式
を

試
し
取
る
決
ん
7
一
し
丈
、
ル
リ
ハ
J

弘法、

Y
会
れ
は
と
の
よ
J

な一心的引

を
と
ら
な
け
れ
ば
な
J

な
い
：
か
し

株
土
入
吋
山
、

Y
ヘ
A41
の
υ
叫んれ
J
M
H
M
件
ト
凡
わ
ん
祁
」
令
市
旬
f
L

て
い
れ

A
が
B
に
↓
、
一
つ
一
ワ
ロ
株
を
謀
波
7
る
山
町
に

Y
ム
ム
祉
の
代
総

会
の
承
叫
ん
L
P

何
日
ご
い
な
J
d
r

た
J

て
の
校
、

Y
会
主
の
株
松
公

に
乞
い
て

A
r出町民

U

一
二
仁
を
取
結
役
に
注
げ
す
心
宵
の
決
誌
か

さ
れ
、
ぞ
の
旨
の
註
一
記
が
さ
れ
七

J

そ
↑
で
、

B
辻
、
い
回
分
い
同
刊

行
へ
注
力
が
k

れ
「
に
、

A
ゼ
什
が
出
席
J

f

↑
出
齢
、
れ
た
む
を
民

締
役

γ
直
任
一
リ
G
U

の
松
土
稔
た
以
議
は
不
十
品
什
で
ふ
hv
と

J

一＼

松
ム
百
円
一
次
設
の
ア
川
仔
在
伴
ぷ
を
ぷ
吟
ゐ
訴
、
x
y
y
詑
起
し
れ
」
の
一
山

二
日
認
め
ら
れ
ゐ
か

｛
前
。
川
｝

設
川
中
山
拝
行
予
）
の
品
、
世
人
査
は
刊
を
持
ド
し
ド
限
疋
ー
す
る
疋
リ
リ
仇
刈
U

い
院
す

る
こ
っ
力
判
臭
A

（
長
判
町
制
凹
（
宗
五
日
株
、
総
人
可
決
訣

低
一
刻
一
昨
認
市
求
刑
円
」

J

心
よ
m
J
B
、
村
川
戸
厄

1μ
成
一
年
十
一
月
一

ヘ
円
一
品
川
町
償
詰
求
羊
件
一
）
を
託
ん
で
以
上
γ
の
判
に
ι
ム
川
ズ
な
さ

い
じ
な
ぷ
、
判
決
に
七
子
れ
た
河
社
二
一
九
来
川
（
川

I
l

山
A
ポ
l
友

一
一
年
改
け

F

削
胤
山
む
お
よ
か
阿
法
二
九
長
説
、
山
一
次
れ
い
成
一

市
改
正
技
規
定

J

－
ば
、
会
吐
出
一
条
羽
lr
相
当
す
？
の

J

い
「
記
の
よ
、
な
よ
款
w
脱
走
が
あ
ん
同
市

J

九戸に、

7F
の
例
外
は
し
し
の

ふ
ろ
な
ぬ
甘
に
4
J
U

め
ら
れ
ろ
か
ベ
川
べ
会
ν
♂
い
に

k

判
決
、
し
一
判
決
D
T
M
4

止
校
L
、
山
判
決
心
E
i
ハ
刊
を
川
崎
条
苫
き
に

1
h
d
三

u
J

3
会
社
が
株
工
総
告
を
招
集
す
る
い
昨
し
ご
、
書
耐
に
よ
る
議
決

梓
行
い
間
ふ
γ
剖
跡
的
？
」
ど
と

J

ぷ
の
代
わ
り
に
り
京
以
日
い
恨
の
代
埋
汗

校
千
万
仙
め
号
い
y

す
る
ご
と
は
吋
向
か
、
川
中
間
も
一
山
ぺ
な
メ
ミ
〈
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V
刑

事

訴

訟

主

中

村

砕

臣

救

投

市
山
八
4
1
3
一
ハ
一
日
－
徒
一
、
υ
同
大
J

Z

「
守
り
、
大
阪
別

警
同
J4祁
宛

ι、
t

ヌ
治
事
故
羽
場
へ
日

I
2出
動
J
J
4
芯

4
m堤

急
隊
員
h
h
、
一
機
長
抗
2

一
小
予
校
の
し
悦
生
「
若
干
を
柄
院
へ
搬
送
中

一
じ
み
の
る
が
乳
ー
い
い
い
け
と
の
状
態
に
あ
み
」
ビ
H
の

つ

番

活

雑
H
M

ふ
円
、
判
以
企
が
開
始
J
A

一れた〔

日
瓜
「
L
h
明J

ト
下
士
山
川
抽
出
同
し
に
岱
慌
市
川
は
、
事
品
計
一

5
1町
、
同
品
埼

付
川
一
止
を
犬
の
技
庁
ふ
山
ー
に
平
一

K
の
一
品
恰
終
を
目
位
争

J

た
／
の
リ
叫
明

快
述
や
、
事
故
民
地
付
点
に
一
作
卓

J

て
い
た
将
ヰ
市
町
円
動
中
の
運

転
者
日
の
位
、
止
、
現
引
に
沼
山
三
れ
と
止
の
佼
f

江
ト
治
ら
、
同
現

場
で
父
通
事
故
ネ
一
芯
ご

L
P
ハ
乃
に
、
そ
の
ま
ま
語
、
也
乗
用
円
此
小

を
速
も
L
J
L
現
地

d

か
ら
出
乏
L
た
A
を
割
り
出
し
た
、
常
務
一
一

退
完
投
托
比
一
三
一
応
川
人
通
出
違
反
一
枚
設
義
務
違
は
け
拭
苫
義
務

法
以
～
の
逮
杭
状
に
よ
り
、

A
の
円
宅
に
j

ぃ
、
入
手
泊
常
逮
鮪

し
、
い
「
れ
も
品
川
祭
弓
に
討
し
－
一
九
、
ら
わ
疑
者
八
戸
つ
い
一
＼
は
身
柄

の
Z
ま
透
球
状
記
載
の
肝
れ
で
L
V

致
L
、
被
疑
当
日
に
う
い
て
は

系
議
一
週
失
孜
死
弘
行
1

Y

J

て十川市早川－

fd
－た

J

J

R

ふI
E
d

川け
J
A
A
1
J

一
ス
山
と
し
た
崎
山
宍
イ
什

P
μ
、
へ
の
サ
山
門
〔
会
宇
対
求
守

JF什

さ
れ
み
じ
J

J

t

る下
J

、
人
中
平
ぐ
の
出
査
や
一
遂
げ
え
枯
栄
、
支
J

引
九
分

間
h

昔
、
円
江
川
小
計
端
末
出
、
解
訳
語
れ
渋
川
、
行
手

E
乙
れ
絞
疑

H

引礼、パム以内『弘
w
G
B
の一欠
3
い
…
円
山
～
れ
ー
め
ム
一
計
刷
マ
か
ら
、

m〉
れ
疑
μ
臼

At
は
、
れ
民
条
町
ム
円
間
町
山
半
fz
定一判
1

レ
、
ド
成
人

午
円
ヘ
＼
日
午
佼
ヘ
ふ
け
ず
二
〆
ノ
方
、
つ
、
ー
人
民

b
山
い
の
幹

線
凶
遁
を
走
行
中
、
与
え
事
を
て
い
た
た
め
合
力
川
悦
が

球
か
に
な
、
削
ん
叫

rru且
の
対
一
間
信
サ
カ
一
川
）
を
表
示
し

て
し

ω
m
じ
人
勺
っ
か
L
9
、
属
医
仇
と
み
」
d

j

h

t

め
、
折
一
か
ら

川
柿
附
少
、
品
を
青
伝
り
に
む
つ

C
Eノ
れ
中
の
干
に
い
同
卒
別
部

手
一
筒
笑
、
づ
て
、
円
を
用
問
横
断
苧
y
ヒ
ヵ
、
う
約
五
メ
ー
ト

ν

先
の
路
十
の
は
ほ
中
央
に
九
怖
い
測
さ
せ
ナ
が
、
荘
川
f

か
川
手
一
段

防
！
こ
く
れ
る
だ
ろ
う
と
特
考
へ
そ
一
ω
主
主
比
定
し
ょ

と
山
口
三
路

I
に
別

ρ
て
い
る
市
中
υ
出
直
L
て

ιり

ナ
パ
ノ
た

引
？
と
の
尚
弘
旬
、
ミ
述
い
の
M
4

ヘ
以
下
え
草
一
／
」
い
う
吋

じ
札
い
こ
吋
－
事
巾
円
折
半
三
一
庄
日
J

L

l

先
行

J

ど
き
ど
被
採

υ
C
R
は
、
収
討
を
法
L
、
疑
問
刀
、
け
祝
j
r

な
コ
た
た
仏
町
、

川
免
除
ρ
て
ふ
の
片
面
p
h
m

り
が
か
を
す
t
h
J
C
い
Z

の
J
L
J
A

一J

カ
す
河
内
相
断
示
世
を
辺
過
た
ふ
一
段
、
前
方
的
問
ド
十
円

J

ほ
ぽ

j

一
川
ヘ
ド
配
れ
て
い
る
阿
を
託
児
l
、
な
ノ
レ
キ
を
品
川
け
た

刀
一
間
に
合
わ
「
、
力
車
p
q
t

間
前
一
ャ
山
の
い
身
九
日
を
附
H
h
F
d
f

～

必
ド
む
下
苦
乙
次
一
一
九
番
通
報
い
九
日
比
告
に
中
が
中
七
吟
に

江
、
聞
h

、
作
L
L

の
転
倒
拙
白
川
ト
い
れ
い

t
説
に
死
亡
し
ご
い

た
が
、
死
川
凶
は
内
崎
破
裂
一
刊
、
あ
っ
た
心

川
中
ノ
ザ
か
、
へ
市
i

及
が
お
川
市
骨
、
山
中
一
以
一
日
草
と

－
J
J

以
外
ー
の
れ
一
円
山
口
一
致
主
恥
U
L
L

守
に
衝
突
勺
れ
目

戎
u
は
料
品
さ
札
た
五
跡
は
人
↑
く
な
い
v
r

ど
の
事
実
を
最
終
的
に
ぷ
定
I
一
と
が
、
川
T
の
M

山
内
で
あ
る
内
臓
破
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裂
が
、
八
本
の
苦
笑
に
よ
る
れ
わ
か
、

E
J
U
り
諜
迅
に
よ
る
も
の

か
、
成
い
は
八
十
育
？
の
前
契
1
C
M
亙
乃
税
桂
こ
が
あ
い
ま
二

ι一－

た
も
の
円
証
拠
不
明
て
あ
う
た
一

＼山川区）
検
祭
’
い
P
ι
、
A
b
γ

起
訴
す
る
）
｝
／
と

L
たい
7
、
ど
の
よ
う
な

処
珂
怜
祭
｛
し
？
、
け
事
支
vd
ど
し
一
刊
断
壬
一
戸
山
花
と
し
て
、
非
常
れ
、

非
名
－
剖
云
〆
一
そ
の
円
山
一
を
す
べ
き
J

九
一
町
一
し
、
沼
的
問
父
法
法

述
以
を
絵
ノ
＼
一
）
f

川
町
枠
…
P
J
H
P
が
、
＼
か
γ
ー
常
務
一
一
拍
た
交
兇
と

J
C
起
訴

J
一J
1
y

こ

ろ

法

廷

Lわ
い
け
る
証
拠
計
べ
の
結
円
以
及
び
明
白
F
J
F
に

o
Z」官

充
山
口
査
の
結
果
、

A
は
、
寸
mw
妥
仁
か
ら
『
一
へ
平
に
多
額
の
牛
人
戸
市
川
出
慌
を
国

円
て
い
る
が
、
出

7ι
一
］
ハ
コ
弥
市
で
悦
き
殺
L
A
、
く
れ
た
ら
、

日
行

O
U円
乃
祁
酷
を
出
す
旨
、
可
の
殺
1
1
を
怯
煩
ミ
札

C
4
4
f
A
什
毛
え
け
ノ
ー
（
の
手
引
き
ト
訂
以
勺
仁
、
川
成
一
一
ヘ
年

口
九
コ
什
の
夜
、
「
か
飲
酒
政
氏
さ
せ
に
以
内
少
に
三
れ
比
山

た
平
一
令
、
八
阪
市
内
の
幹
線
阿
抗
日
刊
行
」
県
市
五
昔
直
一
吹
山

竹
勤
山
山
逆
転
再
で
待
L
K
H
U
た
l
、
同
l
h
昌
三
斗
一
八

J

ハ
そ
ろ
、
じ
の
ん
ロ
図
会
主
パ
l
t
M－
一
酌
山
叩
そ
発
ん
什
一
三
止
、
設
ご

を
d

つ
仁
川
円
到
中
λ

官
、
川
川
町
泣
間
引
を
ふ
少
行
中
市
川
干
に
ノ
川
主
人

さ
せ
た
玄
、
円
佐
山
紙
切
に
わ
川
乃
低
伺
芋
い
つ
い
ご
は
、
事
交

に
切
の
変
市
に
は
な
し
J
し

ー
一
何
事
士
が
山
山
梨
i
町
ら
え
ド
な
っ
と
c

検討廿一〕
P
辻
、
必
A
に
円
一
い
て
は
ど
の
丸
み
な
円
相
宣
伝
説
ヒ
、

（
小
じ
じ
つ
い
て
は
じ
f

の
て
つ
な
悼
み

f
E
主
門
ぺ
》
玄
白
山
市
久
へ
と
そ

の
目
白
」
や
一
司
ぺ
き
か
一

3

警
察
官
が
、

A
の
ハ
宅
に
お

u
t
、
主
務
i
選
十
、
致
死
投
守
山
由

旅
父
活
窓
況
反
（
救
い
出
君
務
違
反
部
J

口
語
約
定
反
一
の
込
柿
什
い

け
よ
川
ー
で
川
県
川
連
析
に
一
（
担
J

ト
卓
ノ
押
ム

d

吐
い
は
盆
い
ぺ
）
限
、

ん
の

j

一一
L
を
ほ
索
し
、
一
ハ
ん
述
事
故
に
成
功
干
れ
ば
、

hA
州
〈
し

パ
／
〉
一
〉
ゲ
オ
の
父
払
い
や
一
約
十
却
す
る
f

行
記
哉
さ
れ
た

半
l

成
七
九
ば
一
行
口
付
け
仁
川

T
h
w
付信一タ」

a
H印
の
あ
了
斗

記
の
念
出
を
命
日
し
、
押
収
し
と
い
た
一
同
士
汁
；
件
、

検
長
官
F
が
え
を
長
務
過
失
致
死
と

J

て
起
訴

J

た
従
に

一
作
月
月
比
オ
て
被
料
ゴ
P
戸
川
山
一
い
品
白
川
さ
わ
れ
ノ
～
こ
レ
一
か
ら
、
被

祭｛ビ
F
が
、
こ
の
と

τ苫
を

叫
L
t人
生
め
公
叶
げ
に
u
青
山

J

、
持

行
人
入
が
じ
と
い
セ
JR
ン
て
い
た
争
点
工
を
ぷ
閉
す
る
証
拠
し
こ
に
請

求
し
た
い
と
考
古
え
た
が
、
n
h
一
工
河
拠
収
長
手
私
さ

i
、
及
び
一
i
一乙部

正
（
汁
拠
能
心
一
上
、
ど
の
よ
ー
な
川
け
担
タ
の
ゐ
か

J

V
刑

事

訴

訟

法

水

持

堺

別

教

汚

治

1
H

1
1
〉
主
司
↓
コ

J
＼

1
1
A

－三
J

－
E
予
i

i

b

－
f
l
j
i
J

し

ド

ト

L
L
1
2
J
J
4
J
L
L

会
什
円
で
あ
る
久
は

wiば
一
七
午
〉

H
日
y
十
諸
七
梓
ご
っ
、

出
設
す
る
た
め
に
口
屯
山
内
一
弘
草
川
崎
に

ιめ
て
あ

J

た
口
一
考
川
互
に
呉

川
正
一
色
、
っ
と

υ
た
と
こ
ろ
、
W
H
h
め
悦
か
っ
込
酉
パ
ム
b
F
に
よ
刊
を
か
け
ら
れ
F

一

P
辻
、
先
説
的
月
曜
日
志
一
〕
の
fw
で
川
列
べ
れ

t
l
た
か
り
」
戸
人
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！ぃプ
U
N
、
A
い
が
こ
れ
チ
詔
治
人
人
↓
こ
ろ
、

F
は
「
t

ー
っ
と
出
品
二
ノ
、

こ
と
が
あ
る
の

C
世
間
祭
い
者
一
之
、
向
付
一
雌
い
ま
寸
－

c

口
け
た
ミ
は

じ
の
；
め
、
山
中
で
品
川
ト
ワ

t
と
れ
一
き
ま
ー
一
？
と
同
べ
、
取
に
東
り
と
も

l

p

し
た
が
、

P
は
そ
れ
立
問
る
、

p

い一
J

ん
ど
↑

J

丸
町
草
ド
来
バ

て
ノ
れ
一
と

A
の
騎
手
一
と
つ
一
、
笠
宮
山
主
一
同
で
あ
る
円
マ
一
ン
主
に
索
づ
、

些
urv一
ー
で
け
ん
Jペc
t
J
J

円
七
時
二
心
分
？
ろ
、
世
［
説
者
に
有
し

た
A
止
、
そ
の
ま
ま
警
討
す
仁
一
桁
の
取
引
門
主
に
連
ふ
れ
ご
／
わ
か
れ
、

n
r
r

も
う
一
名
の
J
Z
R
J官
泊
、
り
、
九
月
六

H
の
戎
の
し
お
仁
八
い
と
1qhh

o
れ
た
。
～
刊
の
と
め
の
笠
間
か
わ
山
ら
士
い
ミ
は
、
不
安
に
な
川
、

何
の
卓
也
汁
、
す
か
っ
と
尋
ね
て
ず
人
が
、

P
江
一
あ
λ
れに凡門主一九

九v
f要
は
な
い
一
な
ど
と
い
、
「
え
、
か
え
っ
て
「
何
も
や
ま
〆
い
と
こ
ん

元
な
け
れ
ば
川
、
日
尚
ヰ
ヲ
て
れ
ば
い
い

r

っ
そ
4
f
J
U
C
も
出
国
川
人

L

窯
づ
1

円
ご
と
れ
ば
す
ぐ
に
ば
れ
る

y

強
H
比
い
け
し
洪
さ
手
迫
つ
＆

か
え
な
〈
＼
入
は
、
河
口
下

ω
八
弘
二
ろ
、
「
4
f
～
の
コ
丈
一
引
で
夜
八

寺
こ
ん

I
一二時川主
L
、
絡
に
乱
門
業
L
C
い
た
同
情
川
と
会
什
近
く
の
〕
仙

沼
汗
一
一
ふ
ノ
食
が
よ
J
L
γ

）
ル
一
ぶ
ほ
レ
ヰ
」
欽
マ
ペ

J

の
ま
ま
車

μ
同
僚

をい

M
4さ
せ
、
川
佐
子
ぶ
rみ
で
い
足
コ
た
い
絞
に
婦
宅
主
わ
と
の
供

み
を
し
七
ん

一
つ
打

l
王

山

こ

ろ

、

A
の
安
は
、
買
い
物
に
川
小
川
ノ
よ

、J
L

内
円
宅
3
出
た
が
、
車
工
出
動
L
と
よ
「
の

A
の
は
家
市
草
が
院
中

場
い
あ
る
の
」
ゲ
不
審

γ
時
一
己
、
会
付
い
山
一
山
将
し
と
p

ご
ろ

A
カ
出
到
一

｝
て
し
な
い
干
と
が
判
明

J
F
η

ぃ
配
！
と
ム
J

と
入
山
五
九
は
、
公
社
の

A
の
i
可
c
i
川
市
山
訟
の
つ
、
ヘ
を
芭
m
A
T
h
A
が
わ
h
T
h
H
に
な

J

介、

と
の
捜
索
開
予
出

J
f

L
J
取
調
日
＼
L

P

K

宮
り
て
い
た
λ
は、

M
川
H
午
削
九
叫
こ
の
、

P
に
対

｝
｝
「
公
什
ぬ
円
主
じ
述
山
九
千
ざ
ヘ
れ
さ
止
に
く
れ
一
と
主
主
た
が
、

P

は
一
事
情
隈
取
を
受
け
で
ご
守
）
去
は
↑
、
子
り
か
九
述
ん
込
町
上
て
そ
る

と
注
ベ
手
だ
け
d

、
結
い
川
州
川
乃
走
絡
も

J

な
か
っ
イ
I
D
A
の
以
前
父
は

フ
え
の
後
じ
！

f
l、
会
食
を
は
さ
ん
で
什
l
椋
九
時
十
ろ
王
で
耕
一
き
、
川
叫
一
時

幼
子
つ

A
か
ら
一
同
情
川
町
京
を
同
り
て
侃
記
す
る
途
山
、
仲
の
削
を
可

r
黒
い
も
の
が
捨
切
ゐ
の
が
万
～
で
の
主
後
車
に
妊
し

Mm仙
沼
？
を
惑
じ

ま
J

た
が
、
約
か
た
～
っ
た
ん
だ
ろ
ヲ
と
也
、
て
、
荘

j

誌
も

4
r
そ

の
E
ま

fuI
で
泊
り
1
L
X

／
一
の
供
、
立
喜
一
り
わ

P
ょ、

A
い
刊
し

業
務
上
泊
先
吋
日
記
在
ぴ

yum交
J

州
詰
違
以
叫
U
H
A
ι
吹
い
よ
時
速
民
、
報
川
口
義

務
違
つ
の
機
設
で
迂
姉
J
、
を
誌
ポ
L
、
翌
心
月
四

U
九1

1
3

制
ヘ
ノ
時
一
）

／
〆
主
苅
状
れ
へ
ん
吋
を
得
ふ

J

か

t

p
は
て
の
～
ほ
山
品
川
状
を
開
ち
ド
執

／仁三」
J
J
、
A
J
f
杭
門
索
現
川
内
の
前
古

A

主
に
泊
三
っ
さ
、
（
り
だ
川
戸
午
い

九
持
、
朝
交
を
終
吉
一
九
一
九
取
尚
べ
正
に
且
れ
ず
に
こ
ら
れ
れ
一

A
い
述
掠
状

キ

小
J

A

－
A
存
主
叫
一
三

U

り
は
AMπ
の
一
川
市
制
べ
で
は
、
入
は
「
九
月
八
口
の
刷
山
品
川
T
る

需
に
じ
口
分
の
豆
円
前
パ
ン
ベ
一
吋
部
が
人
元
一
、
＼
山
L

ん
川
い
る
－
ー
と
に

気
が
一
ノ
い
た
の
〕
一
＼
け
ロ
午
4

何判中主に

J
f

い
た
円
一
崎
山
叩
怜
盟
主
百

B
い
4
4
t速
約
し
、
会
け
ま
で
草
を
取
り
本
て
も
ら
円
九
七
ず
え
、
パ

／
パ
i
J
j

恥
ノ
替
え
ま
し
た
と
吹
川
し
た

F
は
一
）
の
民
民
か
ら

事
恨
の
物
副
ふ
γ
時
池
山
体
す
る
必
要
か
ゐ
る
と
判
断

υ
、
裁
川
目
に
九
万

前
」
止
め
で
あ
L
A
の
以
来
市
阜
ー
」
お
ぶ
び

E
方
ド
況
告
さ
れ
ナ
ミ

f限ki.主？； CEり 2'J8J I '1戸〔！iJC.7 J 
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る
A
の
門

Xd山
本
の
パ
ペ
、
～
γ
一y
押
川
市
と
す
る
投
索
宍
卯
〈
リ
J
r

J

滑り市

L
t
J
p
h
ロ
川
川
口
y

川旬、、

A
の
支
ら
に
は
何
ら
市
る
一

7rーな

，、
A
J
J
U
焼
山
中
拐
う
か
ら
、
町
中
を
：
刀
ー
で
川
嘉
小
岩
ま
で
送
ひ
、
れ

ん
ず
は

E
に
捜
索
羊
ノ
押
ム
μ
汀
い
を
｛
小
L
て
九
約
半
の
ハ
ン
パ
ー
の
町
在
を

l

弔
ね
ア
一
子
、
日
カ
サ
ご
に
ス
今
一
プ
寸
日

r
f
o
cに
波

4

た
と
述
べ
／
J

O
！

1
h
j
J
H
γ

つ
吋
〆
。
、
l
η
J
H公
判
川
心
人
兄
ど

J
1
明
日
干
ノ
ご
j
ミ

l
h

d

c

i

、
i

j

C

4

4

1

ぺ
：
f

Z

J

1

；
f

j

i

i

一
～
〉
可
立

H
F
川、

F
F
は
じ
の
ス
ク
一
Y

ノ
デ
／
口
町
「
且
さ
渇
会
訪
ね
、

hn
人
刀
ド
刻
、
乙
校
－
川
市
再
打
ノ
M
竹
林
を
の

ν

べつ
7

一件、、

j
t
H
L
R
刀
、
り
引
三
一

山
市
っ
た
ヌ
ウ
プ
「

f
u
Tィ
け
ん
ピ
て
川
市
一
し
ょ
校
開

J

た
J

（
が
バ
ン

べ

ぴ

f

」
ハ
く
ら
い
時
j
に
採
l
て
f
付
〉
、
行
け
－

vf
一
九
一
ぺ
れ
の
で
、

？
と
乃
は
、
ス
タ
ブ
ソ
ア
川
町
h
川
内
わ
ず
り
人
山
中
の
も
の
と
〆
い
が
い
か

決
し
、

B
が
述
、
去
す
と
い
心
）
山
内
み
が
た
る
パ
〆
パ
ハ
苦
味
し
出
し
、

仁一
L

江
草
花
出
雪
へ
の
者
名
士
求
め
て
領
泊
の
了
読
を
こ
っ

7
っ
之
、

寸
ふ
り
日
間
っ
た
じ

一
二
汀
可
け
ん
川
ヘ
守
ド
泊
祭
り
い
川
一
時
J

さ
れ
た
也
九
三
、
検
出
小
門
一
円

以
前
べ

L

斗
レ
、
「
手
放
を
起
『
一

J
一
、
ひ
主
14
げ
だ
と
晴
同
士
、
肯
め

つ
れ
七
語
、

H
「
甘
い
は
品
川
政
を
起
こ
1
J
P
J
一
九
つ
認
識
は
な
／
、
パ
ン

パ
ャ
を
取

J
5
xた
の
む
一
？
ま
た
ま

E
み
を
見
づ
け
、
吉
一
百
十
円
引
ー
一
日

ぶ
勺
け
ら
れ
た
の
す
ん
干
し
一
思
い
、
相
手
が
わ
が
コ
伝
い
以
円
叶
で

修
同
ー
す
る
し
か
な
い
と
む
っ
て
け
で
よ
と
ま
で
の

F

と
ご
、
刊
拠
隠
械
の

J
J
り；

ι
ま
つ
づ
一
く
な
か
っ
人

J

斤
岬
附
し
た
ー
か
し
内
民
巨
は
、

死
ー
し
事
故
で
あ
る
r

と
ど
久
i
h
d

乍
故
I
－
一
昨
刑
気
中
心
の
状
札
F
y
b
ワ九

こ
p

を
革
問
悦
L
、
へ
い
日
〕

U
下
山
八
守
、

A
｝
討
す
λ
ペ
ソ
住
い
の
荷

ボ－
7
行
J

j

ト

ト
J

私
立
川
で
ち
九
は
、
事
故
、
川
ガ
山
誌
か
な
か
コ
た
一
一
介

を
蒜
判
官
↑
L
T
X
ん
が
、
依
汁
一
ヒ
は
え
h

いや
4
L
、
実
払
W
L
h凡夫刊江川目、

じ
ド
よ
ひ
げ

Lmt父
ず
ギ
志
望
は
へ
十
四
r
A
帯
び
官
一
円
、
ヴ
イ
ι丸
山
台
説
法
反
、
川
悼
川
口

義
務
逗
広
｝
山
被
疑
下
ム
人
ご
」
内
向
白
川
帆
を
内
一
古
川
刊
し
、
ヘ
月
］

H
干
則
一

〆
ノ
同
、
普
棋
の
留
置
鳴
を
勾
珂
門
乃
時
」
J

Y

一
三
勾
習
と
れ
／
な
お

ミ
心
妻
は
子
、
け
U
N
J

討
に
よ
匂
i

一
町
田
辺
泊
τ
王
宮
け
収
ふ
王
で
也
一
察
か
ら
は

可
の
逗
給
も
三
げ
て
い
な
か
｝
だ

C

3
万
人
口
い
上
記
宅
天
で
起
」
さ
れ
た

A
は、

A
円
安
が
涜
任

1

－4
人
中
十
設
八
に
、
冷
静
！
な
っ
て
考
え
て
み
る
ー
ベ
ポ
故
寝
坊
は
H
W

右
ル
卜
仁
よ
JV」
に
る
け
れ
〆
も
、

ν
I
け
が
こ
害
地
》
九
j

記
n
f
J
J
O
ノ

事
山
手
起
）
二
、
勺
以
前
M
の
車
す
は
な
い
う
と
忠
、
つ
C

J

川」リ
zdを
政
バ

一
向
、
い
た
こ
と
は
事
長
刀
、
ゅ
ん
ぞ
れ
は
ど
貯
つ
に
し
h
J

引
け
で
な
く
、
人

会
川
砕
い
て
礼
が
つ
か
な
い
〆
は
与
え
h

J

れ
2
い
一
と
担
v
赤

Tf
人
を
ヴ
認

可
凶
i
w

1
4み
例
山
I
L
A凶
ま
れ
る
川
よ
そ
訪
日
k
！
の
問
題
山
、
を
A
N
3
L

hhふ
さ
L

ヨ
あ
な
九
／
が
4
4

へ
の
弁
刀
ゐ
人
で
あ
っ
た
ご
た
ら
ー
公
判
ト
お
い
て

い
か

1
2
T
1、
を
川
「
人
民
す
べ
き
が
、
そ

υ
♀
～
の
際
じ
の
J
う
な

J
拠
を
検
討
一
ヲ
ベ
さ
か
を
検
討
L
な
さ
v

片
山
ワ
－
一
ロ

以
上
の
没
例
い
れ
い
で
、
問
い
に
昨
今

J
i
L
4
5
い
r

J
T
成

3
1六
月
ニ
ヘ
一

H
、
削
八
日
、
十
八
陵
町
川
背
中
市
内
ケ
守
む
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A
叩γ

り
、
凶
ハ
り
L
C
現ヘヰ
j
↑カ

hn
類
を
必
ま
れ
三
と
の
通
報
が
あ

J
Y

監
察
官
P
ら
は
、

A
1
h
d
に
赴
ミ
一
、

A

カ
ム
J
b
d
情
宇
治
以
L
J
J
V

え
の
引

山
町
に
よ
る
と
、
川
H

朝
起
誌
と
入
る
レ
一
、

A
万
伴
居
間
デ
荒
一
つ
＼
し
札
、

ム
比
の
足
闘
な
」
が
あ
っ
た
一
一
ノ
、

ιv

仰
に
向
、
u

に
あ
ノ
ナ
比
ロ
産
品
川
川

丹
の
現
金
、
U

ハ
ノ
刀
刊
、
同
ヒ
主
慌
L
一
人
っ
て
い
た
カ
ド
ェ

ρι
ゲ

入
り
の
「
レ
ホ
〆
カ

1γ
等
の
末
伎
町
山
プ
川
〈
プ
バ
可
カ
ピ
約
一
。

ヘ
一
枚
が
な
ノ
な
つ
ご
い
る
と
の
予
三
で
あ
J

た
ド
ら
は
、

1
ド山内内性

川
け
の
香
組
会
一
一
定
山
川
品
、
札
場
の
だ
跡
、
指
紋
専
の
～
バ
拠
的
作
取
を

ぷ
み
た
。
そ
の
結
果
、
犯
人
の

b
の
一
匹
わ
れ
ゐ
ヌ
ヵ
ー
の
足
跡

が
抹
取
さ
れ
た
が
、
抱
杖
に
J

い
て
は

A
の
不
人
の
J
O

の
の
也
、
た
町

民
誌
な
指
紋
は
検
川
で
与
な
か
づ
た
ー

弔
社
け
か
ら
約
一
ケ
U
けれ
J

h

M

年
一
つ
刀
二

u、
里
中
釈
前
f

二
」
ノ
i

ン
、
切
了
右
投
3

士
一
物
向
を
U
！む
n
n
L
h
J
スJ
、
プ
レ
ミ
ア
引
っ
く
刀
1

ト

一
の
け
は
f
L
U
っ
込
ん
だ
れ
工
む
な
互
い
が
あ
ゐ
レ
一
の
通
報
が
あ
り
、
合
間
y
h

p
が
両
日
n
D
m
凶
f
A
J
d
t
工
事
川
町
を
符
れ
七
L

ご
｝
ん
、
日
目
出
ナ
ル
史
υ
へ
の

よ
う
い
L

述
べ
た
υ

そ
の
k
i
は
、
二
日
伎
は
h
y

め
t
J

が
人
コ
た
カ
ド
ト
ル
ダ

を
持
ち
込
ん
亡
、
一

yι
よか
ω
集
め

C
い
た
も
り
げ
一
が
、
も
う
い
ら
な

い
し
一
し
つ
の
で
処
分
し
れ
し
（
こ
の
中
か
、
フ
債
の
張
る
物
戸
け
シ
一
引
三
一

山仙、
J

r

f

、
れ
い
ー
と
す
ワ
ノ
町
工
、
弘
が
二
＼
い
り
な
ら
完
る
つ

i

一
町
り
が
あ
る

の
か
ζ

元
ね
た
y

ご
ろ
一
刀
t

ド
の
相
場
は
ヘ
ん
元

J

人

枚

4
〔

J

（ノ一

口
刊
以
内
功
が

ι

め
れ
ば
そ
れ
を
完
り
た
い
」
と
い
つ
の
で
、
私
円
八
一

で
特
日
珍
し
い

C
枚
ゴ
い
南
京
人
間
L
、
〈
パ
引
？
？
川
川
ご
引
主
取

J

九／

P
川
の
仰
向
い
客
が
昔
、

f
完
り
夜
－
中
込
き
が
あ
る
の
で
、
ぐ
れ
を
任
奇

売
出
L
、
買
い
取
つ
れ
カ
ヤ
ド
に
つ
い
て
も
盗
？
と
h

な
い
ふ
て
f

］てう

の
で
曲
目
ザ
去
に
と
り
あ
え

f
～j

け
c
j
b
一
た
い
ο

わし一が川
R
夜
に
υ
D
え
ら
拙
か
っ
た
い
L
り
涜
（
ド
込
自
に
ど
載
さ
れ
と

c
mア
パ

ト

4
尋
ね
た
J

V

）
ゐ
、
じ
は
在
宅
〆
と
お
f

、
ド
乃
岩
間

に
小
引
の
よ
、
に
吠
「

z
t
一υ

日
の
出
て
『
レ
ホ
ン

b
T
ド
一
じ
れ
を
完

J

寸
の
パ
広
告
分
で
あ
る
に

そ
の
方
ー
ド
は
七
【
ん
は
じ
め
ド
市
川
の
ふ
、
刈
仁
造
共
さ
れ
て
い
ゐ
つ
が
一

的
J

た
も
の
で
あ
る
勺
今
と
さ
テ

L
下
ン
カ

V

が
沢
け
い
あ
つ
ど
ち
向

い
川
圧
が
な
い
と
E
芯
い
、
し
は
り
ノ
ハ
旬
以
つ
〈
い

7
が
す
比
1
＼
日
か
ら
ブ
レ

ミ
フ
が
～
い
し
何
万
川
も
す
ゐ
吻
ん
が
あ
る
と
聞
い
た
の
で
、
け
り
、
売
れ

る
と
問
U
た
ク
レ
ン

P
の
互
角
一
が
人
っ
た
カ
ド
ヲ

B
川
店
九
」
で
り
I
F

F
L

だ
汁
は
一
事
現
場
「
円
一
写
し
引
苧
を
〆
C
お
り
、
立
の
山
間
苦
く

て
体
が
友
一
九

u
の
で
引
事
を
ほ
レ
一
ん
と
一
、
お
ら
一
ヲ
附
υ付
金
が
辻
キ
一

コ
い
と
イ
一
、
一
に
い
た
〈
こ
ろ
だ
っ
七
の
で
、
カ
ド
か
意
外
に
全
戸
な
っ

と
助
か
っ
ふ

nz
ば
、
（
の
♂
砧
1
y
u
n
次
訴
が
な
二
屋
、
つ
こ
と
に
小
宮
を
い
廿
九
、
（
に

一カ？

1
1、
凡
ダ
を

H
せ
ご
も
り
、
ズ
E
4
y
か－

y

」
手
ね
ん
／
が
、
仁
一
が

れ
を
ル
J
h
u
v

と
の
で
、
不
審
惑
を
強
め
、
ー
ち
ょ
っ
と
上
か
ら
d
ご

も
ら
、
つ
ご
」
と
辛
口
げ
て
、

4
L

の
川
山
手
町
内
ぃ
ー
へ
り
、
い
出
ロ
聞
の
削
一
そ
れ
h

L
い↓

F

イ
ら
を
日
も
つ
げ
た
の
で
、
一
こ
れ
が
そ
の
カ
ド
ホ
ル
ダ

小
」
と
（
仁
a
勺
口
ι
J
1
y

こ
ろ

t
C
は
一
河
川
々
そ
れ
手
認
め
L

J

f

v

は

能

門

m
i
m

」ャっか
YT
碓
認
す
る
日
中
人
が
あ
る
」

y

一
仁
に
さ
げ
工
ホ
ル
タ
ー
の
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拝
べ

l
、
ン
ヲ
聞
い

C
一
川
携
の
も
メ
一
つ
で
町
内
影
ご
二
が
、
そ
れ
に
ほ

t
は

特
段
伝
杭
L
な
ふ
う

J

た）

そ
の
後
、
カ

l
r
ホ
ル
ダ
ー
よ
そ
こ
じ
入
つ
ご
し
い
た
ち

l
h～
州
い
ず

れ
Jc
，1
宅
に
あ
っ
た
物
て
あ
る
こ
J
u
h
J
n
い
が
持
影
！
た
句
フ
立
す
r
か
ら

A

に
よ

J
Cぽ
之
さ
れ
わ
も

γ
の
主
情
聴
取
に
対

E
C
ヵ
、
う
添
ん

Y
r
F
b

汁
ン
ヵ
ー
に
trJ
以
山
一
一
ゐ
っ
ー
ル
ヘ

t

っ
と
っ
一
番
へ
寸
↓

γ
九切る

カ
と
元
わ
ら
れ
た
？
と
カ
あ
ノ
＼
？
〆
川
寸
八
述

L
た
た
め
、
れ
は
（
カ

A

占
ド
伝
人

L
J
L窃
盗
犯
に
問
濯
し
な
い
ノ
判
断
し
、
苦
布
状
去
百
点
〆
、

中
成
一

t
午

J
J
H
h一
口
、
逮
捕
状
に
よ
り
同
百
に
い
た

C
伊
達
摘

し
た
〔
そ
れ
恥
r
c
d
L
lゐ
ら
（
円
三
へ
二

ι
下

足

、

カ

？

f
ド
パ
タ
r

、

じ
の
町
市
主
週
一
阪
市
J

カ
押
収
さ
札
一
式
。

法
川
間
後
の
取
調
べ
？
に
、

jjk
は
中
一
初

f
i
ド
ホ
日
グ
ば
ヘ
ヘ
閏
L
拾一

J

た
μ

の
合
ヘ
也
会
〆
ご
い
ふ
カ
、

f

一
川
二
日
に
な
っ
て
れ
に
汁
1

火

山
安
次
乃
ょ
っ
な

μ，トを
J

た仁

h

d

今
一
年
山
月
。
口
ノ
r
削
寺
ニ
ム
J
今
人
？
刀

i

一
恥
詩
正
J
J
h

主
主

人
施
泣
し
と
な
か
っ
J

窓
力
一
つ
れ
は
一
へ
ス
珂J
へ
必
と
カ

i
ド
引
hhγ

タ
ー
を

訟
コ
七
。
忠
治
ば
庄
の
問
江
事
を
休
ん
で
λ

り
ぶ
り
て
い
る
門
に
責

消
し
た
が
、
カ
？

1
7
Mへ
一
－
に
な
ら
な
い
し
、
足
カ
づ
く
か
も
し
れ
な
い

？
却
し
、
川
辺
分
J

伝
刀
J

た（

μ
九
月
中
旬
じ
な
り
、
必
川
村
村
〈
ム
が
之
ー
，
、

な
、
二
き
と
m
U

亡、

D
か
ら
問
い
ふ
ん
ブ
レ
ヘ
、

y
カ
ド
チ
号
売
ハ
て
生
活

費
の
足
し
に

l
ょう
1

」
則
一
い
、
れ
の
JL

）
ろ
に
U

J

r

や
2

J

D

仁
は
そ
の
後
、

U
J
m
問
ミ
札
、
叶
「
成
一
七
与
、
リ
月
一
へ
い
）
円
に
什
出
店
侵

入
、
窃
恨
の
宇
中
ん
ご
川
也
市
川
え
れ
ん
／
第
一
［
川
公
判
訪
日
じ
お
ど
＼
洋

山
市
山
守
山
十
わ
け
の
慌
に
じ
ば
山
山
内
J

B
に
刈
っ
た
一
レ
ト
ド
シ
七
円
ー
は
、
ヵ

l

日
ル
M

ご

t
公一
Z
で
松
r

と
も
の
で
、

A
I
J
に

f
h
コ
た
～
）
と
ら

を
い
／
、
企
も
取
っ
と
は
い
な
い
一
と
込
べ
、
心
認
に
K
J
た
り
仁
の

国
産
冗
込
ー
へ
て
あ
る
い
札
革
、
じ
れ
T
H一
誌
の
自
問
や
培
回
公
軒
汎

H
町

に
は
ハ
ル
り
ろ
が
ザ
お
ら
「
、
仇
削
と
金
ド
ム
ー
い
川
正
拠
に
寸
円

J
M
H川
一
三
、
7

3
）
で
情
状
h
f
J

山
千
巾
心
い
す
法
一
枯
れ
問
を
γ
J
q
d
不
備
や

J

て

ν
た
L
L
め、

仁
の
れ
洪
九
山
山
川
町
ソ
い
に
が
、
と
け
あ
え
ず
一
心
訂
ff
保
留
と
し
れ
？
え
一
ふ
パ

刊
U
Fド川刈
J
、
富
山
内
J
d
l

心
の
詑
一
更
を
甲
J
山川た
f

ι

河
川
巧
も
士
以
内
ー
し

山
手
受
け
、
口
斗
防
廷
す
る
μ
｝
一
を
川
口
げ
た

同
lず戸川し一lfk 

I
J札打一日

mL含
ま
れ
ゐ
刑
事
訴
洋
バ
い
の
問
題
ム
を
検
討
立

訟 zii:と＂＇ :"" Iえi vフ Cl ギ~ I了品：1 ;z ，~； 
容 re保 lei払う 1g1曹人 iき さ
は翌日現勾上 イ告 の「し
1主人イt約 X ・ll ""' l韮 Eイ壬言己
下と庄，. ＇土 1ヱ；＇~ ど説

l市計、 1 士 のの例
z c ・e i私生 実 X 立ょの
の c"i.為上中 務 C' 培ろ常
招直るで保 !it ' 、な件
江主分 l' 'I険荷主 村t.＇＂－乃
l 古1外 る を契務 再三刀、公
内調コ＼ ' ::r：日蛇 ［！問＂＇I
4 停会弁と 」慌 の題 f
おの 1t； 襲しのグJ i'! Jょ続
リ 111 か ↑ ζ 可下J 域な i
c ，・.ら x いよー」 のるお
あを依よる よ l fJ とい
る＇；－郎 、'I；下 ι南 I；てき と

つむ干小欄イ；＇ Iか F二

こ た Z 生命のく博らら設
二 I OJ 訂作 法行茂 JP札 i'U
ろな結保｜日 i 動教摘ゐ σ〉
rお イrIiiとt't ' l 授し刀、ょ
淀 Z を }1:f、 ＇ ） ：・，』な、う
1この交式会 、ぉ 4 三弁 1;;
β 相＇＇・ ：：~ 仕 て話い弘デ

rr＆ノ＼法JJ oG ill 211.1 11"7三'106.7: 



つV
A
と
P
ー
と
の
問
で
は
、
ぷ
ト
ー
の
j

お
り
の
主
持
促
捻
川
人
的
が
あ
れ
、

今
日
の

Z
引
桁
介
も

r」
設
実
務
世
砕
い
契
約
に
志
づ
く
も
の
と
あ
〉
介

47
必
上
X
は
、
ハ
仏
中
よ
り

P
T机
知
名
か
、
フ
招
人
γ
川
刊
を
昨
mm川
〆
ご
ト
ね
り
、

今
同
の

Z
に
院
［
亡
忠
実
皆
な
乙
J
L
J
L

一
万
円
の
料
介
料
を
詰
ト
水
し

て
い
る
こ
と
が
川
つ

C
い
J

か
、
そ
の
よ
う
な
宗
主

ι
政
u
E
〆
ん
ま
主
、

ー
の
事
行
を
処
理
て
こ
ω

守引い

M
t
x
」
制
川
て
出
向
閉
店
と
な
る
吋
ぷ
法
の
ま
X
位
び
弁
詫
ム
上
峨

な
ぜ
ご
し
。

ど
の
が
談
一

井
口
以
内
王
位
カ
引
fL
？
〆
ま
た
I

相
川
肌
人
は
言
明
ん
の
私
Z
と
次
男

の
民
で
「

J

父
ん
じ
ソ
辺
盃
と
し
て
中
山
内
給
会
社
の
行
合
保
殺
が
あ
〕
、

7九

に
保
険
A

紘
は
一
〈
）
〈
一
ハ
万
円
一
聞
い
て
い
J

L
た
干
の
庁
八
叩
出
品
川

は

r株
式
た
引
経
由
で
司
ヘ
ー
も
の
で

r

と一）
4

つ
が
、

N
M
m
Q
に
出
b

h
一J

え
一
二
山
、
ザ
山
「
保
預
金
の
そ
取
f
、

は

L2Jん
し
と
い
な
い
こ
士
一
つ
ご
い
た
の
と
一
9

か
、
行
命
保
険
一
計
人
ル
の
死

亡
飢
険
金
受
収
八
樹
l
R
の
記
載
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
て
、
ぽ
）
保

冷
全
は
ト
ヲ
で
に
λ

心一定
v
R
に

ιι
れ
て
し
ま
っ
て
い
ゐ
の
ご
す

U
P抹
ト
、

ム
亘
社
じ
与
っ
て
、
村
内
山
間
祉
な
全
日
叫
ど
も
、
フ
っ
と
と
一

7
4
l跡
は
ハ
人
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

MlI
」
保
険
金
ょ
父
Q
円
相
続
防
産
と
し
て
け

以
さ
れ
る
ぺ

h
f
サっ

業
務
院
際
い
叫
ヘ
約

第
1
条
へ
ば
的
」
本
契
約
r

ぺ
x
r
pが
宅
柑
同
社
仁
川
M
L
、
F
が
法
的
紛

干
の
忠
埋
子
法
的
町
一
芹
を
ぷ
め
て
い
ん
鞍
杏
子

X
に
紹
介

J

、
X
カ

ぺ
山
菜
務
の
淫
引
に
斗
た
r

て
到
り
得
た

T
点
綴
F
A
に
持
す
る
資
町

伯
報
ネ
一

F
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
」
で
て

市
つ
】
量
一
先
制
）

P
は、

V
A

の
桔
っ
引
｝
比
佐
づ

v

一一L
刻
協
の
生
ハ
J

保
険
知
人

約
的
収
作
泊
、
λ
ρ
4
4
肌
出
μ
山
何
時
一
人
が
古
山
町
叫

d

た
と
き
一
円
、
科

J

う
札
口
子

数
料
叫
入
、
け
（
〉
%
を
V
A

に
又
い
か
つ
も
の
こ
寸
ふ

m
V
1
朱
ヘ
叩
仙
北
間
不
一
文
が

p
↑
対
し
て
、

V11d思
究
リ
の
削
ぷ
ム
T
U
v
を

凋
、
一
9
る
一
一
炉
、
い
勺
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め

F
に
い
心
し
て
斗
占
柏
市
役

の
↓
水
＃
討
を
山
口
る

b
u

ず
る
。

ロ
4
rベ
ヘ
利
士
制
い
崎
町
）
一
小
出
P
が
結
訟
の
、
斗
T

十
占
ー
例
ズ
山
北
ハ
川
相
続
人

キ
利
介
一
一
品
川
明
へ
μ
は、

rド
才
い
て
足
数
当
事
右
打
手
詰
会
一
得
る
も

の
と
万
五
一
円

V
か
料
入
ぺ
し
土
府
一
%
が
、
リ
対
Jq
る
保
険
金
託
求

曜
を
有
ぷ
、
い
今
場
ん
け
あ
る
い
は
反
政
や
J
A求
研
工
一
有
j
る
司
指
注

ヂ
め
る
場
合
は
、

P
に
お
い
↑
L
3
d
凶
容
の
承
諾
fA
件
L

J

L

で、

X

に
お
い
一
L
J
f
内
地
主
寸
る
も
一
川
り
と
j
ゐ

抗
日
法
（
ぃ
山
当
官
一
一
治
ふ
ら
だ
務
f
Aほ
何
人
約
し
れ
い
こ
、
I

山中小
i
費
問
は
F

の
む
円
也
と
二

P
町
村
日
壮
JC
二
れ
を
発
行
す
る

J

小J
I

仏
内
内
刊
は
川
川
、

「也

ι叫
企
実
円
山
hn
千
円
高

A

が
、
誰
仇
ノ
も
主
辿
に
、
主
主

J

ち

j
孟
じ
一
手
悩
詞

J

一
、
ょ
、
泊
よ
〆
る
あ
の
と
J
q
p
T

以
r

省
略

片山
2
長
ヘ
汁
主
人
、
川
議

Y
乃

2
ソ
の
Lh芸
大
い
お
い
と
取
の
べ
当
一
｛
円
安

に
一
ノ
い
J

問
、
〕
心
一
点
一
大
阪
則
条
例
の
該
主
部
分
は
楠
A
h
u
h
－

i

ゲ
の
各
事
案
に
お
け
る
弁

1MM人
Y
の
わ
品
目

γ
つ
ど
＼
弁
謀
聴
か
咋
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与を司
刊庁、

鈴木
に規
H召程

が
l〆 化

亡め
ノコ

ι長
一、

σ、我

λ ＂だノプ，，，グ
（~内
.~~ ti 
をを

＂＇日7るら
'• 力斗
6 ,. 

u 
季、
" ,_ 

貝同 ・c. 

己オし
な円
三 σ、

'Yr正 4牛lヲ平司J試股間;m

ー

ね

疑

主
A
L
M
、
公
社
員
一
γ
、
川
勤
途
！
の
h
i
i

別
ヘ
尚
一
こ
ろ
い
ん

仮
山
げ
に
い
庄
括
行

sx一
間
川
缶
、
む
の
亙
M
i
r
L
r
t
h
t

’h
ゐ
手
一
ぷ
ー
こ

L
で、

太
阪
府
h
k
x
何
一
下
記
参
w

M

M治
！
？
木
守
達
反
で
述
柏
公
札
九
）

一
七
引
け
の
ん
役
、

hv」
骨
汗
44dー
と
し
ご
い
同
市
見
L
J
j
弁
た
士
を
に

次
の
よ
、
つ
に
副
ー
J
4
1

2
払
は
何
ら
二
よ
ま
七
人
司
パ
ト
主
神
的
一
誓
3
1
v
r
罰戸、

t
G
γ
L
ワ
ギ
↑
ワ

w
め
の
よ
車
山
一
三
、
ト
ヘ
学
4
民
の
背
一
川
氏
い

か〈の

lι
い
主
な
り
「
姉
実
？
一

J

て
け
わ
札
＼
十

r
T九七山

主
計
、

4
u
r訳
出
ホ
ム
い
づ
っ
振
り
出
さ
れ
に
、
間
保
へ
什

一
）
う
つ
ご
言
わ
れ
ま
L
h
J

で
J
U
4
ハ
一
八
ん
は
何
ふ
り
〆
こ
な
い
、

事
情
キ
話
ー
ミ
ぱ
ヘ
刀
刊
一
っ
て
J
h
ら
え
る
ι
m
w
h
い
、
仰
臥
バ
円
五
一
＼

絡
い
わ
主
よ
！
？
に

4
4

ゐ？
f
、
日
夜
？
半
戸
内
交
の
子
と
は
叫
ハ
生
誕

さ
れ
平
二
四
り
に
い
に
駅
員
は

rの
斤
川
別
手
一
全
〈
同
い
て
F

、

れ
ま
也
ル
有
山
刀
も
川
町
ー
な

v
山
川
に
、
主
任
J

ぜ可

l
Eれ
て
行
か

た
＼
い
き
な

q
Z拡
v
h
j
ι

一
＼
し
ま
い
ー
し
た

「
延
芳
キ
一
晴
、
円
u
b
j

ハ
い
託
料
ー
ら
は
L

め
る
の
f

オ
デ
、
先
日
立
、

取
り
訓
ぺ
的
利
4
h
J

】一
J
で
ま

L
花
。
痴
渓
を
f
J寸
と
認
め
、

被
引
け
者
こ
れ
去
す
れ
ば
、
｝
バ
山
市
一
で
済
ト
り
そ
う
F
J
q
ね

J

忠
、
］
副

長
会
一
払
い
ま
す
に
被
十
お
じ

T
h
M
J
亡
く
だ
さ
い
じ
主
に
は
ぬ

み
に
ぐ
い
の
て
、
阿
山
川
市
ド
司
コ
、
心
掛
机
り
人
日
ィ
市
川
J
Fパ

L
－＼

一
の
ん
円
部
ム
つ
け
て
も
つ
ザ
え
ま
せ
ん
か
民
ハ
え
に
は
、
こ
こ

ナケい

urら
出
く
お
設
を
返
す
か
お

J
J
J
E
A明
l
て
f
さ
い
「
公

什
で
は
、
明
役
円
、
主
要
な
取
引
が
払
コ
＼
私
md
い
な
い
じ

そ
の
取
引
が

4
5
F、
公
社
「
パ
ミ
な
述
式
や
か
け
ア
一
旬
、
一
と
に

な
っ
と
L
d
Tつ
の

P
寸

山
川
被
ペ
ロ
ヘ
un
は
、
深
夜
、
友
人
民
と
車
ご
ピ
ラ
イ
ブ
中
、
計
一
梢

の

f
x
、
f
、
身
事
成
を
門
店
二
一
し
、
パ
公
害
主
に
た
J

人
組
作
骨
折
、

全
治
一

rF

【
ん
の
重
傷
を
負
内
せ
た
と

J

＼
全
品
よ
戸
川

k
m与

の
婦
で
一
叫
議
3
れ
た
一
危
険
運
町
致
死
傷
出
は
検
討
μ

」
な
く
て

も
よ
い
一

n
E忍
弁
主
人
に
去
作
え
れ
に

JY芯

γ
ト
次
の
ょ

、一

γ
川？〆人

L

C

一
夫
は
汁
仙
、
一
身
代
広
り
な
ん
で
一
9
J

あ
の
日
連
一
一

L
r
七
め

は
、
友
人
の
%
な
っ
一
二

t
J
お
は
あ
の
円
ι
中
は
な
い
り
お
沼
を
飲
ん

ご
い
え
〆
、
十
女
医
附
h

一7
2

ク
八
三
巴
虹
手
を
〆
て
こ
＼
京
に

は
歳
い
な
み
4
t
J
T
υ
ァ
い

ωヒ
一
、
何

γ
～
f、
円
の
f

－
d

f

も
会
副
何
仰
山
な
灯
「
！
一
9

0

L

、
円
、
て
の
出
に
門
川
わ
れ
と
、

実
刑
判
決
で
も
空
け
七
り
、

sω
判
ん
さ
ん
O
T
h
y

も
た

ιは
牛

前
と
ス
な
く
な
コ
で
し
ま
い
主
寸
私
は
わ
ザ
ノ
九
勾
ん
J

L
、
F

削引け

ら
ゐ
し

J
f
Mべ
炉
尚
子
っ
く
一
刊
、

J
f
ο

引
バ
一
、
最
後
円
以
り
詞
～
の
伴
、
刑
事
さ
ん
が
円
っ

f

J
m
♂
一
す
か
、
ち
は
と
1

川
、
匪
｝
出
国
で
ー
友
人
と
挫
主
泳
三
～

い
え
L

一
託
、
一
い
M

た
似
の
げ
什
と
の
宗
一
時
ー
に
九
九
一
止
ま
れ
三
よ

う
て
、
そ
の
件
で
、
け
ま
、
人
以
ゎ
内
の
曾
恨
崎
山
当
日
容
が
者
一
元
同
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て
を
A
又
け
c
v
L
号
、
な
の
で

T
一
S
は
酒
好
よ
一
一
し
づ
か
、
什
凶

ら
暴
力
A
T

お
A

V

J

よ
う
な
人
出
で
は
絶
対

tmマ
ノ
ま
せ
ん

ごち

ド
ド
ポ
一
弘
三
、

力
乙
つ
い
ご

γ
、
こ
の
え
通
事
umN
わ
下
辻
中
亡
い
仔
せ
と
け
で
マ
＼

伝
え
て
ト
さ
い

J

し
L
ア
マ
ヘ
パ
ノ
ス
を
し
ご
わ
、
っ
て
く
れ
よ
d
人

tyd伊
…
今
村
人

大
仮
昨
公
衆
い
山
岳
1
く
迷
惑
を
か
け
る

y
h刈
何
不
以

h
品
等
の
防

に
判
J

Q

F

え
A
F

一
山
わ
い
な
行
パ
M
h
川村古川け）

第
1

ハ
矢

何
人
毛
、
バ
八
に
羽
l

げ
る
行
為
を
し
ど
は
な
ん
な
い
れ

B

れ、
i
bパ
ょ
の
臼

J

ノ
、
？
〆
ゆ
み
町
一
合
中
ナ
一
、
勺
人
べ
は
よ
ハ
ベ
に
！
京
1
2

T々
f
u
J庁、ぇ
y
S
L

乞
ゐ

J
、
つ
な
方
法
で
、
公
正
、
町
場
所
止
は
公
共
の
金
約
に
お

い
て
、
1

久
覗
弘
J

の
上
カ
ム

J

、
↓
ん
は
直
視
人
の
山
身
伐
に
触
れ

zu

宇
レ
ノ
」
心

？〈

J

V

同行

交
と
人
の
’
A
合
寸
m

L

I

A

W
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i
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－

校
λ
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立
ト
り
川
円
以
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ー
の
罰
金
！
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た
「
フ
る
叫

角
一
去
の
山
門
亡
に
違
反
し
た
訂

二
涜
一
i
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決
心
川
町
ハ
疋
い
持
日
～
た
υ勺

第
3
同

7
J
の
小
川
に
h
p
い
て
、
そ
の
止
烈
主
山
、
つ
ι

た
だ
し
、
小
宮
山

γ
つ
い
て
U
、
F
ー
し
い

io
の
が
あ
る
カ
、
め
る
J

す
れ
ば
幾
っ
か
、
そ
1

て
侭
れ
か
を
問
ワ

J

ト
守
J下
、
h
y
T
O

山六、

K
4

～一五
J一
巾
下
一
誌
も
つ
つ
’
］
川
町

2
2
J
f
J

F
j
Fく

：

i
！
日

i
j
c
j
l
l

：
じ
し
一
1
J
T
i
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F

究き

小
山
川
〉
凶
選
介
護
一
白
人
h
J
岐
川
口
人
か
つ
υ川
市
チ
完
け
、
被
害
弁
引
の

父
砂
本
一
行
い
、
被
害
行
C
内
町
で
損
害
泌
引
に
お
l
て
行
口
が
成

7

r

J

え
丸
山
山
リ
ヂ
防
償
に
闘
よ
〆
る
ー
父

yu、
川
市
予
の
比
い
い
務
減
頼
品

ωフ

ぴ
弁
済
に
関
す
る
売
の
一
品
る
か
ら
、
凶
選
弁
遣
問
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P
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別

JL一コ

出
の
も
の
と
評
任
以
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y
F一に川河

4

玉
泣
弁
読
人
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子
、
乃
ほ

1

明
日
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に
別
途
ム
J
卜
居

f
l
鋭
部
壬
詰
止
す
る
？
と
が
で
三
一
hv
ぺ

一

ノ

一

小
山
中
ノ
弁
幸
町
ー
で
ふ
U
U
怪
物
明
波
訴
訟
提
起
の
判
誌
や
ポ
受
け
た

E
」
ろ
、
り

建
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所
ム
旬
以
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同
情
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打
乃
耳
湖
で
あ
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と
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刊
明
人
二
三
＼
防

相
ぷ
右
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但
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の
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か
コ
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受
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叶
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什
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司
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r
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円
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司
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司
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泣
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八
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土
佐
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い
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工
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佐
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コ
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b
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台
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古
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古
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懲
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＼
－
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制
山
川
信
組
一
ヤ
七
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り
川
円
と
す
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菩
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↓
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。
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レ
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工
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家
梓
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ヰ
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独
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蹴
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寸
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、
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司
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受
け
た
が
、
主
任

J

て
v
た
川
、
山
で
ポ

f
仁
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叉
評
決
吋
所
か
F

拘
を
h
て
い
た
茶
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－
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℃
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ら
れ
と

ι
戸
は
、

f
の
限
h
け
で
は

L
 

小
田
川
示
、
ぺ
の
つ
も

ι
L
い
も
灯
は
あ
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P
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；
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懲
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；
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猷
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懲
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仏
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懲
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台
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あ
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す
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ボ
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う
「
紅
台
の
い
れ
位
雌
が
薄
弱
で
あ
る
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認
め
ら
れ
る
場
ん
「
に
設
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す
る
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っ
て
、
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f
f
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る
処
「
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手
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h
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た

B
刊し

R
は
数
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に
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売
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小
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取
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れ
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収
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A
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］
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税
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反
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B
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、
（
出
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に
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中
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付
〆
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税
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三
に
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己
H
L
工
科
、
土
／
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税
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古
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／
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迂
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収
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縦
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↓
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「
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ら
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E
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さ
れ
一
、
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A
尚
1

ロ
が
生
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れ
取
市

J

を
ド
治
め
る
叫
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、
弘
元
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七
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い
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山
v
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れ
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取
を

J
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す
る
の
こ
の
場
合
、
片
山
側
は
と
の
よ
ヲ
な

辻
川
和
論
で
も
一
J
1
反
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－
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；
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＼
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仁
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令
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住
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を
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年
全
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一
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滋
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凶
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を
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右
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什
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川
市
一
七
矢
羽
）
、
被
保
浪
者

合
ほ
険
料
手
納
付

J

〔川
jι

八
八
条

J

、
そ
れ
を
に
で
な
貯
源
乙

て
拠
出
す
A
V

〆
一
い
一
ノ
柄
、
出
制
を
民
本
i

v

す
る
も
の
で
あ
る

川
法
に
よ
る
給
付

υ、
老
齢
件
全
治
一
日
仏
け
か
な

U

勺＼

障
一
午
込
一
い
川
法
一
寸
」
投

η
μ
pす
ん
半
人
常
一
い
門
法
！
勺
）
で
あ

与
口
勺
山
門
司
会
に
つ
い
一
↑
知
市
何
年
金
老
齢
相
什
ノ
司
会
、
持
豆
一

市
剖
伝
合
、

U
f
f山
祉
保
全
快
J

、
か
定
め
ら
れ
た
r

下
作
で
問
題

と
な
る
の
は
主
計
午
主
及
び
老
計
何
祉
午
全
で
ふ
る

ー
リ
老
齢
作
会
は
、
災
民
件
前
ハ
リ
済
問
問
が
一
有

4
以
ー
で
あ

る
昔
、
旧
庁
、
ー
ハ
条
ハ
AZ
ま
た
は
似
険
料
納

f
済
剥
河
川
d

O

牛
N
M
i
で
あ
り
、
か
コ
ー
そ
の
保
攻
UlMm利
治
開
閉
山
炉
一
保
没
引
免

除
問
問
こ
を
什
算
ー
た
附
出
向
が
↓
j
t
L

以
1
2
あ
之
昌
一
同
年
八

i
J
）
が
八
五
改

γ
直
乙
人
と
さ
に
LH
入
、
私
さ
れ
ん
こ
と
と
さ
れ
よ
っ

州
内
へ
法
判
的
川
町
刊
ょ
、
一
副
一
店
ニ
ハ
庁
出
汀

υー
か
ら
慌
川
町
峠
れ
と
が
、

）
の
よ
E
J

に
司
則
と
工
、

h
i
u
r

以
の
一

μ険
料
納
付
湾
引
門
小

虫
給
要
件
と
さ
れ
引
こ
1
y

か

ら

間

利

ハ

午

川

H
日
反
布
で

ff吠
」
ゲ
担
、
ぇ
Q
V
仰
は
正
一
民
ノ
「
山
市
い
加
へ
し
て
も
つ
ノ
長
五
で
に

一一

μ
伊
問
と
い
う
支
給
要
件
を
満
i
L
F
P

と
が
ア
ミ
一
な
し
こ
ー
と
い

な
る
な
ご
の
た
め
、
応
利
ニ
ハ
伴
l
以
月
一

U
現
在
日
お
U
J
L
一

改
を
む
、
へ
丘
つ
伐
を
記
、
え
な
い
菅
1

J

J

V

て
、
一
一
立
ヤ
L

い
つ

栄
治
、
科
紋
付
べ
問
問
川
同
μ
寸
乃
要
件
が
川
市
私
対
日
予
れ
た
（
N
N
U
こ
ノ
条
一

z刀
、
台
前
福
州
年
金
に
悶
ν
と
は
、
附
和
一
六
年
判
ト

J

一
ヨ

現
在

γ
お
U

て
ん
斗
コ
践
を
吋
わ
え
る
者
」
予
防
一
削
加
ヘ
の
い
限
切
除
七
、
f

斗一
J
9
、
七
ノ
戒
に

ι
一た
1

／
ふ
さ
に
老
齢
叫
が

4
乏
が
支
給
v
A
L

れ
る

こ
と
と
き
札
一
川
法
仁
川
条
、
八
、
ハ
牛
士
、
ま
た
、
四
円
歳
そ
記

、
え
ア
九
八
点
、
を
峰
、
ク
し
な
い
七
二
川
支
給
担
バ
1
1

域
む
巴
要
件
十
一
戸
が
綬
和

さ
れ
た
、
七
六
）
長
ド
当
L
た
と
主
老
齢
l

仙
社
合
金
が
主
治
主
れ

る
こ
と
と
ペ
れ
ん
－

m利
一
レ
し
ケ
i
川ル滝川第

ι
サ
に
よ
る
弐
主
絞

山
川
法
「
九
条
内
コ
ヲ
｝
九
ら
の
一
一
刊
午
主
は
、
村
山
庫
川
い
れ
い
H

但

r
年
拠
山
川
制
刑
判
J
h
r

令
を
日
け
が
い
す
る
と
い
も
の
で
あ
ゐ
向
、
品
名

rJ
士
ノ
戸
、
制
い
は
の
紫
t
比
一
切
ト
絵
日
事
仕
が
作
じ
て
い
た
場
古
い

よ
給
ν

れ
ん
ω
古川午
2

寸
告
を
粁
召
円
に
発

r
サ
ゐ
も
の
y

J

一、何軒

迅
的
主
齢
福
祉
午
全
レ
い
い
役
者
九
日
ょ
、
つ
に
、
拠
出
人
い
九
す
に
お

け
お
叫
山
一
一
内
を
綬
斗
L
て
又
山
加
す
今
出
ufrH立
を
、
処
川
町
を

油
’
必
ず
る
も
の
と
し
ご
補
完
的
老
給
料
什
ハ
勺
人
ム
ζ

い
う

U

川
山
法
七
条
一
明
は
、
川
一
り
と
れ
り
、
凶
平
山
字
合
的
被
保

攻
持
の
白
州
制
ト
づ
い
ご
、

H
ふしいtRP）件

J
J
I有
す
る
一
三
崎

以
ト
ハ
心
↑
成
末
荷
円
以
本
田
氏
は
、
同
氏
公
主
的
間
以
険
お
1
y

ず

るじ
L

レ
古
川
氏
、
口
木
同
籍
を
右
し
な
い
悦
引
を
除
外
し
て
い
た

～以トー、

u
t
u久
（
頃
季
五
等
条
頃
「
そ
の
T
1
W
F
b
t

［会ベ

等
介
、
仕
い
と
し
、
〕
し
｝
し
一
ユ
ル
一
補
完
問
主
齢
福
祉
午
ー
金
円
支
給
±

什
や
疋
め
れ
一
町
出
五
二
条
一
点
（
（
叫
ん
利

u
u
弘
法
辿
第
九
日
」

（仮ノ＜iJi'tJ oG i:、211.・ •lc3 ・?'106. 7: 



よ
る
ら
叫
リ
絞
め
旧
辻
、
七
九
条
♂
は
、
そ
り
た
だ
下
で
三
に

の
者
が
ハ
〕
」
夜
じ
達
し
ん
け
に
お
い
＼

urご
」
氏
で
な
い
1
r
I
3

、

又
は

μ
本
同
門
に
住
所
全
有
し
止
し
ー
さ
は
、
一
円
以
川
で
は
な

ーcL
ふ

ル

L
J

め
、
老
齢
一
一
川
悩
λ1全
｝
つ
川
て
J

七、

H
4凶
祐
ヤ
有

J

ん
よ
者
守
主
外
〆
て
い
／

山
時
民
心
戸
川
和
「
問
守
る
条
約
へ
昭
和

μ
六
干
一
日
月
一
斗

1

条

前
車
（
一
一
口
、

N
M

性
「
人
全
仏
れ
と
い
、
」
を
批
油
し
た
こ

乞
に
伴
い
制
斗
ふ
れ
た
梢
民
灯
油
牝
に
酒
川
、
之
久
A

約
作
寸
へ
の
肌
に

に
什
う
出
ー
へ
岡
管
内
〈
介
、

σ他
悶
係
法
出
立
の
整
何
ド
問
寸
る
法
伴

、
問
点
ム
れ
ハ
司
法
律
同
ー
μ
八
六
日
，
明
月
斗
川
午
ハ
パ
バ
ロ
ヘ
ム
布
、

昭
和
立
じ
4

一
F
h
門
戸
施
九
に
幻
下
1

整
備
法
じ
て
い
う
I

）
に

古
ノ
、
出
法

t
余
点
山
川
一

H
本
同
尺
」
の
え
ず
門
は
よ
心
L

に
玖

町
、
れ
た
っ
二
ど
し
よ
れ
、
町
民
’
L
I

支
計
は
し
お
け
る
抱
牛
山
M
m
戸

へ
市
内
被
保
険
昌
庶
民
w
に
つ
与
、
同
特
支
作
が
持
博
」
え
れ
た
戸
工
J

、

氾
祉
年
ふ
い
J

い
亡
も
ー

M
M仰い
h
H
M
花
宮
内
は
蹴
寄
え
れ
れ

L
h
r
J
、
社
1

而
沃
陪
山
川
羽
L

あ
ん
了
｝
お
わ
川
渋
の
川
県
は

同
は
の
施
行
I
H

－
附
利
l

斗
仁
斗
一
リ
一
じ
ぷ
絞
め
期
間
h

つ
、

C
の
み
／

J

、
従
前
い
陸
路
一
三
叫
ト
で

J
H「
人
午
告
の
故
対
決
布
J

さ
れ
な
か
コ
た
苫
に
対

J

、
加
A
，C
坐
仙
け
い
を
適
町
一
す
ゐ
デ
ム

η
り
り
ヂ
ハ
ソ
民
汗
吉
ベ
ハ
J

＃
じ
フ
れ
る
一
と
ま
な
か
っ
九
一
ま
手

〈

d
j
l

）【
f
J
I
j
i
；
i

l

；

’

；

ー

；

一

J

益
的
J

民
和
川
端
正
い
一
項
で

υ、
一
戸
市
和
ん
門
会

r
〉
い
仁
、

7
一
の
は
作
に

よ
る
は
i
E
の
日
い
ん
斗
主
泣
い
よ
令
指
剖
午
合
が
主
治
ペ
れ
ず
、

又
は
主
設
以
什
甘
ん
止
の
受
給
梓
u
h
J

消
滅
F
心
事
由
て
あ
っ
て
、
地

行
I
H

同
に
生
じ
1
4
2
れ
に
芸
品
っ
く

M
法

γ
？
り
泊
祉
字
合
め
が
え

給
J
｛
は
宍
縫
い
つ
い
じ
ほ
、

な
お
説
山
内
問
い
仇
る
つ

〆」

U
も

J

ハ

た

勺

ア
ぞ
の
様
、
同
氏
年
金
法
一
一
の
お
や
い
4
止
イ
ヲ
ツ
心
バ
け
い
詮
一
昭

紅
ヘ
ハ
も
咋
仲
泳
三
引
当
日
、
以

f
一
新
法
一
と
い
う
J

L

よ
り
、

従
点
、
性
店
者
を
対
象
と

J
E桃
山
f

臼
年
金
日
呼
生
年
金
宍
尚

ふ
っ
金
）
一
凶
去
年
会
に
九
九
い
し
て
い
た
JH金
制
皮
が
改
め
ら
れ
、

耳
M
ん
ノ
～
人
ム
の
厄
則
を
令
市
什
氏
に
批
ト
八
一
9
る
と
と
も
に
、
令
市
什
い
い
山
共

通
の
品
慌
九
人
4
r
z
同
氏
ん
十
全
か
け
よ
給
1
1
を
の
一
に
恰
町
在
年

金

会

主
H
ピ
斗
ゴ
マ
A
f
〈い
λ

い
わ
ゆ
ゐ
一
唯
一
定
、
的
体
系
ト
ー

端
、
読
さ
札
、
老
齢
と
金
等
は
在
齢
L
殺ノ
A

八
ム
し
一
は
め
ら
れ
た

一
苅
法

4
条））

イ

x，
前
北
川
政
2

寸
告
は
一
一
ハ
ノ
長
か
え
ヘ
ハ
歳
来
日
乃
託
を
被

保
険
vu
と
三
保
険
料
納
付
治
則
却
と
保
険
料
免
除
切
削
レ
り
、
じ

尊
師
ν
阿
が
立
年
以
ト
の
右
ト
対
し
、
ハ
ア
バ
歳
【
叩
J

h
宇
支
給
Z

J

いる

と
こ
ろ
、
新
民
二
人
化
人
二
此
止
伐
に
国
民
住
主
い
い
山
＼
強
杭
加

入
と
去
、
れ
た
苦
－

f
L
之
ば
汁
プ
リ
マ
／
の
支
h

ご
に
つ
い
て

は、

Z
J
h州
北
除
外
寸
い
い
の
之
給
夏
川
け
で
あ
る

T
J
1を

J

け
た
す

τ

の
7

主一右
L
Yパ
ρ
牛
じ
川
河
る
戸
と
と
な
っ
た

k

そ
の
ん
の
、
新
法

ム寸、

J
I
L
K－J
h
の
い
干
者
約
た
吟
の
経
過
措
」
匿
と
し
て
て
れ
ま

で
同
伴
意
切
人
脱
出
を
介
革
対
M
泉
町
出
し
」
L
て
ぞ
の
被
保
仇
明
石
問

削
に
ん
F

算
す
る
刀
式
を
と
J

h

一
三
J
L
、
出
土
い
じ
条
の
岡
山
市
来
項

ト
よ
り
凶
1

土
午
士
の
い
珂
川
本
険
者
い
こ
な
ら
な
か
っ

r引
間
J
C
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象
刻
閃
い
巨
人
去
、
れ
た
よ
新
法
附
則
八
条
利
息
一
J
3
1
た
三
、

一
）
内
子
ハ

y
k
μ
豆
町
象
郎
防
＼
の
革
一
人
が
一
4
一
心
め
り
れ
た
も
の
の
、

支
給
却
の
立
記
に
お
t
と
は
羽

rr、
じ
納
付

ν
た
期
間
に
よ
る
ニ
ー

と
さ
れ
た

'Yr正 4牛lヲ平司J試股間;m

川門法

ι
む
か
貯
六
「
』

H
一
日
治
一

J

花
行
勾
れ
ん
が
、

え
て
の
施
U

J

J

に
h
d
v
t
六
つ
歳
以
】
の
背
は
新
庁
、
r
り
広
岡
山
て
T1
け

「
、
説
法
ト
よ
る
改
止
前
の
問
え
年
人
寸
法
が
引
ふ
信
洋
透
店
、
ご
い

ん
一
羽
ぷ
市
別
二
条
）
ず
か
ん
、
新
T
K
施
行
日
町
ド
光
止

J
Y

九
十
九
ム
給
付
l
r
J
I
V

二
は
、
い
州
法
附
悶
二
一
条
項
l
一
ち
と
に
、

一
川
日
目
見
守
〈
笠
注
に
「
か
る
ん
午
告
と
る
給

I
両
市
一
に
つ
い
て
は
、

一
中
略
）
な
お
い
～
川
の
的
じ
よ
る
I

一
l
v
c

札、

ψ
予
備
法
制
え
似
吋

同
段
、
尚
之
措
置
な
し
し
い
沿
品
措
訟
は
詳
た
り
上
な
か
に
ド
）
－J

た
か
〆
＼
施
ノ
什
円
に
お
い
て
ノ
（

i

）
政
以
ー
の
占
？
ハ
札
前
出
一
鰐

要
刊
の
よ
め
老
齢
ど
一
ム
ム
な
い
〕
古
川
師
団
社
人
い
ム
ム
小
ム
フ
ょ
が
九
三
村
な

カ
っ
と
者
い
J

い
亡
は
ー
凱
法
の
芯
封
基
侍
午
人
ザ
w

の
か
な
ら
ず
、

析
は
u
聞
の
右
齢
公
金
、
老
怖
和
判
2
4去
り
そ
丘
町
さ
れ
必
カ
っ
て
〕

む
昨
牛
は
ら
辻
、
そ
れ
ぞ
れ
、
旧
世
地
行
半
－
L
、
旧
法
1
条

頃

日

E
給
条
攻
に
仇

J

ご
包
民
年
i

需
ム
ム
肢
の
一
取
県
南
長
の
資
料
要
件

を
人
？
と
さ
と
す
、
日
以
4
企
じ
加
入
ー
一
色
ノ
人
？
と
が
C
ミ
一
企
カ
っ

tじ

埜
掛
川
止
に
よ
り
同
給
条
Fh
岩
山
地
山
附
さ
れ
た
品
川
4
、
軍
司
己
～
h

は
、
拾

い
河
守
山
h
Hで
あ
ん
一
日
一
店
立
七
年
一
「
バ

u
i時
、
ハ
ノ
歳
以
上

f

ハ
パ
、
成
ー
未
満
と
い
ト
被
保
険
省
内
貨
同
品
川
市
ん
、
f
z
I
k
tえ
与
な
か
ワ
九

た
め
に
、
同
J

九
九
ん
止
に
加
八
ー
す
る
こ

ι
が
ご
去
な
か
っ
た
ま
れ
、

新
決
施
行
当
時
、
原
山
り
は
い
ど
ノ
れ
も
よ
パ
リ
ト
肢
を
崎
え
て
い
と
L
Y

め
h

被
保
崎
詰
ー
と
は
な
A
－

r
引
主
絞
主
、
有
へ
弐
稲
川
を
三
り
る

と
が
で
え
な
か
う
た
一

、同
1
）
作
成
情
け
い
附
同
月
広
が
主
的
J

叫
廿
年
パ
ヂ
川
支
給
二
主

川迎止
L
C
山
内
山
阿
川
一
な
い
と
寸
フ
ら
な
と
、
同

K
に
お
い
一
、
原
1
3

ら
に
対

J

～
れ
ら
の
汝
い
ぷ
崎
町
古
も
H

一
は
け
な
か
っ
L
J

こし一、

M
A
ひ

訴
件
い
に
お
い
て

t
H
7
り
一
〆
い
れ
1
軒
把
出
制
の
年
金
l
A

川
ポ
認
め
一
ゐ
な
レ
乃
此
」
円
拍
置
を
誌
じ
マ
ネ
か
フ
’
J

～）〆！
h

出
兵
一
同
条
一
項
に
違
反
J
F

ゐ
か

J

J
山
2
）
上
記
の
同
い
レ
対
し
ご
L

注
目
一
条

t
J
Vポ
一
一
北
の
同

答
が
l
寸
子
つ
れ
た
レ
仮
定
イ
ヲ
ゐ
l

そ
の
川
崎
人
口
、
け
d

附
法
則
則

一
九
日
及
門
剥
法
い
悶
L
9
る
同
会
議
日
の
止
法
行
為
ま
ん
は

国
語
市
休
刊
撒
湾
役

ι川町ドヲ
2

し刊叶
J

村
、
り
品
礼
治
n川
町
仰
を
品
乙

右
か
っ
ι
ド
立
主
不
作
為
は
、
国
家
出
p
h
法
達
法
で
あ
る
ur

い

κ
る
か

V
拙

方

自

治

訣

村

上

i
h山
川
教
授

以
ト
ー
の
問
の
、
二
問
を
選
択
！

J

～
川
市
在
日
よ

｛
山
内
定

1
］

以
ト
の
事
！
大
問
係
を
ム
♂
刈
な
、
設
問
に
答
吋
よ
ο

X
市
ヴ
辻
、
川
手
ン
コ
店
の
建
設
計
山
！
？
9
y心
地
域
引
え
の
反
対

運
お
ど
却
ヘ
設
に
、

xr川
ノ
ュ
ノ
ン
コ
出
等
、
う
ー
ム
与
し
タ
ー
が
欠
び
プ

プ
汁
一
ア
ル
の
江
築
ヰ
J

の
法
制

γ
悶
「
ゐ
条
例
」
ヘ
以
で
は
本
件
条
例

乞

V
2
ャ
削
京
し
一
一
｛
ミ
た
一
同
条
外
に
よ
れ
ば
、
’
1

ノ
シ
コ
店
主
h
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甜
紛
争
皆
川
浩
ょ
う
と
す
る

C
は
、
巾
長
め
同
互
ケ
一
変

2

三
一
九
氏
、

市
民
は
、
住
品
川
の
い
川
E
A
U

，
街
化
対
些
一
川
城
で
あ
ノ
ω

と
き
及
び
一
古
川
4tt

末地

成
以
J
J

引
の
用
金
地
域
で
あ

ω
と
さ
は
川
主
を
し
九
%
し
い
と
さ
れ
～
四
条
三

川
告
な
ノ
、
注
妥
4
4
4一
め
よ
ハ
戸
す
る
お
い
ヤ
J

L

一
亡
、
↑
pkμ
は
、
連
ι告
の

山門

l

、
川
下
状

MJ促
そ
の
…

u必
要
な
柏
市
を
誌
や
し
る
よ
う
八
叩
じ
と
こ
レ
が

で
き
ゐ
ヘ
ヘ
条
」
と
世
定
ペ
れ
て
L
た
工
一
だ
与
ペ
ャ
生
日

M
に
吋
1
d
v
ω

割
引
の
川
市
｛
に
は
な
か
J
h

コ

へC

一、

Y
は
、
よ
印
有
ヴ
パ
r
一J
／
円
一
店
を
告
仁
－
↑
と
中
一

r
刊
〆
、

T

九
円
b

条

例
二
条
い
基
づ
主
、
市
三
に
任
以
世
の
い
川
河
山
手
」
中
一
一
一

J

た
が
、
山
長
は
、

な
い
た
予
定
地
が
都
十
計
附
法
上
の
棋
古
ぷ
地
域
い
抗
す
る
）
と
か
F
、

川
宗
を
州
ア
小
川
た

l
yは
、
司
と
を
氾
げ
ら
れ
な
い
ま
ま
、

X
ト
川
町
包
装

I
弔
戸
建
築
作
一
品
切
巾
唱
で
r
p九
一
す
た
j
一
乙
ろ
、
山
比
築
ム
丁
中
山
は
伊
意
f
u
H
m

添
付
が
な
し
、
一
歩
一
生
刊
に
受
理
を
中
小
石
二
一
三
め
、

Y
は、
X

J

「
の

建
築
F
1主
い
た
に
帯
主
請
求

d
L
ぃ
、
務
堂
前
ぷ
を
認
容
す
る
裁
ム
寸
ヘ
を
悔
い

て
、
建
何
人
手
引
か
い
っ
建
築
碓
一
討
が
を
受
け
た
そ
こ
と
百
三
パ
ナ
ノ
）
一
店

的
接
2

米
工
手
に
右
ヱ
ナ
レ
み
の
と
、
市
長
は
、

Y
に
刈

J

て
、
条
例
入
会

に
民
づ
き
、
辿
集
中
止
命
九
を
発

J

た
が
、

Y
が
処
築
山
山
千
社
汁

J

ょ
う
こ
し
た
た
め
、

X
は

Y
を
佼
h
u
c
し
て
、
川
込
知
人

ι？
の
d

枕
ノ
山
フ

22

－bhH
ムリ）「下、、♂一！こ寸一一

J

、し

え
ず
M
K
r
九
古
川
え
科
小
川
山

な
J
U
、
本
九
十
長
判
辻
、
ど
り
お
、
L
M
Iじ
で
あ
る

F

と
チ
号
制
世
ド
主
察

し
て
み
ト
ふ
う
u

｛
設
問
l
｝
巾
山
の
山
ヤ
オ
中
八
叶
い

Arわ
P

ム
ゾ
均
台
、

X
は
杭
お
隠
れ
一

確
保

f
口
ど
［
て
、
り
以
上
の
怯
川
刑
執
行
の
子
段
y

一1
1
の
ム
山
持

強
制
合
会
ぽ
町
市
一
Y
3
る
の
だ
勺
っ
か
叫
さ
り
に
涼
は
い
出
従
FZ
ム
之

J

た
げ
れ
ど
も
、
そ
の
義
務
を
｝
夕
刊
し
な
い
場
合
、
わ
政
代
執
行
花

に
以
上
っ
し
こ
代
秋
作
を
泊
町
一
～
よ
一
る
だ
ろ
か
ι

｛
芯
山
ツ

J

｝
半
ら
わ
H

政
椛
い
よ
り
課
け
一
ら
れ
丈
義
務
A

川
崎
打
を
求
め

と
訴
訟
と

L
亡、

4
♂
卜
乃
執
htv
弐
め
ゐ
訴
訟

ι、
可
能
な
の

だ
ろ
、
か
こ
の
山
民
に
悶
し
て
、
最
高
円
批
判
川
決
（
ド
成
一
凶
年

J

J

月
九
円
－
は
ど
の
よ
λ

↑
ち
円
以
し
一
L

い
る
の
ど
ろ
う
か
此
判

川
法
奈
の
必
作
卜
乃
争
一
訟
一
？
巳
去
に
羽
万
一
台
比
h

コ
仇
っ
た

式
い
A
I
れ
右
か
ら
い
ん
N
J
J
て
ム
ょ
う
叶

↑
一
の
沿
ノ
口
、
問
所
施
設
レ
R
4
9
ゐ
店
川
体
内
沼
机
公
開
決
定
μ

川刈づ
F
2
9
凶
の
聞
か
う
の
町
市
消
詐
訟
提
U
川
予
件

P
M治川

i
r
u
一一一

rL

七

H
一
口
」
お
よ
か
収
ま
人
だ
り
本
尊
訴
訟
事
d

l

一最

Tmm和

五
六
rv河
月
七
日
）
乃
J
R
吋
故
河
川
叫
に
ふ
れ
な
が

J

詰
仁
ご
み
戸
）

｛設
H
n
3
｝
前
述
の

TU山
川
河
内
／
一
｝
に
黙
l
、
も
し

i
一
辺
品
川
ぬ
い
t
h
決

（
i
成

団

信

七

H
九
H
J
か
あ
る
川
、
り
、
可
出
上
の
執
行
キ
一
求

め
る
訴
訴
は
お
よ
ぐ
不
円
能
に
な
フ
た
め
て
一
む
ろ
う
か
可
一
日
前

日
双
当
浪
に
h
1
r

日
ょ
、
つ
必
需
見
白
川
が
あ
ゐ
の
バ
ろ
っ
カ
そ
し

＼
布
れ
な
叫
4
酬
を
提
起
？
一
て
、
叶
士
心
問
rつ
を
よ
小
の
今
訴
訟

を
り
能
に
す
る
よ
め
」
よ
、
〆
一
小
川
ょ
、
つ
な
峰
、
相
清
氏
が
い
今
、
え
勺
れ

／

wJJ
ろ

y
x刀、

｛
問
題
ヌ
］

X
む
は
、
地
方
税

uh仇
っ
き
一
、
弘
正
品
川
外
記
ロ
也
悦

ζ
l
て
、
持
S
J
川以
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望
小
祐
光
仁
川
河
校
最
刊
を
制
定
〆
人
人
三
＼
同
A

ハ
↓
パ
れ
八
条
に
よ
れ
ば
、

十
川
町
村
は
、
市
山
村
エ
円
’
「
一
引
っ
廿
追
い
い
の
祈
設
J
λ

は
変
山
－
一
山
叶
打
出

A
F
H川＋札口
7ML祉
の
え
干
の
什
下
け
、
院
ー
そ
の
仙
山
内
民
ム
？
ー
よ
疋
め
ゐ
変
山
山

を
除
く
次
巴
及
川
J

次
長
率
二
項
に
日
い
て
同
じ
一
、
を
［
ょ
う
〉
一
ぜ

る
H
初
心
に
お
い
て
は
あ
ら
カ
じ
め
、
総
務
大

hlh協
議

ー

そ

の
U
川

告
を
作

2
け
札
ぱ
な
～
り
な

v
L
1
y

坂，

4
cれ
一
一
い
ゐ
の
ご
、

xI川
は
総

務
大
国

Y
に
協
議
訴
求
め
こ
日
出
を
得
一
ー
で
つ
と
し
た
か
、

Y
店
、
同
九
回

J

な
か
っ
に

乍
の
ん
）
め
、
又
市
は
、
凶
！
門
出
店
和
平
込
団
委
員
会
に
汁

1

Y
九
州

手
ん
と
し
と
審
査
の
刊
川
会
九
j

い

と

こ

メ

が

地
L
J
いいし
F
川
法

h
T
一

条
の
一
に
よ
れ
ゴ
、
指
刷
、
第
割
お
よ
び
第
一
射
に
よ

ω
υ
l

、
ー
が
あ
る

J

以
、
一
お
げ
ゐ
！

ι
刀
一
は
が
法
お
よ
び
厄
ワ
説
決
パ
ー
ノ
悶
連
川
体
浪

人
一
吉
一
川
町
一
長
谷
間
山
工

αカ
っ
、
次
川
町
九
問
に
↑

T
Yハヘ
Z

い
J

｛
「
江
間

i
｝

r

行
事
例
に
お
い
て
、

H
Nに
お

頃

I
よ
ひ
第
一
点
の

C
F勺
L

り
に
？
ん
句
、
急
ど
ろ
よ
元
五
十
叶
L

一
し
て
ほ
、
ど
の
ふ
λ

に

ruノ
ヲ
一
正
一
へ
と
ふ
j

p

r

～
カ

J

ニ
何
時
ん
川
、
治
近
ト
よ
る
の
ζ

約
二

百
三
」
よ
る
の
と
で
、
ど
の
よ
、
F

な
市
い
J

ん
め
る
の
だ
ろ
み
か

｛九日出
u
Z｝
忠

l
X
川
治
、
結
務
I
ハ
陀

Y
の
同
H
山
が
な
い
に

t
ーやJ
カ

わ
ら
ず
浪
花

υ
え
ぬ
へ
口
、
巾
「
一
以
訪
担
処
分
は
川
効
に
仕
ゐ
め
で
九

円

仇

向

〕

｛山訳出問、
δ

｝
’
u
h
総
持

k
u－
、
ー
の
不
用
意
に
汁

L

C

X
川

υ、

回
却
方
刊
問
予
処
理
r
h
f
d
土
じ
W
併
合
を
年
し
出
ゐ
r

と
な
く
い
三
一

な
り
地
刀
荻
軒
所
に
か
じ
一
一
｛
当
法
れ
わ
同
吉
川
日
分
の
忠
治
訴
訟
を
同
町

；
必
ず

A
L
の
だ
ん
、
F

ん山一

V
民
法
5

百
以
古
蕊
判
例
～
品
判
ド
成
一
ヘ
ホ
ド
ん

1

M
恥
い
す
岳
民
を
筒
川
市
に
安
約
し
な
さ
い

2

）
れ
士
で
の
持
倒
的
流
れ
と
の
山
Y
丸山下いで

川
国
人
刀
な
け
の
評
釈
を
」
な
さ
い
ο

円
光

rM教
い
江

口一

t
f
J問
J

ん
ご
、

一より

1
問

L
り
い
て

V
民
法
7
t

斗
j

且
門
凸

マ
商
法
3

レ
ボ
卜
試
政

叩
川
手
氾
・
株
芥
L
一
仏
巾
社
主
百
九
J

』
吉
し
」
は
、

rh
六
リ
仲
間
ド
ド
レ
一
の

白
、
い
巡
し
が
あ
）
心
か
じ
共
通
い
は
な
し
か
前
骨
川
証
券
」
共
通

1
2
F
j
一
九
立
す
）
｝

1
4
f
i
J
L
L十
九

引
株
券
に
つ
い
て
、
六
人
｛
時
説
（
手
形
品
J
N
U山の
f
x
Cい
契
約

A
に
相

－J
E
し
一
っ
た
ト
亡
、
一
梓
引
外
矧
紅
論
一
浅
利
川

L
C
取
得
七

保
説
会
川
叫
ん
で
ご
～
は
で
主
る
ヂ

J

味
券
的
作
成
同
に
怜
券
y

一一、

の
効
力
が
発
生
一
A
V

る
L

が

f
る
の
は
妥
当
て
よ
γり
ノ
か

J

出
？
メ
む
b
A
店
」
花
す
る
川
r
t
一りかすい伊ム
N

ト
つ
い
一
＼
転
得
お
も
抗
野

に
人
れ
て
比

I

町市
J

な
さ
い
一

muv
円
三
の
2
1
タ
ー
カ
川
明
記
さ
れ
ど
こ
と
を
月
一
片
に
支
払
拒
絶
「
る

場
台
、
混
入
が
、
お
か
ら
J

一J
M
ω
J
h
L出
帆
し
た
（
に
対
し
て
、
そ
れ

を
型
自
に
f

文
弘
担
抑
す
る
場
合
、
⑦

A
日
間
の
け
小
国
関
係
に
取
ツ
リ

事
出
力
あ
ゐ
に
的
、
え
が

B
に
支

ι
r
H
起
す
る

F

へんd

台 ,j、
冷多
/{ 
t民
栴
・＂人

予ま
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「
伝
一
ヤ
受
け
に

K
F
に
支
払
コ
た
場
ヘ
ィ
」
、
ど
の
ヶ

7
2法
組

4
支

出刊町叫が
F

〆
る
か
）

旧
小
切
手
の
時
効
則
問
山
尚
き
ど
工
ー
っ
と
呪
ム
に
、
充
肘
代
全

債
惟
は
ご
λ
ノ
去
る
か

J

v－百円
Z
4

し
ボ

l

試
験

A
止
、
－
Y
ρ
l
命
探
検
判
互
主
社
’
の
同
＼
一
一
保
険
在
ヰ

1
、
況
険

金
主
取
人
を
A
t
の
妻
X
、
入
V
A

湖
町
千
五
、

X
、
死
亡
保
険
主
一
こ
へ
J

C
万
円
、
災
主
一
割
担
保
険
宇
一
つ
つ
つ
万
円
と
J
F

る
パ
「
ヘ
町
保
険
契
約
を

平
成
一
六
午

H

H

に
締
結
し
だ
問
J

約
成

υ
川
仁
氏
に
告
知

止
び
指

l
一
保
険
科
相
当
組
引

J

支
払
い
は
な
さ
れ
Y

－1
一
川
、
責
任
刈
始

H
ょ
干
成
六
r
I
一
日
ハ
口
J

な
〉
ず
土
コ
サ
一
誠
ぺ
「
命
保
険
刊
で
約
の

ぺi
叩
与
に
は
、
退
去
十
日
引
間
ヘ
咋
’
や
は
薬
治
Lqへ
主
受
け
て
い

7
川崎ム
u

L

は
、
そ
の
門
許
可
を
記
萩
：
ω
口
の
記
載
慌
が
あ
っ
た
r

ミ
は
山
花
伊
、

院
を
事
支
と
す
る
資
本
へ
↓
ι
一
ご
C
ハ
一
ヴ
い
の

Z
株
式
会
ぃ
f
の
代
衣
取
締

役
叶
E
P
J
m
Jんが、

4
前
よ
り
J
己
の
八
五
刊
の
経
営
誌
に
悩
ム
、

、
，
っ
怖
の
投
iAリ
れ
松
子
主
け
て
、
ん
か
、
そ
の
こ
と
を
古
切
な
で
、

1
i
d生
命
叩
吸
い
税
約

γ
加

ヘ

を

た

当
l
M
m

斤
九
州
県
南
い
V
人
u

行
以
内
ゐ
4u

担
保
険
約
試
で
は
、
責
任
問
始
明
依
与
を
将
過

J

た
段
は
、
吉
知
義

荷
山
市
反
J74
同
ズ
な
い
J
F
い
ね
ハ
弔
さ
れ
て

v
p
一
一
さ
ら
い
、

R
打
開
始
苅
従

F

斗
川
以
匂
の
い
門
川
均
h

リ
い
て
h

死
亡
保
集
会
主
一
一
又

ιわ
な
い
ヒ
田
川
脱
色
さ

れ
て
L
U苧
一
三
千
札
に
ぺ
刈
ぃ
工
、
火
害
剖

mw恥
い
約
に
踊
る
約
款
で
は
、
古
一

任
開
始
刻
刊
以
持
ト
JL百

1
1
h
一
式
出
？
の
事
政
一
よ
る
ん
奇
宝
手
前
夜
の
L

U

凶

い
μ
ト
仏
法
、
苧
助
教
同
日

と
亡
、
そ
の
事
訟
の
戸
内
り
そ
の
〕
古
今
じ
め
て
八
一
コ
以
内
に
死

亡
し
た
〆
」
去
、
主
人
以
H
一日立
hm斡
町
出
以
’
氏
h

発
足
し
た
ね
止
の
感
染
症

や
山
官
官
の
原
刈
し
：
と
死
亡
に
～
！
／
一
六
、
を
支
払
吾
作
と
ど
泌
｛
屯
L

J
k
v
ι

に一
ヰ

胤

八

九

乃

七

H
よ
り
定
休
を
利
肘
J

f

－
、
ス
千
ー
し
川
か
け

る
と
い
ハ
て
人
で
叫
ス
モ

l
場
に
中
で
山
小
け
丈
司
七
同
八

uは
宿
泊
先
の
ド
テ
ル
カ
ら
A
よ
り
、
ス
5
7
y
y
楽
し
ん
一
じ
い
る
凶
ー
の

電
話
が
、
家
岐
に
あ
一
J

た
一
〆
一
y

つ
が
、
日
宅
、
〆
一
口
円
、
北

H
タ
ト
々
に

な〉一一
L
4
h
v
A
A
Y

ら
何
ら
の
州
桝
九
一
奇
い
じ
い
て
、

i

小
μ
%
に凶
E

ワ
た
京
技
は
、

警
察
、
A
の
男
京
阪
を
刊
L
x
e
同
月
ハ
V
H
1
λ
は
ス
キ
」
荷
台
ら

離
れ
た
山
旦
J

仁↓叫引
J

f

出
よ
り
A
以
ム
け
の
山
町
と
円
、
に
限
落

J

、
死
r
」
三
に

い
る
ん
わ
が
発
見
ペ
れ
ι
ん
。
々
の
付
一
九
は
厄
冗
の
占

i
J

山ub
市
に
な
匂
レ
一
ア
ゲ
山
l

一片一っか
2
い
ょ
っ
た
鳩
げ
で
あ
る
が
、
［
動
十
市
日
γ
辿
ゐ
清
一
品
は
r
山
町
女
さ
れ

て
い
た
え
め
、
進
に
述
う
旅
戸
刀
打
が
閉
じ
数
々
｛
い
る
と
こ
九
で
は
あ
J

と
u丸

、
丸
、
比
び
v
K
は
、
し
9
A

会
辻
－
L

対
J

死
亡
保
険
主
一

C
C（

J
2門

及
ぴ
民
害
制
唱
保
険
金
二
一
ハ
U
C
九
万
円
り
ム
つ
削
〈
一

υ〉
コ
万
川
内
保
険

会
守
一
芸

4h
一d

し
た
～

子
札
じ
は
し
こ
、

Y
会
社
以
幻

F
の
叫
由
主
午
、
つ
医
院
主
円
支
払
い
を

作
一
斉
！
た
／
ト
w
d
つ
病
一
よ
る
通
院
以
を
陪
f
て
、
保
険
梨
約
ぷ
川
γ人

し
た
も

m
で
の
ノ
、
そ
の
古
了
討
を
司
っ
て
い
た
な
え
は
、
－

H
乃
H
d
t

l
y
一
U
1
は
加
入
会
一
川
叫
絶
し
た
も
の
で
ゐ
ゐ
r

χ

υ

一
＼
人
の
打
J

ハコは、

P

件
以
ト
よ
る
も
の
で
あ
り
当
IA叩
比
裂
前
は
対
効
ど
な
る

3
A
ハ九回
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入
作
！
日
ん
バ
社
の
経
営
状
似
は
訂
作

J

て
U
hリ
、
乍
収
7
8
2

一↓
l
h
，
円
辺
、

J

の
白
告
を
わ
r
J
J

が
ぜ
十
九
際
は
主

f
のザ九】
F

状
況
ロ
好
転
す
る
ど
こ

ろ
か
、
伝
作
赤

i
c、
そ
の
九
店
街
は
位
円
迂
く
、
主
デ
ぱ
1
L
J
jぬ

こ
p

日
よ
コ
て
、

b
l
れ

ι外
に
加
↓
人
L
J
L
ミ
た
杭
む
の
仰
木
険
中
、
利
も
含

め
た
伐
，
d
人
r

松
原

ι
憶
川
つ
に
正
い
七
乃
で
あ
り
、
え
の
も
札
カ
ら
考

え
て
、
件
円
高
知
の
保
険
料
ど
文
む
対
け
る
の
は
、
不
山
肌
4

士一
r

5

2

て

て
の
「
ぞ
っ
と
事
情
」
乙
川
っ
こ
お
れ
ば
、
当
社
は
v
i
誌
探
検
ヰ
什
K
M
Rん
汀

ムω
」
乞
は
な
か
っ
h

f

八
の
も
為
は
計
取
に
該
ρ

ー
す
る
一
一
♂
九
日
同
l

ス

キ
劫
い
は
与
一

j

’I
休
沼
？
引
見
1J
て
副
れ
て
お
り
、
泣
ド
述
、
J
L
T
h

な

こ
と
は
粁
続
出
1
考

χ
引

い

主

た

A
の
f
訪
中
ド
は
カ
7

ナ
ヒ
カ
登

載
3
れ
ご
い
れ
り
、
事
恨
の
起
5
1場
所
ド
ド
？
一
か
）
P

！とま
J
4
7
J
え
に

か
つ
半
日
は
だ
快
一
も
志
I
れ
て
い
た
町
で
、

A
J
h
N
出

迷

v

京
一
て

手
投
を
は
山
岳
ゐ
ノ
た
こ
芳
一
ヲ
ハ
ム
ω
二
一
は
刈
組
と
あ
る
つ

A
は
る
怖
い
の
倍
合

苓
一
保
険
ヘ
i
k
d渋
づ

2T
－
と
を

H
的
l

て
＼

μ動
車
チ
危
険
地
出

ま
で
湖
一
転
し
て
事
枚
J
T
川
引
さ
福
こ

L
、
れ
殺
L
と
も
の
と
売
ソ
パ
る
こ
j

が
で
き
、
高
u
仏
！
ヘ
八
九
条
一
Hワ
勺

L

よ
り
、
仮
殴
金
的
支
払
い
を
売

れ
る
こ
と
に
な
る
山
山
U
A
は
、
多
円
相
の
保
険
金
オ
－
詐
点
す
る
戸
的
で
、

保
鳴
い
ず
故
を
お
こ

l
た
も
の
ご
あ
九
、
公
序
良
U
M
t
p叫
し
州
市
崎
町
ん
訟
は

川
県
効
と
な
る
も
の
C
古山ゐ
ι

ト
「
一
的
事
支
悶
係
宅
っ
ち
、
以
の
一
試
問
江
台
、
ん
な

p
u

山

X
一
、
丸
壮
一
小
V
A
I
β

ら
、
、
会
社
に
対
寸
る
山
河
南
会
話
、
手
元
ぷ

を
受
け
た
や
J

此
上
の
あ
な
ピ
は

t
Y
2引
の
↓
ム
記
の
科
、
主
張
i

LTJ
し
て
、
と
の
よ
ハ
J

ド
ド
礼
古
川
ザ
ヤ
」
照
一
端
的
よ
取
同
て
主
る
か
検
討

L
T
l
d
k

、い

叩
山
一
ご
の
凶
ん

lx、
又
及
び
丸
小
訴
訟
代
川
一
人
1
r

し
て
子
i

A

一r

A
門
被
中
口
、
会
付
の
じ
振
を
ぷ
札
ぞ
れ
校
討

J

、
あ
丘
i

た
士
山
川

劃
い
官
庁
ハ
に
場
介
、
原
口
約
叩
股
F

千
日
求
は
認
め
ら
れ
Q

元
検

J
U
Jか
か
し
K

い

V
民
事
闘
収
法
2

J

砂
木
利
助
教
松
山
川
戸
一
弘
↓

｛
別
紙
会
、
丸
i

非
公
山
」
］
を
読
み
、
以
の
出
店
す
べ
て
に
谷
、
ん
人
出

七
一
い

以
下
、
［
1

一応川
1
〕
手
同
世
こ
9
る

仮

産
μ

古
川
川
へ

X

は
、
ー
社
に
よ
る
代
物
ベ
有
国
を
市
υ
認
す
る
こ
こ
カ
で
き
る
台
。

古
川
に
、
こ
川
代
物
、
引
涜
が
、
ト
バ
川
町
旬
に
な
巴
れ
亡
い
ん
ら
、

否
γ

…
は
可
能
少
。

i

z

設
阿
1
一
一
二
、
月
初
旬
b

長
ペ
れ
一
い
七
、
三
川
代

物
十I
済
が
再
試
さ
れ
日
レ
一
J

T

、
X
は、

D
社
に
吋
I

J

J

に
と
う

主【たふ
A

J
昔

、

〉

）

3
5
4
J
R
μ
l
h
ご
与
る
J
ん

i

r

J

A

札
一
ん
が
崎
産
手
続
p
h

は
な
く
、
い
ん
1
h
7
4
生－

Z祝
の
而
立

C
チ
崖
択
〆
て
、
た
L

f
れ
ば
、
T

小
川
必
梓
汀
使
の
あ
り
l

小
、
は

変
わ
ゐ
L

い
え
る
合
一

E

一兆同川
2
］
fA
一
d
提
l

T

Y
－
－
の
点
例
で
、

ι川叶じ汀刈
L

亡
な
M
A
K

れ
ど
丘
、
つ
つ
つ
万
円
の
P
A♂
り
は
ヴ
認
の
吋
京
L

な
り

県
川
る
か
コ

V
刑

事

法

律

支

雪

作

成

鈴

木

前

一

間

p

十
点
附

町
λ

叩
き
れ
れ
え
げ
い
一
事
斗
↓
一
μ
紘
）
｝
基
づ
主
、
必

τ
の
宣
れ
い
泣
え

l 

（仮ノ＜iJi'tJ oG i:、223.''le'! '?'106, 7: 



｝－ 
~ 

治
二
川
公
判
期
円
に
お
い
て
、
弁
引
法
人
は
、
也
事
中
川
南
の
ふ
七
一
ι

ー

を
弁
ん
か
っ
i
L

い
F

件、

川
過
剰
防
街
の
成
立
要
件
を
ボ
L
K
l
で
、
本
汗
て
は
い
か
な

る
川
町
、
刊
点
目
喧
レ
～
な
る
か
を
財
情
せ
よ

川

倹
MR小
官
は
、
過
剰
K
M
什
貯
の
成
ー
：
γ
一
百
宅
す
る
た
め
に
、

v
y

の

ー
十
ノ
な
げ

h
y引
な
う
↑
い
る
か
に
口
八
件
何
人
公
正
湘
川
町
川
町
小
走
用

げ
て
述
べ
よ
f

引

h

ノ
設
へ
は
、
地
剰
防
川
町
の
成
f
d
J
γ

」
土
張
？
る
た
め
に
、
h
y

の

ょ
う
A
W
V
Jア
引
な
〉
「
い
る
か
e

日〆仏日一一
J

と
げ
拠
ね
日
目
引
を
明

け
て
小
山
ぺ
に
じ

し
た
め
士
た
が
v

出
事
日
の
公
宇
寄
尽
を
ザ
虫
一
9
る
此
uidE
「バん
j

1
d

＼
本
刊
の
品
立
迂
結
ωえ
を
消
ま
ん
、
担
制
竹
内
阿
南
の
成
不
一

L

悶
－
、
い
う
な
る
川
附
を
r
一
な
う
か
川
附
の
根
県
と
な
る
は
ん

外
的
士
事
中
ベ
肘
い
れ
係
LPr

京
じ
コ
コ
述
べ
ぷ
r

3

仮
に
、
ャ
ネ
刊
で
被
苫
人
一
ん
か
犯
行
～
肝
心
V

悼
を
～
引
い
村
山

3

止
は
犯
で
ね

在
っ
と
再
現
ば
什
斗
の
だ
い
ね
に
反
T
ゐ
も
の
で
お
る
と
よ
張

J
Y

た
め
、
吋
友
人
が
、
検
察
山
一
J

ふれリ
λ
百
五
】
の
う
ち
、
い
八
日
一
た
の
と
ん

日刊
J
U
分
訓
吉
キ
一
小
同
烹
L

L

t
場
人
、
険
日
作
λ
：
PHと
午
、
は
、
平
川

口
勺
誌
が
一
A
拠
採
市
三
れ
る
よ
め

1

i

h
な
ゐ

ν
J
ヲ
行
な
う

E

F、い
Y
ふ
め
る
か

V
法
理
学

レ
ポ

i
l試
験

jjぇ
J三

以
引
弘
教
授

V
比
較
法
史

レ

戸

？

ト

試

以

内

tE
 

V
間
際
法
2

黒
川
直
満
款
投

ωフ

レ
R
i
ト
試
験

。

T

市

際

法

ト

じ

が

す

る

一

吋

望

球

思

に

つ

い

て

川

町

V
悶
際
私
法
2

山
村
苓
明
設
じ
日
付
一

講
4vk

：
ト
の
設
川
内
お
よ
び
判
例
」
悩
い
す
る
以
一
の
設
門
刊
に
つ
い
て
、
り

卒
業
が
現
在
述
人
な
、
群
議
口
！
乃
杭
L
い
卦
陪
私
ア
パ
の
も
1

二
「
己
じ
た
も
%

のーと
d

仁
川
悼
持

J

な
J

ぐ
ぺ
た
だ

L
、
可
能
主
均
一
色
に
は
附
一
行
法
例
レ

γ
ふ
し
ナ
れ

の
比
較
や
必
ず
行
つ
三

r
ぶ
し
い
い
刊
陀
私
法
に
つ
い
て
は
、

Rrυ
私

以
一Jへ

誌
の
河
川

M

代
化
に
悶

3
勺
長
柄
ヰ
人
ま
た
は
叶
止
の
適
用
に
問
一
9
ゐ
而
則
法
叫
ん
叩

を
誉
出
ヲ
る
こ
と

L
7
4

る
、
、
さ
生
伺
法
は
な
に
1

ぺ

日目別
f
J

斗
ペ
カ
円
プ
ォ

μ

一
γ
自
動
車
山
吉
正
予
件
い
で
泊
川
竺
一

判
例

i

l

スふん

l

J

日
i

芋
件
、
勺
事
？
ノ
い
団
内
私
必
の
も

ワ

ム十一つ
J

ーか～

と
で
斗
f

ド
ノ
人
人
↓
す
れ
ば
、
裁
川
川
け
い
こ
の
よ
叶
な
判
似
を
吉
＼

山以例
J

P

？
判
日
間
7

1

じ
準
拠
決
が
川
千
ハ
な
み
と
ー
一
色
ノ
引
い
ぱ
、

〉

そ
の
川
一
山
い
は
な
一
か

r

析
し
い

rz
際
私
法
は
、

1
例
2

1

〆
万
／
ン
ケ
社
刊

t
～
ワ
J

【日日

事

3
M

廿
丸
事
件
判
決
に
影
響
す
。
F
J

ル府河川一

A

消
費
vh認
約
Y

＼
そ
も
そ
も
山
晶
園
、
布
五
円
。
日
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本
土
事
ヰ
有
企

Y
チ
訴
え
る
こ
j

か
で
き
る
の
か

持
4
苛
日
ム
〈
L
m
士

γ
山
、
札
業
U
R
X
｛

Y
の
ぶ
七
、
一
九
叶
）

東
ド
ピ
め
る
じ
岡
山

y
m
f
n
j揃
削
泊
設
で
倒
し
い
一
、
い

2
T
X
Y
閣

の
弘
前
民
約
一
の
ヰ
拠
法
泣
乙
こ
の
悶
れ
法
h
J
J

V
知
的
対
謹
一
涼
2

守
口
古
川
成
樹
投
同
日

制
人
年
は
、
W
湖
を
見
）
＼
y

て
の
壮
大
会
一
に
感
動
一
た
）
そ
ノ
て
、

W
両
を
f

マ
こ
ナ
仏
何
人
九
を
必
ワ
九
つ
主
一
、

h

ふ
れ
若
手
ん
に
あ

J

れ

原
一
軒
用
紙
に
書
き
と
め
介
、
円
九
い
に
～
）
乃
人
か
い
青
か
れ
た
原
稿
用
献
を

n
n
L
一
し
っ
。
コ
そ
の
校
、
市
が
制
作
一
た
叶
付
4
集
め
た
ハ
凡
主
C
か
発

一hvA一
れ
、
そ
こ
句
収

N
J↓
れ
に
A
M
優
れ
た
俳
句
と

L
と
人
お
北
町

た

同
γ
は

t

（
の
発
れ
に
ぷ
々
「
ノ
札
た
／
｝
に
対
す
る
清
一
謝
会
不
す

た
め
ん
、
乙

f
N
川
！
て
、

b
t川市
J

し
た
一

A
Jが
昔
日
物
で
あ
り
、

A
に
J

い
て
の
詰
行
場
は
川

j
f仰
す
4

c

て
、
以
内
山
い
い
誌
Z
’
よ
仁
な
お
、
可
、

i
及
ひ
！
品
川
ぺ
そ
札
ぞ
れ

の
行
必
い
コ
い

L
V
G一
小
右
主
得
て
い
な
い
ち
の
y

一
す
る

W
測
の
あ
と
州
ー
け
は
、

A
を
主

J

か
け
に

W
湖
に
川
崎
心
を
泡

い
と
制
品
容
が
少
な
く
な
、
」
L

か
っ
、

ζ
か
コ
日
子
総
人

－t
れ
や

wumrの
j

口氏ぺ人ド
jR一ト
神
宮
設
さ
れ
た
い
引

v
i
r術
館
に

上
L
ご
反
小
し
れ
ι

ま
台
、

ιじ
A
を卜
4
H

い
た
川
γ
心
手
跡
を
そ

の
ま

E
彫
り
つ
け
た
ん
吋
同
日
を
い
k
n
L
、
F

ふれ
4
j

マ
市
尺
公
固
い

設
問
l
ウ
一
ち
ら
に
、
日
ふ
と
ア
P

プ
て
婦
問
加
し
、

γ

こ
に

hJV

コ
け
つ
札
J
7
L
ふγ
明
信
じ
バ
ム
一
叫
一
d
F

る
F

と
の
で
き
み
じ
一
店
、
ど
印

刷
し
た
松
葉
吉
右
刊
成
し
、
市
V
4エ
ア
符
伎
の
ヘ
場

E
に
桝
F

で
、
t

主

ふ

配
布
て
ご
ベ
内
的
行
為
は
、
ド
め
る
竹
惟
を
校
ん
Z
T
T

勾
か
。

伊

4

は
、
日
人
T

名
軌
を
旅
行
L
、
い
断
行
先
的
関
川
口
五
二
二
？
ノ
オ
カ

メ
一
ノ
で
磁
影
す
る
こ
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